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御成敗式目 享禄 2 (1529）年刊本

鎌倉幕府執権北条泰時の編纂した『御成敗式目（或いは貞永式目）』といえば，一度は誰

でも日本史の時間に教えられたことと思います。『御成敗式目』は鎌倉・室町・ 江戸時代と

続く武家政権下では，ずっと基本法として位置づけられていました。武家社会の現実に即し

ていたので，道徳律の基本でもありました。全部で51箇条あるので，昔から聖徳太子の 『十

七条憲法』の3倍に合わせたといわれてきましたが，真偽はわかりません。なぜ，貞永元

(1232）年に制定されてから 300年も経った，室町時代の享禄2年刊本を紹介するのか，疑

問を持たれる方も多いことでしょう。当時の歴史書 『吾妻鑑』 は，藤原不比等の『大宝律

令』『養老律令』を海内の亀鏡，本書を「関東の鴻宝」と両者を対比しているように，鎌倉

幕府が自信を持っていた法典のようです。ところが，こんなに有名な法典であるのに，制定

当時どころか，鎌倉時代に書写されたものも現存しておりません。室町時代になると， 51箇
条の法典では，実用に不便を来すようになりました。追加条目書や，法律や語集の解釈を記

した注釈書も作られました。当時の書写本や注釈書類は随分現存し，本館でも 5・6点所蔵

しています。

図版をみると，本文の行聞には返り点などの訓点や送り仮名 ・振り仮名も記されているこ

とがわかります。これらも印刷で， 墨筆による書き入れではあり ません。当時の我が国の刊

本で，漢文に訓点などを付刻する例は非常に珍しく，現存最古は『妙法蓮華経（応安 5-
1372一年刊本）』です。本書はそれに続く古いものと思われます。

巻末の刊語によって，本書は享禄2(1529）年8月に，小槻伊治が博士家の清原家の訓点

を付けて作った稿本を用いた，再版本であることがわかります。 5年前の大永4(1524）年

にも，小槻氏は 『御成敗式目』を刊行しております。ところが大永4年刊本は無界本 （縦の

罫線がない本）で，訓点などの付刻は全くありません。『御成敗式目』は本当の漢文とは少

し違い，日本式でもあり ますので，読み方も色々あったものと思われます。もとは，清原家

に一定の期間学び，法典の読み方を伝授されたのかもしれません。ところが本書のような，

読み方さえ書かれた刊本の出現によって，それまでの書写本だけの時代より，はるかに簡便

に正しい読み方が普及していったに違いありません。同様に，読み方も一定化していったも

のと恩われます。

この『御成敗式目』には，この他大永4年刊本を底本にして作られた，室町時代末期の刊

本も現存しています。この時代に同じ本が3版も出版されたという事は，いかに本書が必要

とされていたかということを示しております。

当時の刊行本は『妙法蓮華経』『大般若経Jをはじめとする経典類や禅の語録など，仏教

濃綴色表紙（25.0×20.4cm) (110 X-506-1) 

書がほとんどでした。その他は『論語』や『三体

詩』 など漢籍ばかりで，本書のような 日本人の著

作は稀な例です。

江戸時代になると，法律や武家道徳の手引き書

としてだけではなく ，習字の手本として使われる

ようになりました。同じ手習いをするにしても，

役に立つ内容の『御成敗式目』が都合よかったの

かもしれません。江戸時代を通じて，百数十版は

出版されたものと思います。寛政元 (1789）年蔦

屋重三郎刊本などの奥書に，本書巻末にある小槻

伊治の刊語が収録されているように，江戸時代の

『御成敗式目』は皆，本書享禄2年刊本を底本にし

ていたのです。

こうした次第で，本書は成立か ら300年も経っ

た室町時代の刊本ではありますが，後世に様々 な

影響を与えた重要な本であることがわかり ます。

白石 克

（三田メディアセンター調査役）
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考えたりする。それができれば，場所は取らない

し．なによりも検索ができる。ペーパーを書いた

のはいいが，引用や注記を正確に書く段になって，

たしかどこかにあったはずだと大汗をかいて探す

などは，何度も経験することである。

大学院の頃，経済学の古典であるアダム ・スミ

スの国富論の中に 「見えざる手」という言葉が伺

度出てくるかと，よくある遊びで問われた。国富

論は，個々人の私的な利益の動機による行動が市

場を通じて社会的にも効率的な結果をもたらすこ

とを，「見えざる手により導かれて」と言い表し

たことで有名だが，なにしろ大冊である。ーか所

しか見つからなかった。ずいぶん時聞がかかった

記憶があるが，CD-ROMに入っていれば数秒と

要しないところである。もっとも，おかげで国富

論に目を通してしまった。いまにして思えば，あ

れは勉強させる手段だったのかもしれない。便利

になって情報の蓄積と検索に目が務われて，肝心

の内容の把握がおろそかになるのでは，元も子も

なし、。

多分，私の知識がないだけで，いろいろな整理

の手法はすでに行われているのかもしれなL、。そ

れならばそれで，小利用者にそのことがうまく伝

わっていないということも論外である。私の領域

でも分野外の人々に向けた報告書などに専門用語

を使うことがあり，仲間うちでは便利だが，昨今

は情報公開の趣旨に反する業界用語の使用は避け

るべきだなどの批判を受ける。こうした専門用語

の多用など，供給者側の論理が強すぎると，潜在

的な多数の小利用者をしり込みさせてしまうおそ

れがありそうである。
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内池前所長の後を引き継

ぐようにとの指示を受けた。

これまで図書館の利用者で

はあったが運営のことは素

人で，旬日を出ずしてすで

に知識の不足を痛感させら

れている。

私の専門は交通経済論と

いう応用経済学のづ子野で，

図書館にはお世話になってきた。もう30年有半も

前になるが， 三田のいまの研究室棟の場所に第一

研究室という建物があり， 2階に資料室があった。

当時は，コピーにしても日光に当たると消えてし

まうアンモニア臭のきつい代物で，コピー台に紙

面を密着させるために，血圧計の空気ポンプのよ

うなバルーンを押して空気を抜く操作をしなけれ

ばならなかった。あれこれときどき失敗し， 「こ

のようなことをする人がいますが厳に慎んでくだ

さしリなどと掲示を出された。図書館の女性は怖

いと思ったが，あれで資料に対するマナーを学ん

だような気もする。

昔ぱなしは大方の迷惑だが，便利になればなっ

たで欲が出る。機器の発達とネットワークの整備

で大量の情報が利用可能になり， しかも検索が容

易になったから，いきおい研究室や自宅にはコピー

や資料で身の置きどころがなくなってくる。折角

レファレンスで探してもらってほかの大学から取

り寄せたコピーがどこかの書類の山の下積みになっ

て行方知れずなどということが，日常茶飯事であ

る。

そんなとき，素人である私は，コピーを再現性

のよいスキャナでフロッピーに入れられないかと

... 
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特集 メディアセンターの位置付け一大学内での融合性を求めて一明欄棚 。国 。。。000醐

メアイ アネ ツ

はじめに

メディアネットはそれを構成する人々，ライブ

ラリアンとコンビュータ関係者の典型的な専門職

集団であると人は言い，それゆえに教員，職員の

双方から独立した城に依る組織のように思われて

いることも確かです。

私がメディアネットの事務長に就任し， 言い始

めたことのひとつに，ユーザーに文すしてインタラ

クティプにお話をし，また聞きましようというこ

とがあります。これを組織的にいえば大学内の融

合性を求めてということになるかもしれません。

そこで鹿臆義塾大学の教育研究を支援する質，

量共に緑高，最大のものを期待されているメディ

アネットの組織と，それを構成する人について今

後の在り方を考える…ー・ということでこの小稿を

始めてみたいと思います。

私がメディアネット事務長の職をお受けしてか

ら，この 3月で 1年が経過したことになります。

まったく図書館勤務経験のない私が，知識を最

大限に活用しなければならないこのようなポジショ

ンをこなすことは容易ではありません。計算室に

関しては，それこそだいぶ昔に三田計算室の事務

主任を兼ねていたことがありますが。

さて現実には無我夢中で l年が過ぎました。最ー

近メディアネッ トのあちこちで，私の立場を説明

する意味で「私は2年目のこの大切な時期にあたっ

て，この巨大なメディアネ y 卜という組織のいう

ならば管財人のような心暗高えで仕事をしています。」

と言うことにしています。鹿Bili.義塾の図書館が戦

後の荒廃した中からようやく立ち上がり，情報セ

ンターの時代を経て，近代化を完成し，私大有数

トの人と組織

きいとう っとむ

斎藤 勉

（メディアネ y ト事務長兼 ） 
三田メディアセンタ一事務長j

の図書館になったことは，

であると思います。

自他共に認めるところ

平成3年にメディアネッ トと して計算センター

組織を加え，ネットワークによって結ぼれたメディ

アネット構想も雄大なものと思います。ただこれ

だけ巨大な組織になれば，あちこちに歪みも出て

きましょう。そこに働いている人達も毎日の仕事

の目的が明確さを欠くようにもなるでしょう。

そこで，これから私なりにいくつかのテーマを

ランダムに設けて，この組織はどう変わっていっ

たらよいのか，スタッフ技術の向上，管理の在り

方はどうしたら良いのか等について，きわめてお

おらかに述べてみたいと思います。く どいようで

すが，これまでのメディアネ ットを否定していく

のではありません。いってみれば， 巨大な業務の

流れの整理すべき点，修正すべき点はこのへんか

なとマーク してみた……という感じです。

2.小さな政府→小さな本部

鹿膳義塾大学が5つのキャンパスを持ち，各キャ

ンパスが独自の学問分野に依って発展するという，

ネットワーク時代の自律，分散，協調のコンセプ

トは，既に周知のことだと思いますが，私はメ ディ

アネットにおける各メディアセンターのあり方も

当然これと閉じことだと考えています。その意味

においては，規定上の本部，支部というより は，

各センターは，も っとのびのびとした活動をして

いただきたいのです。本部と密接な関係を持つよ

りは，各キャンパスの執行機能と密接な関係を持

つ割合を強めて欲しいのです。

勿論三田と日吉においては，単独のキャ ンパス

運営機能という訳にはし、かないと思いますので，

-4一
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図書委員会とか．学部とか，部会とか，あるいは

ネットワーク委員会，ユーザ一委員会そして塾監

局機構とかと緊密な連携を持ちながら（できれば

ユーザーとしての学生との関係も是非強めて欲し

い）発展することが望まれます。そのために本部

機構は出来るだけ小さく，必要な活動はプロ ジェ

クティプな形（現在のデータベースメディア担当

クソレープのような）が妥当と思います。

3. 5センターのこれから

学部の編成， これまでの歴史的な経緯からして，

5センターの中で， 三田があまりに巨大です。短

期間にこのキャンパスのバランスが変わる訳では

ありませんし，今までのメインライブラリー的な

存在も否定することもありません。そして予算や

人，購入する図書数のどれをとっても巨大であり，

それが放に近代化のめざす方向への立ち遅れが目

立ちます。

私の考えでは，いろいろな所で三田はまだまだ

近代化，効率化を図らなければなりません。テク

ニカルの部門では，アウトソーシングの導入，滞

貨一掃以来，書誌 ・所蔵データ改修，そして補助

金の導入による中国語等，貴重曹，旧分類とデー

タベース化は進んでいます。次にリファレンスの

強化， ILLの強化というのが三田の現在の姿だと

思し、ます。

三田の近代化が促進されれば，同じ傾向の日吉

も当然、近代化が進むと思われます。日吉固有の問

題もありますが，キャンパス研究環境プロジェク

卜（「日吉メディアセンターの中 ・長期ビジョン」

p. 8～9参照）の行方によっても独自の発展の

仕様が予想されます。医学，理工学の両センター

は，専門図書館としての独自の方向をもっと発展

していって欲しいと思います。洋雑誌の値上がり

に対して予算を増やしたのですが，今後どんな展

開があるのか，その対策はどうなのか，雑誌につ

いてはデジタル化がもっと導入されると考えられ

ますが，どうなるのでしょうか。そして湘南藤沢

キャンパス（以下 SFC）は発足当初からのメディ

アセンター構想がどうなるのか次のマルチメディ

-5-

ア対応がどうなるのか，興味深いところです。

4. 情報システムと NTC，そしてライブラリー

平成3年に発足した情報センターと計算センター

の合併は， SFCの様に当初のコンセプトがマッ

チしている組織では情報システムとライブラリ ー

との関係は上手にいっていると思います。そして

理工学，医学（専門技術者が就任してネットワー

ク時代の技術の第一歩をようやく踏み出した所）

でも情報システムとライブラリ ーの関係は異和感

がないように思います。なのに三田と日吉では，

あたかも異なる組織がたまたま一緒という感がぬ

ぐえません。この理由はひとつには三田，日吉の

計算室が長い間最大のユーザーである情報処理教

育室と共に歩んできたことがあるでしょう。ネッ

トワーク時代になって増え続ける一般ユーザーと

の協調というか，対話というか，その面での遅れ

があるのではないでしょうか。つまり個々のユー

ザーに対してメディア供給の立場に立つての対応

という局面で，初めてメディアセンターと しての

共通の考え方が出来るようになると思うのですが。

勿論現実のパソコン教室の管理は必要欠くべから

ざるものであることはいうまでもありません。こ

の面で，今後 NTC(Network Technology Center 

仮称）との組織の問題がキーになると思っていま

す。

NTCですが，開設準備室が発足して 1年余り，

今しばらく人材のリクルート，基盤整備に主力を

置くことになりました。どんなことをしようにも，

あまりに人材不足なのです。ただこの1年間にネッ

トワーク上で・の機器の整備について NTCの果た

した功績は大きなものがあったと私は思います。

NTCと情報システムについては，各メ ディア

センターと逆になりますが，中央に権限を集中し

た，ラインをすっきりした機構がないと上手くい

かないのではと思われます。勿論ユーザ一重視の

姿勢は，各キャンパス単位でと らなければなりま

せん。
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5.ライブラリーと人との関係

日本の企業でも巌近は女性の進出が目立ってき

ています。ライブラリ ーとライブラリアンは，女

性を主とした専門職とその職場として，かつては

典型的なものと考えられてきたと思います。ただ

し，その中でも早期退職と新人採用としづノfター

ンが続いていたことは事実です。 15年から10年前

までは，確かにそうでありました。が，それが変

わってきています。メディアネッ トがそうである

ように義塾の他の職員組織でも女性の勤続年数，

管理監督職への登用と著しい変化が見られます。

さてそんな組織の中で，メディアネ ットはメディ

アネットだけで組織や人の流れが完結してしまっ

てよいのでしょうか。学部組織であっても，その

中で他大学と交流していることもありましょうし，

完結した中でも，学会活動や世界的規模での交流

といった形で，進歩発展することができると思い

ます。しかし図書館は，そうなのでしょうか。

さらにいうなら，ノンプロフィッ 卜型の領域の，

教育研究支援の第一人者をもって任じなければな

らないメディアネットがそれでよいのでしょうか。

私は出口のない，入れ換え口のない組織は駄目だ

と思います。

情報システム，NTCの組織では新旧交代は明

らかになっておりますし，それが必要であり，ま

た一方で優秀なネットワーク技術者の採用が難し

いのです。

ライブラリーの中で，それではとうしたらよい

のか。優秀な潜在能力を持ち自己改革が可能なラ

イブラリア ンが管理職と して，あるいは異なった

部門の専門職として，義塾の他の組織に進出して

いくケースが今後は増えると思います。またも っ

と若い時期に管理能力の養成のため，一度は一般

部署でというケースもあると思います。そして現

在のメディアネットに不足している管理職を補う

意味での一般事務職からの管理者登用ということ

も今後はあり得ます。自分の守備範囲は十分守れ

ますというのが，従来の専門職ライブラリア ンの

傾向ですが，これからはそれだけでは難しし、
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6.管理機，専門職，そして業務改革

現在メディアネ ットは病院部門と一緒に業務改

革の対象外になっています。これは，業務改革導

入時に議論したことですが， 巨大な組織であるメ

ディアネ ットを同時に対象とすることは容易なこ

とではない， 一部で自身の業務改革実行中 （これ

にもまた議論があることでしょうが）等の理由で

対象除外となったのです。組織や人事を対象とし

た場合には，メディアネットを除外せずできるだ

け一緒に考えて欲しいと，私は委員会で発言をし

て居りますので， メディアネ ットが業務改革の対

象となる日は思ったより早〈来る筈です。

業務改革では，従来のピラミッド組織から，よ

りフラットな組織を目指しているように思えます。

階層を減らした中での，より優れた管理者群， 一

般職部分では，現在より一層能力がア ップする，

等がその中で常識的にも読みとれますが，それで

はライブラリ ーにおける管理職 （私はとりあえず

ライブラリ ーマネージャ ーと呼びたいのですが）

とは，どんな条件を備えていなければならないの

でしょうか。

(I）周囲のすべての領域をカバーする気力そして

能力。

(2）自分の発言，意見の結果がどんな方向に進み，

固まるかを予測し洞察する能力。

(3)(2）のことについて，ある程度まで自分で調整

できる能力と責任感。

(4）必要に応じて，これまでのレーゾンデートル

を否定し，自己改革できる意志と能力。

(5）人，物， 金についての知識と経験。

(5）を除いて， 一般的なものと少し違うことにお

気付きでしょう。

そしてこちらは常識的ないい方になりますが，

専門職としては，

(I）主題専門家の育成。（図書館の古典的な形か

も知れませんが）マネー ジメン卜の立場から

すれば，異常に地加する情報に対応して，ど

んな情報が本当に必要で，それを所蔵すれば

よいかについては，現状ではまだまだ不満で
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す。最近の義塾では比較的力を入れていなかっ

た所ではないかと思います。

(2）貴重書担当の人材の育成。

(3）いわゆるデジタルライブラリアンの育成。

ライブラリアンとしてデジタノレメディア，デー

タベース，ネットワーク等により深く業務に

携わる。

といったところでしょうか。一方専門職としては

十分に評価され得る論文が一年に数回は出るよう

になって欲しいと思います。それが世界に通用す

るようになれば…・・・と思います。

さてこれまで述べてきたことがややライブラリー

サイドに片寄り，情報システム分野が少なかった

ことが気にかかります。 しかしながらここでお

知らせしておきたいことは平成 9年 7月18日に

行われた常務会において， 3年間に亘る KOSMOS 

(Keio University System of Multimedia Online 

Services：鹿隆義塾大学全塾統合図書館システム）

目録データベース図書データ改修事業の第1回が，

改修の対象となるデータを標準の交換フォーマ ッ

トに書き換え，多くのシステムに対して互換性を

有する事業であることを条件として，承認されま

した。これこそ第2KOSMOSの第一歩であり，

ネットワーク，情報システム，ライブラ リーとの

コラポレーションであると私は信じています。

f 一一一一一一一一 （三凶図書館・情報学会月例研究会）一一一一一一一一「

｜蜘回日時： 19一一） -UCB O)ffiカリキュラム構 ｜

午後6時～8時 想を中心に－ ． 
｜ テーマ全文データベースに対する情 発表者：高山正也（鹿醸義塾大学） ｜ 

｜ 報検索

｜ 発表者：大山敬三 （学術情報センター） 第92回 目 時 1997年7月14日（月） ｜ 
午後6時～8時 ；

｜第89回 日 時 1997年 1月24日（金） テーマ：インフォ メーショ ン・パラダ l
！ 午後6時～8時 イム ・シフ ト ｜ 
｜ テーマ新 NACSIS-IRシステムにつ 発表者 ノリー ン・スティール i 
i いて (United Technologies情報 z

I 発表者鶴岡 弘（学術情報センター） ネッ トワーク部長）

（第92回は APL及び専門図書館協議

｜第90回日 時 ： 1997年3月29日（土） 会との共催）

｜ 午後2時～3時30分

｜ テーマ図書館サービスの費用と価値 これらの研究会は，非会員にも公開 してい

I ーカウンタ一等による調査を る。また，年2回刊の機関誌Libraryand lnfor-

I 中心としてー mat川 cien印は，個人会費（年額￥孔000
発表者．安形輝 機関会費（年額￥5000）を支払つた会員に送

｜ （鹿臆義塾大学大学院） 付される。

学会への入会，機関誌等に関する問い合わせ

l第91回 日 時： 1997年4月26日（土） は，鹿路義塾大学内，三田図書館 ・情報学会事I 午後2時～4時 務局（Tel.0シ34
テ一マ．アメリカの図嘗館 ．情幸a学に いる。

l一一一一－笠－~主と型j一一一一一一一一一一一一一一一一」
-7-
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日吉メディアセンターの中・長期ビジョン

はじめに

日吉メディアセンターは，平成8年10月に， 3 

年から 5年後を目指した中 ・長期ビジョンを策定

し，内外の関係者，利用者に資料として配布した。

本稿では， ビジョンの内容を紹介するとともに，

策定するに至った背景，策定後の具体的な取り組

みおよひ’今後の課題等について概括する。

1. ビジ ョン策定の背景

平成7年12月に慶臆義塾は「長期基本構想一新

世紀への課題一Jを発表した（以下単に構想とい

う）。 21世紀を間近に控えたこの時期に，慶態義

塾の今後進むべき指針が明確に示されたことにな

る。中でも構想、が掲げる基本理念は，日本の鹿臆

義塾から世界の鹿臆義塾へ飛躍することと， 21世

紀社会を共生，倉Jj造，貢献へと導く人物の養成を

目指すことの 2点に集約されている。慶臆義塾が

示したこうした基本理念、は，義塾を構成する各組

織，各部門においても，当然より具体的な形で活

かされなければならないものと思われる。

眼を塾内のその他の動向に転じると，大学設置

基準の大縄化に伴い，各学部で進められてきたカ

リキュラムの見直しが完了し，平成8年4月から

は日吉における教育の内平等や方・法が一新されてい

る。この事実は，日吉メディアセンターにとって

も，教育 ・学習支援活動を見直すべき時期にある

ことを示唆していると言えよう。構想と呼応する

ように，業務の効率化，合目的化，職員の自己実

現を目指すために，業務改革推進室が設けられ，

業務組織の改革がスター卜した。さらに，人事部

による目標チャレンジ制度が導入され，管理職を

含む全職員が，伺らかの目標をもって業務にあた
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あま の よし お

天野 善雄
（日吉メディアセンタ一事務長）

ることが求められるようになった。個々の職員が

目襟を設定して業務にあたるとすれば，その職場

なり部門の目標が明示されていなければならない

であろう。こうした様々な動きに加えて，昨年9

月から「日吉キャンパス研究環境懇談会」（以下

単に懇談会という）が発足し，日吉キャンパスの

研究環績を大巾に改善するための議論がスター卜

した。このことは，既述した教育 ・学習支援活動

の見直しとともに，研究支援活動をも根本的に見

直すことが日吉メディアセンターに求められてい

ることを意味していると言えよう。

このように，義塾全体をカバーする構想が示さ

れるとともに，日吉キャンパスにおいては，新し

い教育体制がスタートし，研究体制の抜本的改善

が叫ばれるようになり，個々の職員が業務上の目

標を設定して業務に臨もうとしている，極めて重

要な時期にあたり，研究 ・教育活動を情報の面で

支援する組織である日吉メディアセンターとして

も，その役割，中 ・長期展望にたったビジョンを明

確に示すことが必要であると認識したのである。

2.中・ 長期ビジ ョン

所長，刷所長および管理職が会議を重ね，活発

な意見交換をした結果，策定された日吉メディア

センターの基本的役割と中 ・長期ビジョンの内容

は以下のとおりである。

役 割

広範な学問の入口に立つ若い学生に対して，

最良の学習環境を提供し，彼らを育てる研究者

に対して，最良の研究 ・教育環境を提供するフ

ロンティアたること。また，学内外に学術情報

を受 ・発信することによって情報関連機関およ

び地域社会との共存を図っていくこと，さらに，
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日吉キャンパスにおける学術情報のセンタ ーと

して，常に新たな試みに挑戦すること。

中 ・長期ビジョン

i ）情報リテラシーを全学生に浸透させること

（情報リテラシーは，さらに狭義の情報リテ

ラシーとコンビュータリテラシーとに細分し，

それぞれ一定のレベルに区分し， レベノレ毎に

段階的に取り組んでいく）

註）カ リキュラムと連携する学習センタ一機能

を拡充すること

溢）学術情報サービスを拡充すること（研究者

向けサービス，ディジタ Jレ情報サービス等）

全学共通の図書館システム（KOSMOS）をも

ち，情報処理教育が広範に普及してきた今日，コ

ンビュ ータ リテラシーを含む情報リテラシーの基

本部分を全学生に習得させることは，大学の入り

口にあたる日吉キャンパスにおいては必須のこと

と言えよう。勿論，従来からもオリエンテーショ

ンや講習会を開催してきた実績はあるが，それら

はメディアセンタ ーが単独で開催していたため，

学生の参加数は満足のいくものではなかった。ま

た，メディアセンター側も，必ずしも全学生の参

加を目論んで企画していたわけではなかった。そ

れを，教務部や教員の協力も得ながら，新入学時

に，組織的，集中的に実施しようというのが i) 

のビジョンである。

高度情報化社会の中で求められる人材は，自ら

課題を発見し，それに関する情報を収集，分析，

評価し，諜題を解決する能力を持った人材だと言

われる。大綱化以降，情報活用能力を重視した授

業も散見されるようになっている。こうした授業

では，予習，復習のためにメディアセンターを利

用することが必須となってくると思われる。教育

現場とメディアセンターが密接に連携することに

よって，できるだけ早期に，日吉メディアセンター

の学習センタ 一機能を拡充することが必要である

と認識し， ビジョンに掲げた。

日吉キャンパスには学習図書館しかない，といっ

た声をよ く耳にする ことがある。そんなことはな

く，日吉メディアセンターの 4階は研究者フロア

であり，そこには研究室予算で購入した図書も配

架されている。しかし，圧倒的に数の多い学生へ

のサービスに追われ，研究者向けサービスが，や

やもすると片隅に追いやられていたり，メニュ ー

も豊富でなかったという印象は拭いきれないとこ

ろである。幸い，日吉メディアセンターでは，資

料整理部門の合理化によって得られた要員を研究

者向けサービスに振り向けることができるように

なったので，中 ・長期ビジョンの柱の一つに掲げ，

教育 ・学習支援だけでなく ，研究活動に対しでも

積極的に取り組んでいこうというのが温）のビジョ

ンである。
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3.策定後の取り組みと今後の課題

策定後の取り組みについては，本誌の33ペー

ジ，36ページに担当者による詳細な報告があるの

で，そちらを参照されたし、。

今後の課題としては，学習センタ 一機能をどの

ように拡充していくかということと，懇談会から

「日吉キャンパス研究環境基本計画委員会」と，

より具体的とな った日吉キャンパスにおける新し

い研究体制とどのようにコミットしながら研究者

向けサービスを有効なものにしていくかという点

が重要であると考えている。

学習センタ ー機能の方は，情報リテラシ一指導

の実績を積むだけでなく，コンビュー タ，ネット

ワークを用いた実験教育の場をメディアセンター

で提供するなどして，情報利用教育の重要性を教

育現場に理解してもらうことも有効ではなし、かと

考えている。研究者向けサービスの面では，懇談

会を通じて，日吉キャンパス全体で，研究支援体

制を整備していくというスタンスが鮮明となって

きたため，単にメディアセンターだけでなく，他

部署との協力のもとに全体構想をまとめあげてい

くことが必要となろう。

いずれにせよ，日吉メディアセンターが中 ・長

期ビジョンを掲げた時期が日吉キャンパスの研究

環境を改善しようとする時期と符号したことは，

ビジョン達成のために僕倖となることは間違いな

いであろう。
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「メディアセンターの位置付け：融合’性」寸感

20世紀が終る。 まさに“激動の”という形容詞

がふさわしし、100年間であったと，誰もが想うの

ではなかろうか。

ところで，世紀の境目をもっとも印象づける現

象は，テクノロジーの急速な進歩による生活万般

への影響であろう。図書館界ももちろんその圏外

ではあり得なし、。むしろ，新聞紙上などで紹介さ

れる電子図書館の出現により，図書館という世界

が時代の脚光を浴ひaつつあるかの如くである。し

かし，電子図書館と言い，資料のディジタル化と

いい，いかにも現代科学の成果を集約したような

魅惑的な語句であるが，はたしてそれは選択の余

地のない到達点なのであろうか。

メディアセンターの箆生

編集子からの依頼テーマである“大学でのメディ

アセンターの位置付け”あるいは“融合性”， こ

うしたことは，本来図書館と計算センターが一つ

の組織に改組された時点でのテーマにふさわしい

と恩われる。その時であれば，マクルーハンの唱

える如く「テクノロジーに身を任せれば，調和と

安らぎがもたらされる」という夢に暫し浸しむこ

とができたかも知れない。

思うに，図書館も計算センターも同じ情報を対

象としても， 情報の性質は随分と相違する。こう

した違いは日々の業務にあらわれて来るので，組

織上違和感がぬぐえず，大学内でのメディアセン

ターの存在意義を再考する必要ありとし，今回の

テーマにも取り上げられたのではなかろうか，と

推測する。

もともと図書館なる組織は，その背景に社会的

文化的な基盤があって発生してくる。そこには個

もり ぞの しげる

森 園 繁

（理工学メディアセンタ 一事務長）

人のあるいは団体や地域の理念とか理想とかがあ

り，それを実現するための図書館であり，そこで

は知識や知恵の研績がなされる。当然情報も扱う

が，カウンターでの利用者との応対にみられるよ

うに人間的な要素が多分に加味される。一方，コ

ンビュータでの情報は，ビット bitという電波で

表示され数学的に計量可能な物理単位である。テ

クノロ ジーは本来時間と距離の制限を伴わない，

きわめて外延性に富む本質を備えている。地球に

蜘妹の巣 （web）の如くネ ット を張りめぐらし，

全地球を情報共同体とし，ネッ トワーク上に図書

館を構築する，これは WorldWide Webで現実

のものと化している。

そうした理論的な面はひとまず置き，理工学情

報センターと大学計算センターが一つの組織に改

組されて4年が経過した。人も物も変転がはげ

しく ，あわただしい年月であった。とくに，機

械化の象徴である KOSMOS(Keio University 

System of Multimedia Online Services：慶臆

義塾大学全塾統合図書館システム）の動静には一

喜一憂をなんどとなく 体験し，業務の機械化， ま

た一つの選択肢としてその先にあると漠然と思わ

れている電子図書館とかに，ある憶測を持つこと

ができるようになった。 振り返ってみれば当然と

思われるが，人間とコンビュータとの関係は単純

ではないという事実である。人が考えるごとく動

いてくれるコ ンビュータは今のところ存在しない

し，その逆もまた然、りである。そういう観点から

みると，この4年間の積み重ねは貴重であり，知

らずして大学でのメディアセンターのしかるべき

位置を示しているよう に恩われる。たとえば，

書館の脱物質化，電子化が進行するのと並行して，
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逆説的ではあるが館としての図書館機能の大切さ

があらわれてくるのではないか。

理工学部での流れ

ところで，今度理工学部では，科学技術分野の

急速な変化に対応すべく学部及び大学院課程の改

革が行われている。その精神は，未開拓の領域で

全く新しい科学技術を発芽させ開花させるための

システムを樹立したい，との意味合いを含め “倉lj

発 Emerging”と表現されている。

この意志を実現させる方針のーっとして，鹿日産

義塾大学理工学部研究室新棟の建築計画が進行中

で， 2,000年4月に使用開始を予定している。現

図書館棟玄関前に建築予定の，地上6階地下2f：稽

建て新棟 1階の約半分と地下1階には，メディア

センターの図書館スペースとワークステイション

ルームが計画されており，また 2階以上には研究

室が準備され“倉lj発”的研究が期待されている。

現図書館棟と新棟とは結ぼれて一つの館になり，

理工学部の中心部分と物理的に融合することにな

る。現図書館棟もキャンパス入口のきわめて好位

置に配置され，矢上台のシンボル的建物の役割を

果たしているが，新棟と結合することにより更に

利用者との距離が縮まることになる。

エピソードとして，建設委員会では新棟の図書

館部分に快適な読書室新設の要望があり，設計図

にも盛り込まれている。適度の書物に固まれて，

読書に耽り， しばし思索の時に身を沈ませる。確

かに，図書館は人類の知識の蓄積を現在に連鎖す

る，そして誰もが共有できるキャンパスで唯一の

空間，この場所としての図書館は他に替え難い存

在である。

かつて， 三田にほど近く藤山工業図書館という

施設があった。理工学メディアセンターとの関係

が深く，現在もその蔵書の一部を引き継いでいる

程であるが，創設者藤山雷太が竣工式で述べた演

説の一節に 「各国の新知識を最も迅速に輸入する

に重きを置き……工業上の知識を普及せしめ……

社会有用の機関たらしむ……」と続き，藤山が目

指した魅力ある読書環境，資料作りは，藤山工業

図書館を利用した人々の後々の語り草になってお

り，今は在野の一民間人が工業図書館を設立した

業績を讃えて，日吉の「慶臆義塾日吉記念館」正

面に胸像が立てられている。

藤山は「工業立国」の信念でコレクショ ン造り

に励んだが，そういう先箪を誇りにする理工学メ

ディアセ ンターも学内に溶け込むには，やはりす

ぐれたコレクション造りが欠かせない。藤山が求

めたのは， 「新刊の雑誌や図書の類」であるが，

今様の利用者には当然ディジタル資料を含めた，

勉学心や研究心を刺激するような良書が更に必要

である。図書館を訪れると，そこでは印刷資料を

中心として， 一貫した知識の体系に従って資料が

まとめられ提供されている。目的をもって入館す

る人も，なにげなく来館する人も，問題の解答や

研究のヒントを得て退館できるような環境であり

たし、。

いわゆるペーパーレスライブラリー論が騒がれ

た頃，図書館員はペーパーレスの図書館で伺をす

べきか等が心配された時期があった。その後の展

開でこうした議論は後退し，現場ではコ ンピュー

タテク ノロジーを利用していかに資料を提供する

かに注意を注ぐように変化しつつあり，この傾向

は今後当然、強まるであろう。

しかし，利用者からみたら，図書館はあくまで

図書館なのである。メディアセンターが発足して，

反って館としての図書館の重要性を省みる機会を

与えられたのではないか，と思うことがある。

小論は，図書館側からの所感で，不確定要素の

多い現在，過ぎ去ったことにこだわるのは慎むべ

きであるが，なお次のような簸言を想い出す，

「未来は決して過去を繰り返すものではない。 し

かし過去は我々が未来を予見するために有する唯

一の規準であるJ-Basil Hall Chamberlain 

参考文献

ウィリアム Fパーゾール 線本彰等訳．電子図

書館の神話．劾草書房.1996. 254 p. 
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信濃町地区の環境と現況

1 信濠町地区の諸環境

鹿臆義塾に勤務する教職員の総数はおよそ 4千

6百名と承知しているが、この内訳は，教員は約

2干名，職員は約2千6百名である。 三凪日吉，

矢上，湘南藤沢（以下，他地区とする）の合計で

は教員数1,370名，職員数は863名である。信濃

町地区では病院があることから職員の数が多く，

教員は657名，職員は1,754名である。職員のう

ち約半数が看護職員である。

他地区に比較して，学生数はけた違いに少なし、。

医学部学生，大学院生がおよそ 6百名，看護短期

大学学生が3百名で合わせても l干名に満たない。

しかし，これらの学生は， F作業後もそのまま研修

医として病院に勤務することになり，看護短期大

学の卒業生も 7,8割程度はそのまま病院に勤務

することになる。学生は身分がかわったとしても，

信濃町のキャンパスにながく留まることとなる。

大学を離れた医師も職業上の必要から文献を探し

て図書館を訪れることも多く，卒業生との係わり

が長く続くところに特徴がある。

信濃町地区の広さはおよそ 6万8千平米で，大

きくは三つの地域からなる。 一つは病院，もう一

つが医学部で，三つ目が道路をへだてて別館，3 

号館，看護婦寮，北里記念医学図暫館になる。鹿

臆義塾情報スーパーハイウェイを構築する際には，

地区の特徴として，狭いところに建物の数が多く，

さらには建築年数の古いことが挙げられていた。

信濃町には四つの経理単位があり，病院医学部，

看護短期大学，そして医学メディアセンターとな

る。平成8年度の消費収入合計額は380億円， 消

費支出合計額は416億円と報告され，おおまかに

さ とう かず たか

佐 藤和賞
（医学メディアセンタ一事務長）

はこの地区だけで全塾の予算規模の 4筈IJ程度を占

めている。

2.医学メディ アセンターの現況

メディアネットの発足に伴い， 信濃町地区では

医学情報センターと大学計算セ ンタ一四谷計算室

が統合されて医学メディアセンタ ーとなった。施

設は二つの建物に分かれており．北里記念医学図

書館と 3号館地下とからなる。人員は専任職員，

臨時職員を含めて29名である。このなかから，看

護短期大学図書室に専任職員 l名と臨時職員 l名

を派迫している。

医学メディアセンタ ーは年間の収入が約7千万

円あり，内訳は附属事業収入と施設利用料とから

なる。支出は約4億8千万円である。支出のうち，

l億6千万円は資産としての図書支出であり，残

りの部分では人件費が約2億3千万円程度を占め

ていて最大で，他にはコ ンビュータなど機器賃借

料の占める割合が多い。

2. 1 総務担当業務

伝統的に，医学メディアセンターでは，事務部

門を始めと して．工務など施設関係を含めて対外

的な窓口は総務担当が果たしてきた。渉外は総務

担当が一手に行ない，セ ンターの中にあっては，

扇のかなめとしての役割を果たしている。このこ

とにより，職員の各々がメディアセンター以外の

部門との融合を図るには有利ではないものの，窓

口の一本化が図られ，業務合理性を維持している。

広報資料には 「きたさとニュ ース」があり，ほ

ぼ毎月刊行し各部署に配布されている。これには

教職員に依頼して書評やエ ッセイを掲載している。
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2. 2 情報システムサービス担当業務

ネットワークの運用が開始されるまでも教職員

や部署に対する支援活動が行なわれていたが，最

近は業務内容を拡大している。

医学部教授会に常設された委員会に医学部ネッ

トワーク委員会がある。委員会は下部に小委員会，

世話人会を設けて実質的な検討が出来るように考

えられている。これの事務局を医学メディアセン

ターが担当している。慶E藍義塾情報スーパーハイ

ウェイ構想、が現実のものとなり，運用などに課題

が生じつつある時には医学部首脳部，事務局首脳

部と病院情報システム部，医学メディアセンター

で協議の場を作った。これがスーパーハイウェイ

連絡会であり，現在も継続され，毎月 1回，早朝

会議の機会を持っている。

この二つの会議体に共通して設置したワーキン

ググループの活動は興味深し、。研究，教育， 診療，

事務系，病院事務系の五つのグループを編成し，

スーパーハイウェイの利用，活用について検討し

た。研究，教育，診療については教員と医学メテ’イ

アセンター職員が，事務系，病院事務系について

は職員と医学メディアセンター職員が，たびたび

会合を持ち，検討，協議した。たくさんのアイディ

アが提案され，結果は合同会議で報告された。さ

らには中間報告書を提出することが出来た。

2. 3 図書館情報サービス担当業務

図書館としての資料の流れにもう一つ別のライ

ンを設けたものが医学部史料の管理である。医学

部教授会では医学部の史料が散逸することを怖れ

て常設の委員会として医学部史料委員会をおいて

いる。この事務局を医学メ ディアセンターで担当

している。医学部歴代の卒業アルバムを収集して

いるほかに，本だけではな く，博物館をつ くれる

ようなモノが集まっている。収集するだけでなく，

展示することも考え，図書館入口に展示ケースを

2台おいて展示を企画するとともに，医学部の行

事である新年祝賀会や北里記念式にゆかりの史料

を展示している。

2. 4 情報メディアサービス担当業務

医学部では「慶臆医学」や KeioJournal of 

Medicineという学術雑誌を刊行している。著者

の思い違い，転記のミス，論文の孫引きなどによ

り，参考文献には間違いが見受けられることが多

い。掲載予定の論文に引用されている参考文献が

正確かどうかを参考係が資料を使って調べること

にしている。さらには，年間索引の作成にも協力

し，論文にキーワードを付けて主題索引を作成，

提供している。

医学部企画室あるいは医学振興基金の依頼によ

り慶臆医学:n’の選定の基礎資料の作成に協力して

いる。最近は申請方法が変更されたために，資料

を調製する際の大騒ぎはほとんどな くなった。し

かしながら，違った角度からの資料や情報の提供

を求められることも多くなっている。

「医学部年報」の業績収集の問題が事務担当者

の間で検討され，研究業績データベースを開発す

る端緒となった。実務担当者の意見などをくみ取

りつつ．原型が作成され，現在運用されているデー

タベースとして実現を見るに至った。この業務に

は初期の段階から参画し，積極的な支援を行なっ

ている。

3.おわりに

教職員から依頼される業務は時として日常業務

とは異なる次元の業務として降りかかってくる。

通常に業務を行いつつ求められる支援だけに，ヒ

トやモノの投入などに限界が感じられることが多

い。とはいえ， 予算化できるような性格の業務で

もなし、。この解決にはスタッフ的な職員配置や企

画調査担当の設置といった形をとって，平常・の業

務に左右されない要員や職種をおくことも一つの

考えであろうと思われる。

慶膳義塾の教職員から期待され寄せられる多く

の問い掛けに対して，医学メディアセンターに働

く職員は誠心誠意応えていきたいと考えている。
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SF C とメディアセンター

1. はじめに

いささか古い言い回しではあるが， “図暫館は

大学の心臓で－ある”とよくいわれたことを思い出

す。戦後米国から導入された図書館学教育の思想

の中で出てきたことなのであろう。図書館員はこ

れを意気に感じ，懸命に高等教育機関における学

術，教育情報の提供に努力し，大学図書館活動を

支えてきた時期もあった。しかしながら今，この

ことに自信をもって対応している図書館員がどれ

ほどいるだろうか。専門職による専門的な迎用に

努力すればする程，いつの聞にか大学のキャンパ

スの活動とは遊離した存在になってしまった。言

い方を変えるならば図書館員のための図書館になっ

てしまった，とはいい過ぎであろうか。

キャンパスの活動の実態に即したサービスを展

開するということは前身であるそれぞれのセンタ一

時代からの基本的な姿勢であり，メディアセンター

として学術情報，コンピュータインフラの支援サー

ビスを一体化した現在，分散型コンピュータネッ

トワーク環境を基盤として，キャンパスに恨ざし

た新たな活動をする段階にきている。幸い術｜南藤

沢キャンパス（以下SFCと称す）は創設から丸 7

年と義塾の中で一番新しいキャンパスであり，他

キャンパスよりも恵まれたコンピュータネットワー

ク環境のもとに，理念指導型の新しい教育，研究活

動を進めている，いわば実験的キャンパスである。

メディアセンタ一発足のきっかけともなったこの

キャンパスでの活動概要について触れてみたい。

2. キャンパスに下地があった

キャンパスの活動に即したサービスを展開する

ためには，キャンパスとの聞に深い相互理解を必

お がわ はる ゆき

小川治之
（湘南藤沢メディアセンタ一事務長）

要とする。幸い SFCはその発足に当って，メディ

アセンターを教育 ・研究プログラムの基盤として

位置づけ，従来の図書館，計算センタ一機能を超

えた学術情報支援サービスを求めている。動きの

激しいキャンパスにあって，こうした理念に基づ

く具体的なサービスを提供していくためには，出

来る限りキャンバスの日々の活動と一体であるこ

とが望ましし、。 SFCの大きな特色として，教職

員一体型のキャンパス運営が，創設時の体制に止

まらず現在も随所に見られる。具体的にはキャン

パスの最高意志決定機関である教授会とは別に，

運営会議とよばれる学部長指名の教員からなる会

議体があり，通常の運営の責任はこの会議に負託

されている。事務系職員は部門の責任者がこれに

参加することが求められている。毎週開催される

この会議に出席することにより，学部の活動およ

び議論を知ることができる一方，当該部門に対す

る要望なども提案されるなど，最も基本的かっ重

要なコミュニケーションの場であり，その後のサー

ビスを考える上で多大な示唆を与えてくれる。

3.機能的分担

SFCはその事務体制が非常に簡単であ り，他

キャンパスに見られるような大きな事務組織がな

い。管理部門である総務担当を除けば，教務 ・学

生部 ・就職部の全てを担当する学事担当とメディ

アセンターだけであり，巌近ようやく研究担当が

できた。このため好むと好まざるとに関わらず，

どのキャンパスでも発生する大半の問題を，これ

らのシンプルな事務組織で対応することとなる。

そのために機能分担が強く求められる。例えば，

キャンパスの性格上マルチメディアを駆使した教

育が盛んとなってきたが，不足する教室の手当て
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は教室の運用を管理する学事と，授業をサポー卜

する立場にあるメディアセンターが一体となって

検討する必要がある。最近では遠隔授業の教室の

設置，運用にも携わっている。およそメディアに

関する運用はメディアセンターが担当することが

求められており，わずかな職員数で急な対応は無

理だが，徐々に対応したいと考えている。

4. キャンパス・プロジェクトへの参加

メディアセンターとしての機能分担は当然研究

環境へも及ぶ。教育環境同様，常設の 4つの専門

委員会を基本的窓口として対応するが，それ以外

にもキャンパスに開設される種々の研究プロジェ

クトとの直接的連携も重要である。関わりの深い

テーマには会議などにスタッフを派遣い情報提

供や環境設定のサポートを行う場合もある。例え

ば，メディアセンターがデータベースおよびその

利用環境を設定し，研究者に研究プロ ジェクトの

立ち上げと教育面での利用を依頼する一方，その

成果は我々にフィ ードパックされ，スタッフ自身

の評価とともに，次年度以降のデータベース環境

整備のための貴重な資料として活用される，など

はその好例といえよう。

今後は塾内外で発表される研究成果を電子的に

も蓄積する一方， これを広く社会に公開する役割i

も視野に入れるならば，放送局機能も重要になっ

てくると考えている。とりあえず現存の成果など

を，構内ケープル TV網で提供する実験もその

ステップである。

5.インフラのサポート

キャンバスの教育，研究理念、を遂行するために

は，コンビュータ資源に関るサポートは極めて

要であり，キャンパスの生死を決定するものといっ

ても過言ではなし、。このためネッ トワーク委員会

を中心として，キャンパスから求められるコンビュー

タ環境を調整し，その結果を運営会議へ答申する。

また， SFCの特色であるラップトップバソコン

の推奨も，学部の組織であるラップトップ委員会

とともに行っている。その上で通常は研究 ・教育

上のニーズを個別に受ける。さらにインフラが

UNIXで構築されていることを考えると，これを

使った研究活動のためのコンサルティングサービ

スの必要性についても今後の大きな課題となろう。

6.館のなかの人々と進化論

このように，SFCのメディアセ ンターの守備

範囲を明確にすることは難しいが，様々な情報処

理技術を持った集団が，その視野をメディアセン

ターという館の中にのみ向けていたのでは，とて

も今後のサービスは考えられない。現代のサービ

スのキーワードは情報でありメディアではない。

館で提供されるサービスはメ ニューの一つにしか

過ぎないのである。我々の目標は，キャンパスに

おける教育，研究の実態を把握し，それを情報コ

ミュニケー ションを担う立場から支援するための

ソフト，ハードにわたる環境を提供することであ

ると思う。この立場に立つならば，目的遂行に必

要と思われる技術を積極的に身につける必要があ

ろうし，そのことによってまた新しい視野が生ま

れ，新しいサービスの展開が図れるのだと思う。

こうして新しスタ ッフが生まれていく。その人た

ちを何と呼ぶかはどうでもよい。

7.おわりに

先に書いたように， SFCのメディアセンター

は理念指導型の新しいキャンパスにあって，そこ

に求められるメディアセンター像が予め提示され

ているどころか折り込み済みという，極めて珍し

いスタートを切っている。このことがキャンパス

での我々の位置つ．けの全てを物語っている。従っ

て本稿ではもっぱらそれを前提に，実際にその理

念をどのように具体化したらよいのか，また具体

化する上で必要とされる様々な技術を，既存のス

タッフでどのように吸収したらよいのか，そうし

た日頃感じている事柄を念頭においてまとめたも

のである。これは明らかに一つの考え方，生き方

とは思うが，これが全てというわけではない。し

かしこの種のキャンパスにあっては，こうした考

え方をしない限り存在できないと考えてはいる。

F
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Media Netレポ ート一一一一一一一一一一一一一一一一一－

メディアネット職員研修プログラム

1.はじめに

メディアネット職員は，学術情報の提供および

その環境整備という職責を果たすために，高いモ

チベーションを持ち常に自己啓発の努力を続けな

ければならない。メディアネ ット職員研修プログ

ラムは，その努力を側面から支援するものである。

プログラムは以下のような構成になっている。

A.本部所管研修プログラム：メディアネット本

部が起案 ・計画 ・運営する研修。（新人研修，

メディアネ ット研究会，コンビュータ研修，早

慶大学図書館職員合同研修など）

B.地区センター共通プログラム・外部の関係協

会団体などが主催する研修

C～G.各地区センタ 一所管研修プログラム：各

地区センターが独自に運営 ・実施する研修。

（詳細はhttp://www.mita. lib. keio. ac. jp/medianet/staff/kenshu) 

研修には，即実務に役立つものと，速効性はな

いが研修をき っかけと して後の自己研鎖につながっ

ていくものとがある。また，最大限の効果を得る

ためには周りの環境に合わせて常にプログラムを

評価検討する必要がある。

本 レポー トでは実務に直結した研修として

COBOL研修／KOSMOS・汎用機研修をとりあ

げた。効果がすぐ見えるために受講者 ・管理職双

方から評価の高いこの研修であるが，次期システ

ムも射程距離に入った今，そろそろ見直しの時期

にきていると言えよう。

（麗回とし子 守聖子事；，；：説話J望号ンググJレープ主査）

2. COBOL研修／｜くOSMOS・汎用機研修の紹介

2. 1 COBO L研修

内 容； COBOLプログラムの基礎を学ぶ。

KOSMOS研修の前段階の研修。

期間 3日間

参加者： 8名

2. 2 KOSMOS汎用機研修

内 容 KOSMOSのリレーショナルデータベー

スの基本原理を理解し， KOSMOSデー

タから各部署で必要な帳票，データを

得るためのプログラムを作成する。

期間： 3日間

参加者・ 7名

3.研修を受けて

ゃま だ こう だい

山田浩大
（三田メディアセンター）

COBOLはもはや古臭い言語である。 しかしな

がら，図書館を含む慶慮義塾の事務部門において，

大型汎用コンピュータと COBOLで書かれたプ

ログラムは，業務処理中に占める割合が未だ高L、。

古臭い言語といっても，数年は COBOLの運

用は不可避であり， 三回の閲覧でも COBOLを使っ

た業務は少なくない。単にデータを取り出し，加

工して作業するのなら必ずしも COBOLである

必要性はなし、。しかし，テーフールをまたいで望む

かたちでソースデータを取り出したり，テーフ’ル

のデータ自体を書き換える作業には不可欠となる。

96年度は，メディアネ ット主催の COBOL研

修 (1年目 ・2年目の職員対象）と KOSMOS

研修（COBOL研修修了者対象）を受講すること

が出来た。結果，これまで手を入れられなかった

プログラムをメンテナンスし，また新たにプログ

ラムも組むことが可能となり，研修が大いに役立っ

ている。

ただし，研修の内容には当然、限界がある。プロ

グラムを走らせるためには，ホストの知識，カタ

プロやサフeルーチンの知識， トランザクションの

配慮等，不足を補いつっこなしたことも数多い。

あくまでも研修は最低限必要な知識を与えるもの

で，その後の応用は自助努力である。

今後の COBOL・KOSMOS研修はどうなるの

か。現行の KOSMOS環境下で，データをノイッ

チ処理するには， KOSMOS,COBOL，ホストに

ついての一連の研修が必要となる。現場に要望が

あれば継続すべきと考える。ただし，次期システ

ムを見据えた言語 （CIC＋＋等）への対応，市販

データベースソフトのクエリー（SQL文） ・マク

ロ・プロシージャ を利用したソースデータの加工

等，シフ 卜して行くべき方向性を定める時期では

ないのだろうか。
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必か 町 じゅん

岡野純子
（医学メディ アセンター）

平成8年度メディアネ ット職員コンビュータ研

修（C)KOSMOS・汎用機編を受講しTこ。 KOSMOS

データから各部署で必要な帳票やデータを得るた

めのプログラムを作成する研修で，各自で課題を

決め，研修期間中に完成させるというものだった。

今回は，聞いているだけで良いという受け身の研

修ではなく，とにかく自分でやってみなければ始

まらなかった。いろいろ試行錯誤をし，他の方の

百いたプログラムを参考にして，講師の方を質問

攻めにしながら真剣に COBOLと格闘した。（こ

の研修の直前に， COBOLの基礎研修を受けてい

たことにかなり助けられた。）私の課題は， 「新着

図書リスト」を作ることであったが，結局研修期

間中には終わらず，その後も格闘の日々は続いた。

COBOLが夢にまで出てきてしまうほどで， こん

なに必死になった研修は久しぶりだった。そのお

かげで，プログラムや KOSMOSデータベース

の構造を少し理解できるようになったと思う。ま

た研修の成果がそのまま業務に役立てられると

いうのも良かった。毎月月末になると，自分で作

成したプログラムを流し，新着図書 リストをホー

ムページに載せている。（ちょっと嬉しい！）プ

ログラムを流す前段階で教わった， KOSMOSデー

タから必要な項目を取り出す方法（PRINT文 －

UNLOAD文）も業務に役立っており，例えば，

「医学メディアセンターの1996年の除籍図書リス

卜を作成したい」と思えば，「処理状態コードが

31 （除籍）で，除籍復籍日が1996年で，館コード

が70（医学）のもの」というように条件をかけ

あわせて，ちょ っと得意になりながらデータを抽

出している。

このように大変有益な研修であったが，講師の

方々に助けていただかなければ，落ちこぼれの私

は研修を終えることができなかったと思う。とて

も感謝している。

しま だ たか し

島 田貴 史
（湖南藤沢メディアセンター）

私が研修を受けた目的は，蔵書点検リス卜を出

力するためである。そして，この研修で私が学ん

だことは 「既にあるプログラムの一部を変更し，

自分たちの使い易いようにする」ということであっ

た。実際，その年の蔵書点検からリストの作成を

行っている。

その後も年度末の業務統計や現在湘南藤沢で行っ

ている利用実態調査に関係する リストなどを作成

している。このように研修後にリストを作成する

機会が与えられ，その都度 KOSMOSのデータ

ベースと格闘しながら経験を積むことが本当の研

修になっているかもしれない（とは言いつつも，

気づけば閉館時刻だった，ということもあって

「本当に」楽しい？経験である）。もし研修を受け

た後にこういった機会が全く無い場合には，ぺ－

fードライバーになる可能性が高いのではないだ

ろうか。

貸出統計などを作っていて実感するのが，研修

で受けた内容だけでは限界がある，ということで

ある。最初にも書いたように，私が研修で教わっ

たこ とは「既存のプログラムの応用」であって，

「プログラム自体を自分で新し く書く」と いうこ

とではなかった。 このため COBOLの文法や構

造についての知識が乏しい （既存のプログラムが

あってもその原理が理解できていない）。また，

効率の良いプログラムを書くために必要な 「考え

方（＝ロジック）」の部分で，自分では良く分か

らない箇所もあったりする。これらは参考書など

を頼りに自分で勉強するしかないのであろうが，

何から手を付けたらいいのか分からないのが実情

で，出来ればステ ップアップの研修等で楽をして

学習したいと思ったりする。
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2・・・・日臨・・・1・・世山剛山園山剛山くスタッフルーム：私のコレクション＞ ・皿山勘山画山骨川園印刷山骨川t

－戸、 かりと目が合ってしまう子がでてきます。まず家に ！ 
~ 、r'o.-・"I 連れて帰ると，メーカー，アーテイスト名，年代． '-

~ 、~ 特徴，素材，鰍 ．購入場所，限定何体のうちの何 ; 

体目かなど，そのくまに関する記録を採ります。ア

ーィークベアなどの場合，どのメーカーのいつ頃； テディベアとの出会いを求めて
のものかということを本で必ずチェックし，その時

代の特徴やメーカーの歴史なども調べるようにして

申 ぐら ゆき え います。これは，そのくまの歴史や背景がわかるの

野 口 幸枝 でなかなか楽しい作業です。アンティークは状態が

良L、か懇いかで価格もずいぶん遣ってきますが私は

聖 皆さんはテディベアとは何かご存じでしょうか？ 特に価値の有無にこだわらず，気に入った子だけを

， 「テディベアが好きなんです」と言うと 「ああ，ク ッ 集めるようにしています。

． キーか何かでしょう」（？）なんて言われたこともあ コレクションの子たちには一点一点みな思い入れ

； りましたが， 一般的に広義にはくまのぬいぐるみ全 がありますが，中でも一番古いのはドイ ツのピング

！ 般を指し（プーさん，バディントンもこれに含まれ というメーカーの c1910年のくまです。 この子は

； る），狭義には首 ・手足にジョイントが入れられ動 とても幸せそうな顔をしています。（くまは送って

； かせる本格的なものを指すようです。 きた人生（ワ）が表情に出るのです。 きっと前の持

． テディベアの“テディ”というのは，アメリカ ち主がとてもかわいがっていたのでしょう。） この

！ の第26代大統領，セオドア ・ルーズベルトの愛称に くまはあまりにも高かったので，貿うか買わないか

' 由来しています。 1902年の秋．大統領が狩りに出か 一ヶ月悩んだ末に買うことに決めました。この時は

； けた際，その日は獲物がさっぱり獲れなかったため， 一緒にいた友人の話によれば，私も興奮していまし

； お付きの者が瀕死の小熊を用意し，木に縛りつけそ たが，お店の人も興奮（？）というかとにかく 店の． れを撃つよう大統領に頼んだところ，彼はその小熊 空気が一瞬変わったそうです。（少しオーバーだと

ー を逃がしたそうです。この出来事が，「ワシントン は思いますが。） そしてオーナーの人からも 「本

； ポスト」に掲載されると，たちまち話題となり，輿 にだいじようぶ？」 と何度か念を押されてちょ っと

． 味を抱いたあるお菓子屋さんが一匹のくまのぬいぐ 困ってしまいました。お店の人だけでなく，特にアー： るみを作ります。“テディのベア”と名づけてショー テイストの人にとってはくまを入手に渡すのは娘を． ウインドに飾ったところ大評判となり，そのお菓子 嫁にやる，或いは養子に出すのと似て複雑な気持ち

－ 
－ 

I ． 
理

－ 

' ． 

－ 

I ． 
’ 
－ 

' ．． ． 
書

屋さんはぬいぐるみメ ーカーを興したというのがそ がするようです。この時も 「かわいがってください

の始まりのようです。 ねJといわれたので．「もちろんかわいがります 1」

さて，私がテディベアのコレクションをはじめて と約束しました。

から 5年になります。きっかけは，クリスマス ・シ一 一度興味を持つといろいろ調べずにはいられない

ズンに，あるお店のディスプレイとして使われてい 質なので，テディベアに関する本を集めたり，イギ

た一匹のくま（テディベア）でした。売り物ではな リスへ行ったときにはショ yプだけでなく，おもちゃ

いというそのくまを一旦はあきらめたものの，どう やベアのミュージアムに足を遂ぶことにしています。

しでも気になったので，事情を話して譲ってもらっ 欧米では，子どもが誕生するとベアを贈る伝統があ

たというのがコレクションの第1号。その後徐々に り，また医療の場でも子供たちの心の病気の治療に

増え続け，今では約80体程になります。決して安い 使われたり，他にも苦しむ人を助けるための募金活

ものではないので，あまり数は持っていません。大 動やチャリティーに活躍しています。これからはテ

抵は国内外のショップや，コンベンション，アンティー ディ の持つ，こういった精神性についてもも っと詳

ク・マーケット等で購入しています。中には1000体 しく知りたいと思っています。そして新たなテディ

くらい置いてある店もあり，最初はみんなかわいく べアとの出会いを求めていくつもりです。

て目移りしますが． 1時間くらい見ていると， しっ （三回メディアセンター）

・...，・・・・・・..－・・圃・・ー・・圃.・皿・・E・.-.. －· . ・ E ・・・・・ー．．．伽・・皿・・・・ ・・ー・ ••1 • • -•••1 •••, •••1 ··-··
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パブリック・サービス部門のリエンジニアリング

一一管理・運営の観点で一一

1. リエンジニアリングとは

1970年代，アメリカはベトナム戦争を契機に財

政赤字，国際収支の赤字， ドル不安をかかえ，産

業の没落といっていた時代であった。日本能率協

会マネジメントセンタ一発行の 『実践 ・リエンジ

ニアリング』 (1994）によると， 日本の経営者達

は，日本型経営の勝利といって次のようにアメリ

カ産業の没落の理由を上げていた。

・日本は終身雇用制により，ロイヤリテ ィが高い

がアメリカは業績主義のため，解雇 ・転業が頻

繁におこなわれ，そのためにロイヤリティが低

く，従業員が熱心に働かない。

・日本型経営は，長期に会社の繁栄を考えている

が，アメリカは短期にしか収益を考えていない0

・経営管理システムも，従業員参加型の日本とト ッ

プダウン方式のアメリカでは異なり，アメリカ

では下から積み上げていく品質向上，コストダ

ウンの考え方が存在しない。

1986年 MIT ( Massachusetts Institute of 

Technology）の産業生産調査委員会は， 『Made

in AmericaJの中で，アメリカ産業が国際競争

力に負けた原因として次のことをあげている。

・開発と生産において技術的な弱さがあった

．人的資源に重点を置かなかった

・短期的な経営の視野でしか見られなかった

．経営戦略が時代遅れであった

・政府と産業界との協調体制がとれなかった

この報告書で実例として挙げられているのは，

まさにリエンジニアリングそのものといえる。

ビジネス ・リエンジニアリングでは，仕事の名

称，部門，部署，グループ等の配列は重要ではな

くなる。重要なのは，市場の需要と技術力を前提

として，仕事をどう組織化するかというこ とであ

か とう よし ろう

加藤好 郎

（三田メディアセンタ一事務長代理）

る。要するに，大量生産方式のプロセスを，顧客

本位の新しいプロセスに作り替えることがまさに

リエンジニアリ ングといえる。

2. リヱンジニアリング導入にあたって

マイケル ・ハマ一氏（『リエンジニアリング革

命』の著者）は，企業に変化をもたらす力を3C:

変化（Change），競争（ Competition），顧客

(Customer）とし，要約すると次のようにいって

いる。

・変化企業は品質 ・価格 ・サーピスについて，

常に革新的な工夫をしなければ，競争には勝て

ない0

・競争 閉じ製品が異なる市場で，異なる競争の

条件のもとで売られる事態になると， 世界の企

業との競争の基準は，品質 ・価格 ・サービスに

なる。

・顧客顧客のニーズである，品質 ・価格 ・サー

ビスに重点を置くことが必要である。

また， リエンジニアリングには，プロセス，板

本的，抜本的，劇的という 4つのキーワー ドがあ

ると述べている。

・プロセス プロセス志向で組織構造に焦点をあ

てることである。いいかえれば，注文された商

品を顧客の手元に配達することが，プロセスの

作りだす価値である。

・根本的 何故いまの方法でやっているのか，そ

の基本を問いただし，基本的なルール，前提を

根本的にやり直す。 組織が何を しなければいけ

ないか，どのようにしなければいけなし、かを決

定する必要がある。

・抜本的既存の規則，前提を一切切り離して，

抜本的にデザインしなおすこと。つまり，物事

の根から着手することを意味する。
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・劇的 リエンジニア リングとは，業績において

大飛躍を達成する ことである。

さらに，『リ エンジニアリング革命』のなかで

は， リエンジニア リングの成功率は30%から50%

しかないともいっている。

リエンジニアリングを行うためには，理由が必

要である。既存のプロセスで仕事をしている人に

とって，それを変更するには，理由がなければ納

得しない。管理者 ・経営者は，プロセスに必要な

価値観や信念を明確にし，従業員を動機っけなけ

ればリエンジニアリングは成功しなし、。

同時に， リエンジニアリングは下からの積み重

ねによる改善では失敗する。プロセスそのものを

下から改善しようとしたら，組織そのものが混乱

してしまうし，また，現場の従業員は，リエンジ

ニアリングに必要な広い視野に欠ける。また， リ

エンジニアリングは必ず組織の壁を破ることにな

るが，その権限が現場に近い人にはないのである。

したがって．あく までト ップダウンでないとリエ

ンジニアリングは失敗するのである。

3.三田メディアセンターにおけるテクニカル・

サービス部門のリエンジニアリング

3.1 整理滞貨の解消

1994年7月より，約7万聞の滞貨本（1994年9

月支払い分以前受入れの図書）処理のために整理

担当の内部組織が次の3つのグループに別れた。

a.滞貨処理班

b.カレ ント処理班 I

C，カレント処理班E

これらは，業務処理における，コス ト・スピー

ド・品質を重視しながら，目標管理を意識した次

の様な自律的なグループとして位置づけられた。

①業務プロセスの設計は，ク

られた。

②業務処理目標値は，構成メンバーが許容できる

ものとした。

③人的 ・物理的な要求のあったものは具備した。

これらの，業務集団は一日の目標値を定め，山

初2年間の予定で滞貨一掃を計画した。

業務プロセスは，記述（鹿臆のデータ基準に照

らした記述 ・典拠検索），標自分類（記述の点検・

標目決定 ・分類決定），点検（総合点検），入力

（前処理 ・KOSMOS入力 ・請求記号入力），入力

点検 （最終点検 ・統計）という以前よりシンプル

なフ ローを作った。プロセス毎のマンパワーは，

1日の目標値を処理するのに必要な時聞を，プロ

セス毎の時間に間数を掛けることによって割り出

し，これを l人当たりの実働時間で割ることで算

出した。マンパワーとしては，外部委託も含まれ

ている。また，情報としての外部資源を利用する

形で業務のプロセスを簡略化することも可能にし

一方，閲覧担当の装備 ・配架体制の要員整備も

行われた。具体的には，装備の為に非常勤l属託を

常駐させたり，学生嘱託の業務（カウンター業務，

図書の修理等）を配架中心に した。施設面では，

百庫の壁際に数カ所書架を増設した。

積年の問題であった整理滞貨も， リエンジニア

リング（プロジェク卜業務の連用形態としての）

によって，予定していた 2年を待たす、に，平成7

年9月末を以て一掃されることになった。同時に，

専任職員を3分の l首lj誠でき，なおかっ新たな滞

貨を生まない体制が確立された。

3.2 第2次リヱンジニアリング

1995年12月より第2次リエ ンジニア リングが次

のように計画された。

a.内容

・雑誌の受入れシステムの改善。

本業務の簡素化を計る。

・予算管理のシステム化。

店店の仮納品書と図書館の図書予算管理シ

ステムを廃止し，業務を簡素化する。

b.組織

・対象の組織は， 三田の総務担当・収暫担当・

雑誌担当と日吉の整理担当。

c.効果

・図書支出と資料費のシステム，雑誌のシス

テム，特別図書のシステムから，データを

集め，経理システムに合わせた形で編集す

ることで，ダイレク卜に会計情報として処

理するとが出来るよう になった。

・日吉の整理部門を三田の整理担当と一元化

することができた。

このことにより，業務のプロセスの簡紫化と，

リエンジニアリングの果実を利用するこ とで，ノマ

ハU



ブリック ・サービス（以下 PSとする）部門の増

員による充実と，メディアセンターのオンライン

システムである KOSMOS目録情報製作 ・運用

ワーキンググループ（現在のデータベースメディ

ア担当）を組織する ことができ，目録データベー

スの抜本的な改修事業に着手することができるよ

うになった。

4.三回メディアセンターにおけるパブリック・

サービス部門のリエンジニアリング

4.1 リエンジニアリングの必要性

前述したとおりリエンジニアリングを行うには

理由が必要である。既存のプロセス ・組織を変え

るには，その変化をスタッフが納得することが必

要である。同時に，管理者が価値観や信念を明確

にし，そのこともスタッフの仕事への動機付けに

なることが必要である。

1996年11月の時点で， PS部門には次の様な問

題を改善する必要があった。

①貸出規則の簡素化

貸出規則を簡素化することで，利用者サービ

スを充実させ，今後のシステム構築の際に，そ

のことを容易にする。

②受付カウンターの充実

度目穫義塾図書館の玄関（顔）として機能する

ことができる業務配分と人的環境を整える。

③レファレンス ・サービスの充実

カウンター業務以外の業務を整理・移管させ，

カウンター業務に集中し，塾生・教職員へのサー

ビスをより充実させる。新館l階と 3階 ・4階

にあるカウンターの業務量のバランスを考えた

人員配置をする。

④NACSIS-ILLへの参加と ILL－システムの概

念構築

長年の課題である学術情報センタ ーの ILL

システムへの参加と ARIEL等のドキュメ ント ・

デリパリ ーを含めた，新しいシステムの概念を

確立する。

⑤主題専門家の育成 ・養成

利用者との直接サービスに追われるため，制

度としての育成 ・養成ができなし、。研修制度の

拡大 ・充実等によりこのことに着手する。

⑥書庫の狭臨化対策

MediaNet No. 5 (1997. 10) 

日々の業務のなかでの管理は行われているが，

長 ・中期の対策が練られていない。抜本的な書

庫対策を考える。

⑦資料の保存対策

障の狭陸化対策と同時に，常に蔵書の状態

を調査してお く。

⑧開架図書の入替え

開架図書を常にアップトゥーデートなものと

するため改版や貸出の頻度を継続的に調査する。

⑨マイクロ資料の目録と管理

マイクロの目録 ・管理を，テク ニカル ・サー

ビス（以下 TSとする）部門の範鴫でと らえる

ことで，サービスとの切りわけを行う。

⑩雑誌の製本業務の位置づけ

製本業務の位置づけが暖昧であった。このこ

とも，マイクロ同様 TS部門の範鴫でとらえ，

PSとは切りわけを行う。

⑪メディア環境構築のための企画 ・立案

三田のメディアセンターもデジタル ・ライブ

ラリー構想にむけて準備にとりかからなければ

ならなし、。コミュニケーション機能情報検索・

編集 ・分析を行うための PCコーナー， OPAC

コーナー， CD-ROMコーナーの設置， また，

AV資料の充実 ・サービスの提供，そしてそれ

らの支援体制を確立する。

⑫夜間体制の充実

専任スタッフのローテーションと学生嘱託に

たよっている夜間体制を管理とサービスの両面

から改善してゆく。

4.2 リエンジニアリングの定議

ここでは，非営利組織として図書館をとらえ，

利用者へのサービス向上を目的にした，組織の再

構築を大学図書館経営の管理面から分析し，実行

した（する）ことについて組介する。PS部門は，

TS部門と異なり実際の成果が，必ずしも図書館

側が意図した結果とならないことがある。つまり，

利用者の満足度をデータとして収集することに限

界があり数値として分析することが困難だからで

ある。このことを前提として，サービスを論じな

ければならないところが， PSの宿命である。

4.3 リエンジニアリングの実際と将来事降想

前述した問題をすべて改善し，実現するには，

既存のスタッフ以外の人的支援と財的支援が必要
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であるが，それらの支援が不可能とすれば，組織

を根本的 ・抜本的に見直し，劇的に再構築し同時

に業務プロセスを見直すことが必要になる。これ

には，組織のフラット化（部課長制からチーム化

へ）を目指し，部長一課長一係長といういわゆる

ピラミッド型から，業務をグルーピングすること

で，一人の管理者と各業務のグループリーダーと

密接に連絡をとりあう，セルフ ・マネジメント ・

チーム（管理者がアドバイザー的存在になり，直

接，組織の運営に携わらず，チームに権限と責任

を与える）を組織することである。同時に，マ ン

パワーとして，図書館の専門職的なもの以外は業

務委託し，専任の職員は専門業務に集中させ専門

性を高めることにも着手した。

具体的には，次のようにレファレンス ・サービ

スと閲覧サービスの紘織のフラットイヒと統合を行っ

ている。

①閲覧担当（専任9名，嘱託 3名，外部委託6

名，学生嘱託8名，夜間担当：専任2名，学

生嘱託5名，外部委託3名）受付カウ ンター

が充実され，旧館体制 ・印刷lAVも固定化

され，貸出規則を簡素化することで利用者の

サービスを拡大する。

②書庫管理担当（案）（専任 2名，外部委託 2

名，学生嘱託8名）書庫の狭随化に対する中 ・

長期計画立案と資料保存，開架図書の入替え

を業務とする。この担当は，第2次山中資料

センター構想を含めた保存書館が具体的になっ

た時点で発足する。

③相互貸借担当（専任2名，嘱託 l名，外部委

託 3名） 1997年 2月より ILL検討会を PS

部門に設置し ILLシステムについて検討を

重ねている。 1997年の3月には NACSJS-JLL

に参加しサービスをより拡大させた。

④レファレンス ・サービス担当（専任11名，嘱

託2名，外部委託2名） ILL担当に ILL業

務を移管することでカウンター業務をより充

実させた。 3階のカウンターの業務であった

マイクロの目録と管理は，利用者サービス

（日本マイクロに外注）を残して，整理担

へ移管，雑誌の製本業務は TS部門の雑誌担

へ移管した。このことで，利用者への直接

サービスが充実し， 1・3・4階の業務量の

バランスが良くなった。

⑤マルチメディア ・サービス担当（案）（専任

7名，嘱託l名） 1997年2月よりマルチメディ

ア・サービス検討会を PS部門に設置し， メ

ディア環境構築のための企画 ・立案をしてい

る。 三田のホームページ作成ワーキンググルー

プも途中からこの検討会の中に置いた。現在

は，遡及入力が終了した後に，デジタルライ

ブラリー構築とイントラネット構築準備のた

めに，TS部門とジョイン 卜して特別班を組

織した。具体的にこの担当を機能させるのは，

1998年の 2月頃と考えている。

5.おわりに

企業におけるリエンジニアリングの実際ム非

営利組織のリエンジニアリングとして三回メディ

アセンターの TS部門と PS部門のそれを述べて

きた。今回は，あくまでも大学図書館の経営のな

かで，業務の効率，サービスの向上を念頭におき

ながら，合理的で，効果的で．生産的な運用形態

を追求したものとした。特に， PS部門において

コストの問題に触れていないのは，管理 ・運営に

絞って論じたかったからである。最後に，この原

稿を執筆しながら，非営利組織の管理 ・迎営が，

コストパフォーマンス ・業務の効率を考えるなか

では，営利組織のそれと殆ど差のないものになっ

ていることを痛感した。
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医学部研究業績データベース

1. はじめに

近年，大学 ・病院をとりまく環境の変化には著

しいものがあり，特に大学設置基準の改定による

大学の自己点検 ・自己評価に関して，各研究者が

どのような研究成果をあげているのかを，大学 ・

病院として把握すること，ひいてはこれらの成果

をj変態義塾として広く社会に積極的に PRする

ことはこれまで以上に重要となってきた。しかも，

研究者の研究業績は年々増加する一方である。慶

慮義塾大学では昭和37年度から 「慶応義塾年鑑」

としてこれらの研究業績を刊行しているが，医学

部ではこれより 1年早く昭和36年度より「慶応義

塾大学医学部年報」として刊行していた。そして，

昭和51年度より「慶応義塾年鑑分冊医学部年報」

（以下「医学部年報」）となり現在に至っている。

しかし， この刊行作業はすべて手作業で行なわれ，

毎年多大な時間，労力，経費を費やしてきた。研

究者側も毎年，限られた期間に多大な負担が集中

しでかかっている。また，教務課では文部省への

提出資料としてこれとは別に研究者側へデータ提

出を要求しており，医療事務室でも厚生省に提出

する資料のために別に同内容のデータ提出を求め

ていた。また，三十数年の蓄積があるにもかかわ

らず，印刷体であるため，研究者名や，研究内容

から検索することは容易ではなかった。

そこで，医学部では他学部に先駆けて研究業績

をデータベース化するために，医学部企画室を中

心に，庶務課，教務課，医療事務室，鹿謄医学会，

医学メディアセンター，病院情報システム部の職

員によるワーキ ンググループを3年前に発足させ

23 
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fこ。さらに，医学部企画室，医学メディアセンター，

病院情報システム部によるプロジェクトチームを

組みシステム化を実現した。

このデータベース化は，パソコン単体で開発す

る第一フェーズ，ネットワーク化する第二フェー

ス個人端末からの入力検索を可能とする第三フェー

ズを経て完結するもので，現在第一フェーズの段

階ではあるが， 平成7年度， 8年度の2年分のデー

タが蓄積されたので，ここに報告する。

2.データペースのシステム構成

2. 1 データベースの機能

使用するハー ドウ エアは DOS/V機（IBM

Aptiva), OSは MicrosoftWindows 95，ソフ

トウエアは MicrosoftAccess Ver 2.0で開発し

た。 MicrosoftAccessはフ ァイル（テーブル）

聞の関連づけが行なえるリレーショナルデータベー

スソフトで，データの簡易検索機能や，画面作成

機能，帳票作成機能があり，また AccessBasic 

（後続パージョンでは VisualBasic）という Basic

に近い言語でプログラミングも行なえるデータベー

スソフトである。世界的にシェアの高い Microsoft

社の他ソフト（Excel,Word等）との相互運用

が容易であることも利用価値の高いソフトである

といえよう。但し，本来ならば現在普及している

Ver 2.0の後続パージョンである Ver7.0やAccess

97に移行すべきところであるが，AccessBasic 

のコンパージョン作業の時間的余裕がないため，

Ver 2.0に甘んじている次第である。 この点は今

後時聞が出来しだい順次移行していきたいと考え

ている。
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実際のシステム構築においては，まず，教務課・

医療事務室 ・慶臆医学会の業務を分析し，データを

・論文

・著

．学会発表

・学術賞

・補助，委託

の5分野に分け，その中で最低限必要な項目を洗

い出してデータベースの構成を考えた。そして，

以下の機能を作成した。

1) セキュリティ

Accessのセキュ リティ設定機能とプログラ

ムで， Access起動時のユーザー名によって画

面を聞く権限やデータを更新する権限を制限で

きるようにした（図 1）。

2) データ入力（画面から）

データを画面から手入力する機能で，研究室

名は研究者名のマスターファイノレ（テーブル）

を元にした入力値のリストから選択できるよう

になっている（図2）。現在はフロッピーディ

スクからのデータ入力を主に行なっているため，

一般利用者は入力できないよ うセキュリティを

かけてある。

3) データ入力（フロッピーディスクから）

ある決まったフォ ーマットのテキストファイ

ルをデータとして取り込めるように Accessの

なかでプログラムを組んだ（図 3）。必要項目

のそろっていないエラーデータは，はじきだす

チェックをし，Access上で手直し，再入力で

きるようにした。また，車氏ベースでチェックを

行なえるよう，エラーデータの一覧も出力でき

るようにしfこ。

4) データ検索

検索条件は，研究室名，研究者名，論題，出

版年月などあらゆる項目を指定できるようにし，

複数の条件を指定した場合は条件を掛け合わせ

て検索するようにした。研究者名や論題は完全

一致でなくても姓のみ，名のみなどの探したい

キーワードから検索可能になっている（図 4-

1）。そこから簡単なデータ一覧を表示（図4-

2) .さ らに 1件ごとに詳細画面を表示できる

ようにした（図4-3）。詳細画面はそのままの

ハードコピーを取れるようにした。一覧表示の

画面からは，帳票作成機能を利用して一覧リス

トの出力ができるようになっている。

5) 各種リスト出力

医療事務室から厚生省に毎年提出していたリ

ストを，論文と補助 ・委託の 2分野のデータを

使って Accessから直接出力できるよ う，帳票

作成機能で作成した（図5）。

2.2 データ収集

第一段階として，研究者側からのデータ収集は

フロッピーディスクで行なうことにした。医学部

内では比較的 Macintoshの普及率が高いが，以

前から NEC98シリーズを使い続けている研究室

や， DOS/V機を利用している研究室などもある。

そのようなことから，パソコン機種にとらわれな

い方法でデータを得られるよう次のようにした。

1) 平成7年度分

入力用ガイ ドをつけたテキストフ ァイル（図

的を配布し，各研究室でエディターを利用し

て入力してもらったものとそれをプリン トアウ

トしてもらったものを回収，業者にデータ部の

みを csv形式のファイノレに落としてもらい，

データベースへ取り込んだ。しかし，入力用ガ

イドやアンダーラインにガードがかかっていな

いため入力しにくいという声があった。また，

データの漏れやローマ字名のところに漢字名が

入力されていたり，年月の表記の全角，半角の

統ーがとれていないなどのトラブルが多かった。

このため，データベース側のエラー リストでの

チェックや修正，再入力の機能を活用 してデー

タを整える作業を行なった（図7）。

2) 平成8年度分

平成7年度分で出たトラブJレを解消するため，

フリーソフトウエア（カード型テキストデータ

作成ソフト）をパソコン通信でダウ ンロードし

て利用することにした。 NEC98用， DOS/V

用には CardEditor Ver 1.0 （図8), Mac周に

はForceEngine （図9）を使用し，各分野の

入力用フォ ーマッ トを作成した。これらのソフ

トを 1枚のフロ ッピーディスクに収め，各デー

タの入力上の注意点とソフトの利用方法の両方

について，紙のマニュアルだけでなく，フロッ
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MediaNet No. 5 (1997. 10) 

.,. 

同砺葎I]酒店】

白”帽帽1圃.羽田
凶白・・・6鴎・.... 

:.t:り鋪歯されてい曾す．

データ入力（フ ロッピーディスクから）の画面

言詞

図3

f!1 巨E

b讐雪量言=~~· E三王吉ヨピ===::::J

検
索
条
件
入
力
画
面

2 

検
索
結
果

一
覧
函
面

圃・・・

－ 副創掴圃

M a:J ・？包．
ヲョ骨...F‘崎・ー ・．

山開畑 データベース 圃E’
直田~ 11 ••H輔
－・λ3旬 I I ．．．． 

・まλ3町 ！｜ ・:t:・・
....λ3町 I ！ ””・
_..,.,, II 醐 m ・

リ孟・・訓

-,-,:,•D 

.....・7Q，ピーλm

.務純7

百
年度：

区分自.=L一一一一＿－＞！.之盆ヱユ

舗鴎由フロ？ピ』..vラィ：，＼;:AnてくIf~＼·

仁亙コ仁豆E
I ロー市岡

I Z'5~恒 II n明 白 崎 ｜ 
I /'VJ~，－7"－，一一回目、1山・，’Hエラー分・Eでエラ司＠例縄問・いて・lEずO

t)[エラ・ー鎗ローp・・・1で・Elを胃屋入，，.6

.mi盟2零i;p－柿リス同

↓ 

研究業績データベース起動時からメイン

メニューまでの画面の流れ

図1

3 

詳
細
画
面

•I・

データ検索の画面の流れ図4

-25一

－ 

' ． 
データ入力（画面から）の画面図2



MediaNet No. 5 (1997. 10) 

高度＠・・..の帽...~び，，..，廃．

2叩－－…咽融

制· r••‘・・・・・E

尚一オニ

．』1..-:;:o:諸島主主

1－－－・且一．・’~・‘

可f;;:";.誌

;t=--

・x
11.td (lid I闘相．

・2・r

＇＂＇＇叩 l ~, 
働

同岨 帽・3・． 
・・－＜－v

• -r...c-"' 
，．符《’E・3 ・

4・
．。

一一
一一

一
•• (a支盤渇閣．守】

圃 a 語草霊長立替説話？器:r.~畑官：：：＝ml!
一・臥量一一一……

図5 医療事務室から厚生省へ提出するための リスト 図6 平成7年度 データ入力用テキ スト

ファイルのイメージ

同 －剛R・聞．． －・ー.>f唱園

,.-Jo: 。，＿＿,.,, ’・．
直腔l

与E 限璽M)C芭劃

臣会： i ~・厘＝型ロ
巴ー四回

%，，・・医 ｜｜目叩ー圃 ｜ 

l”（%：；：品”u，ー骨回目F・・』で’E骨世再＂＂＇唱す‘
~号店官縛fttf’』細川．．

一一一歩

壇

画フh ピー入力エラーリスト両

E象λ方分1．． 臥....・
忍ih~抽，.，，...官，＿.，，，凧お胃回，H

；；：縫九百三協！－，耐4消 溜F回

リストliBlc

l・町 。叩 ｜ 。” 。圃崎 ｜ 
。寧輯R I 

仁豆コ仁豆コ

ーーー〉

・つ定フロヲピー入カエヲ－ •＞＜ト 醐・‘劇u

tヨ1・ご去ニ：~.＂：.＇：：.！：＂.よぜ~.~修司 ， ，＿.，.J R.....，…… l昨 ・－圃山市

畑一一 一 ・・．‘一一 E・ E・2何回・・ 町・・ 1・・・・e・ 1・・・·• lllt 柳町 ，r,m
同 i …-…ー踊・，＿w………．

2 一 一一 一一一』…… E園 川 崎圃 ・－・.

畑一一 一 ”＇.一一四 E・＇ ＇・2同国帽・ 嶋田 開園田e ・ 1・・...””す宜幽
田 宮 山一

..-w－－‘－＂－…一一 一一一一一 回
剛山2・ 1肱・・－・圃叩2・

抱圃扉雇加盟開閉園 f司且.. 陶..~ ' 1-. .... , r・＇ ＇・2一一一 ・ I即圃，.，."' 
田 川一
岡 山 町一 畑一｝ 町………凶

図7 平成7年度データ入力時エラー分の修正画面の流れ

及びエ ラーリス ト出力時の薗面の流れ

po 



ピーディスク上にもファイルを作って各研究室

に配布した。このフロ ッピーディスクに入力し

てもらい，特殊文字を含むデータのプリントア

ウトとともに回収， こちらで全データのプリン

トアウトと，csv形式のファイルに変換する

作業を行なった後，業者に校正を含めて編集を

依頼し，戻ってきたcsv形式のファイルをデー

タベースへ取り込んだ。各フィールドの属性が

限定できるフリーソフトウエアを使ったことで

入力漏れや誤りが減少し，研究者側から好評を

得ることができた。とくに，ForceEngineは

入力値を画面から選択する形がとれるため，発

行年月などの項目に誤データが入るようなこと

はな くなった。 また， l研究室1枚のフロ ッピー

ディスクを配布したが，別々に入力したデータ

を1つのフロッピーに結合する機能もあり，デー

タ量の多い研究室では入力作業を分散できたの

ではないかと思われる。

fl •I’l 
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図8 平成8年度データ入力画面（CardEditor) 
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図9 平成8年度データ入力画面（ForceEngine) 
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3.データペース導入後の変化

平成7年度は初年度ということもあり，データ

を提出する研究者側から，改良の要望が多数ょせ

られたり，データの入力ミスが多かったが，これ

をもとにフリ ーソフトウエアを利用したため，平

成8年度は期限内にデータ回収を終え， データベー

スへの取り込みも順調に進んでいる。

また， データベース化によるメ リット を研究者

側に広く理解しても らうため，「きたさとニュ ー

ス」や「医学部病院ニュース」などに積極的に広

報した。これによ り，ある程度研究者側のデータ

ベース化に対する理解が得られたと考えている。

「医学部年報」の刊行では，データ の回収率が

高まったため， 30ページの憎ページとなったにも

かかわらず，時間と手聞が短縮されただけでなく，

大幅な経費の誠額となった。また，教務課や，医

療事務室などの事務部門でも，このデータベース

を利用して文部省や厚生省に提出する資料を作成

したため，大幅な作業時間の短縮がみられた。

医学メディアセンターでは，いつでも検索でき

るように専用パソコンを設置しである。研究者名

を複数指定して検索したり，同姓同名の研究者を

研究室名や研究内容から特定したりするなど，あ

らゆる角度から検索が可能になったため，非常に

有効に利用されている。

平成7年度のデータは CD-ROMに保存用とし

て焼き付けたので，将来は研究室へ配布すること

も考えている。

4.今後の展望

研究者側からは自分でデータを入力するのでは

なく，個人で所有しているデータベースからデー

タを取り込んでも らいたいとの要望があった。し

かし，既存のデータベースは公的機関に提出する

必要なデータ項目が入っていなかったり，データ

の漏れがあるため，すべてを満たすものではなし、。

取り込んだ上で必要項目を追加することで了解し

てもらっている。一方，さらにこのデータベース

へ取り込んで欲しいというデータ項目もある。こ

れらを解決するために，研究者側との意見調整を

今後も続けていかなければならない。

-27一
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第2フェーズで予定しているネットワーク化も

今後の課題である。この医学部研究業績データベー

スは，現時点ではパソコン単体のものであり，他

地区から検索ができるわけではなし、。ネットワー

ク上での検索を可能とすることにより，学部の枠

を越えた共同研究活動に役立つものと恩われる。

そのためにも，慶謄義塾大学全キャンパスのデー

タベース化が実現することを希望している。

第3フェーズでは，発生源入力の方策も考えて

いかなければならなし、。医学研究は共同研究が多

いため，個人単位でデータ提出された場合，重複

データを削除する必要がある。現時点でも複数の

研究室で共同研究している場合，重複データが生

じている。今後発生源でデータ入力した場合，重

複データを検索し，お互いにリンクを張るような

システムも必要になってくると思われる。

5. おわりに

「医学部年報」の刊行や，各省庁提出業務の改

善ならびに研究者の数回にわたるデータ提出作業

の一元化を目的に，論文，著書，学会発表，学術

賞，補助・ 委託のデータベース化を図ってきたが，

この 5項目にとどまらず，あらゆる媒体の業績も

収録対象として考えていかなければならない時代

になりつつある。課題ばかりが山積みではあるが，

研究者や関係部署の協力を得ながら一歩ずつ前進

していきたし、。

『慶慮義塾大学メディアネット メディアセンター要覧 1997』の発行

メディアネッ ト誕生は1993（平成5）年4月

のことでした。研究教育情報センタ ー （図書

館）と大学計算センター （計算室）を機能的に

統合した組織名がメディアネy 卜です。そこ

で，どんな活動が行なわれているのか，あるい

はその歴史に関心を持ってくださる方々のため

時より全地区で統計の標準化を行なってきてい ！

ます。それらの統計数値をまとめ， グラフ化し ！

てあります。（日英対応17ページA4版）メ ! 

テoィアネ y 卜本部および各支部センターにあり ｜ 
ますので，ご希望の方はご一報ください。学外 ｜

の方はメディアネット本部（観 03-3453-4511! 
に，1997年 5月にメテ・ィアネ y 卜では標記要覧 内線2505～2506）にお問い合わせください。 ｜ 

（を作成山しました。図書館は情報センター当 （続出
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γ一一一一一円一一－一..＿”＜ティールーム＞町一一－一一一一一一一・1
された。メンバーは Kさんと奥様，私，場所を推 I 
薦してくれた先載の4名である。院内であるとはい i 

え，勝手に出かけてしまうわけにはし、かなし、。しか . 

！ 神宮の青い空 るべきプロセスを経て，私たち4人はある初夏の日 ！ 
の昼下がりに目的地に向かった。ひとつだけあやふ I 

I あずま り え ゃなことは，なぜそんな時間に私と先輩の2人が患 I 
I 東 利江 者さんと散歩に出かけることができたのかというこ a 

とだ。もう10年以上前のことになるので，今となっ ; 

ては謎である。しかし，それ以外のことははっきり I 

I 「空を見に行きたいなあ 」 と覚えている。それは，証拠写真があるからなのだ。

I ある日，いつものように検温に訪れた病室で，術 せっかく空を見に行くのだから，写真を撮りたいと I 
i 後少しず‘つ歩く ことができるようになってきていた Kさんが奥様に話されていたのだった。 i 
i 患者さん（仮にKさんとする）が，ぽつりと話さ 目的地に到着すると，初夏の舷しい日差しと宵い i 

I れた。病院のある信濃町地区は，神宮外苑や東宮御 空，神宮外苑に広がる緑がそれは美しし私たち 4 ~ 

所，新宿御苑という緑あふれる場所に屈まれている 人はただもうその景色に見とれていた。 I 

I かたちになっている。私が新人ナースとして配属さ Kさんは 「ここが都会であることを忘れてしま I 
I れた病棟は，ちょうど神宮外苑の緑を見渡すことが うような風景だね」と空をみつめていらした。 「さ晶 i 
I できる位置にあった。したがって病室からでも空は 皆さん．写真を撮りましょう」奥織の声でそれぞれ I 

I 見えるのだが，どうやらKさんはこの空では満足 がKさんを囲んでフーにおさまった。 ； 
できない様子だった。 「そら…，ですか？J「そう， 後日できあがった写真を見た先輩は．ひとこと ! 

I そらだよJまるで小噺のお題をいただいたように考 「あなたが一番熔しそうよ」と言った。そんなこと I 
I えこむ新人ナースを見て， Kさんと奥織はいたず があるかしらと思いながら写真を見てみると，はた I 
I らっぽく笑っておられる。空，空， K さんが歩い してそれは事実だった。もちろん念願の空を見るこ I 
i て行くことができて，きれいな空が見える所。私の とができた Kさんと奥様も，やわらかな笑顔だっ i 

頭の中ではただ 「そら」がぐるぐると回っていた。 た。しかし，この写真をながめているうちに，本当 き

！ ナースステーションに戻り，このことを先輩ナース に空を見たかったのは，実は私だったのではないか I 
I に話すム先輩は微笑みながら「いいところがある なと恩えてきた。新人ナースとして無我夢中で毎日 I 
I ゎ。病院の中だけれど，とても見晴らしがいいの。」 を送り，色濃くなっていく木々の緑や空の膏さに気

i と何やら名案があるようで．思わず「そ，それはど づかないIic・,C,iJi小さくなっていたことを， K さ i 
i こですかリと叫んでしまっていた。 んが気づかせてくださった。私は いたらない新人 i 

その場所とは，私の働いている病棟つまり Kさ ナースをあたたかく見守ってくださった Kさんに，

I んの病室がある病棟の屋上であった。そしてそこは， あらためて感謝した。 I 
I かつて俳優の石原裕次郎氏が手術を受けた後，テレ それ以来，私はあの日の青空が忘れられずに，ょ i 
i ピカメラに向かって手をふった場所であるという。 く一人で屋上に出た。新棟が完成してからは，屋上 i 
i これはいいかもしれない。さっそく私は Kさんに から見える空の様子も様変わりしてしまい，あの日 ； 

屋上までの散歩を提案した（もちろん，石原裕次郎 見た空にはもう出会うことができなし、。そして，私 ！ 

！ 氏のエピソードっきである）o Kさんも奥様もとて にあの空を見せてくださった Kさんにも，今はも ！ 
I も乗り気で，ぜひそこから空を見ょうということに うお会いすることができない。しかし，私はいつも

I なった。 心の中に．あの日の青い空と舷しい光を持ち続けて

i そんなわけで，Kさんの屋上散歩ツアーが計画 いきたいと思っている。 （看護短期大学専任講師） i 

η
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三田計算室リプレース

1. はじめに

計算機のリプレースは，基本的には3年サイク

ルで見直される。三田計算室（以下，計算室）で

は今年がこのリプレース時期にあたり，新学期が

始まる前の 2月中旬から 3月下旬にかけて大学院

校舎にあるパソコン室（321,322, 333番教室）

と地階にある一部のパソコンのリプレースを行い，

夏季休業期間中に，ホストコンビュータと 331番

教室及び地階の残りのパソコンのリプレース作業

が行われた。

リプレースは，単にハードウェアとソフトウェ

アの交換で済む場合もあるが，多くは，その時点

での環境を見直し今後の3年聞を展望しなくては

ならなし、。従って，時には設置スペース，空調環

境，電力の供給環境をも見直し大規模な工事が伴

うことがある。今年のリプレースがまさにこの時

期となり， リプレースと同時に計算室の改修工事

と空調機器の交換が実施され，長期にわたって地

階のオープンスペースが閉鎖され今ホストコンピュー

タのサービスも停止せざるを得ない事態となり，

利用者の方々にはご迷惑をおかけした次第である。

今回このような工事が伴った背景として，ネッ

トワーク環境の充実が挙げられる。かつての計算

室の機械室といえばホストコンビュータのために

あったが，前回のリプレースの頃からネットワー

ク機器が設置されるようになり，先ず空調環境が

整っている機械室に設置された。しかし，機械室

もスペース的には余裕が無かったので，その後は

計算室管理スペースへ順次サーバ等が設置され，

機械室の狭臨化と電源、容量の不足そして空調機の

老朽化の問題が深刻化してきた。

これらの問題を解決するためには，機器の稼働

停止と移設が必要なことから，ホストコンピュー

かね こ ひで とし

金 子 秀 敏
（三田メディアセンタ一課長）

タのリプレースを機に改修工事及び空調機器の交

換，電源系統の見直しを行った。

前置きが長くなったが，以下に今回の リプレー

スについてその概要を述べる。

2.パソコンのリプレースについて

今回のリプレースの目的は当初2つあった。

①Windows3.1から Windows95への環境移行

②ネットワークサービスの強化

これらは，時代の流れに沿ったもので，大学の

情報処理環境と社会の情報処理環境とある程度整

合性をもたせることも必要と考える。Windows

95への環境移行や Webブラウザの導入について

は以前から要望があったが，マシンのスペックや

ネットワークの負荷の問題などがあり，今回のリ

プレースによってようやく可能になった。

Windows95の導入については， Windows3.1

よりも環境を破壊される可能性が高まるなどの不

安もあったが，市販のメンテナンスシステムを導

入することによ って，思ったよりも安定した稼動

カ五できている。ただメンテナンスシステムもソフ

トの追加や環境の変更に非常に手がかかるなどの

限界もあり，やはりWindowsNTを導入して強

固なシステムを作る必要があるという意見がでて

きた。

また， Webのブラウザソフトを公開したこと

は好評で，情報の収集 ・発信という点での教育効

果が大いに期待できたが，その反面モラル上の問

題も発生している。学外のホームページへの低俗

ないたずら書き等があり， Webの管理者やホー

ム一ページの作成者からクレームがきている。

パソコン室の利刷は現在，授業等で使われてい

る以外は，原則サービス時間内であれば利用者登

録なしで使える。しかし，ホストコ ンピュータや
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ワークステーションのように利用者登録をしてい

るならば，不正行為やモラル上の問題が発生した

場合にその利用者を特定し利用を停止することが

可能となり，発生を抑制することができる。

利用登録なしでのネットワーク利用には，いろ

いろ問題がでてくることはある程度予測していた

が，現実に学外からクレームがくると本学の品位

や教育水準までも問われることになるので，いつ

までも野放しのまま開放することはできなし、

やはり， パソ コンユーザであってもネッ トワー

クに接続されているパソコンを利用するなら利用

登録をすべきだろうという意見で固まってきた。

だが，利用登録をするためにはそのためのシステ

ムを考えな くてはな らないし，そうなると巣たし

て Windows95が適しているのだろうか等，振り

出しに戻り検討をすることになった。その際に，

ili，然今動いているソフトが使用できな くなってし

まっては授業に影響が出てくるので，そのへんの

調査も必要となる。

結論と しては，各地区一斉にとはいかなかった

が， 三田計算室としてはパソコ ンもリ プレースし

能力的には問題がないので，年度の途中であるが，

秋学期より OSを Windows95から Windows

NTに変更し， ノfソコ ン利用者も登録制に移行す

ることに した。利用者側から見ると先ず電源投入

後に，利用者 IDとバスワードの入力を求められ

教室名 台数 旧機種（CPU)

321 37 
FMV-499D3 

(i486 DX 4 100 MHz) 

322 55 
FMV-499D3 

(i486DX4 lOOMHz) 

331 69 
PC-9821Cs 2 

(i486 SX 33 MHz) 

333 35 
PS/V Vision 

(IBM 486 SLC 2 50 MHz) 

地階 20 FMV-466D2 

共用パソ (15から (i486 DX 2 66 MHz) 

コン室 変更）
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るが，あとは今までの Windows95の画面と大差

はなし、。

メリ ットとしては，ファイルサーバを備えるこ

とで個人環境やデータが利用者毎に保存できるよ

うになり，今後メールなども Windows環境で利

用できるようになるなどが挙げられる。

参考までに今回の リプレース機器を以下の表に

まとめる。

特に 333番教室は，「鹿臆アドバンスト リサー

チネ ットワーク」という文部省の助成を受けた高

速ネットワークの実験を行うプロジェク卜 の一環

として，他のパソ コン室に比較してネ ットワーク

の高速化や UNIXのX端末としての機能を備え

ている。

3.ホストコンビュータのリプレースについて

今回のリプ レースは， まず本体を FACOM

M 1700/10 ( 1 CPU 256 MB, HD : 102 GB）から

FACOM GS 8400/20 ( 2 CPU 256MB, HD: 105.9 

GB）に交換した。

また周辺機器に関しては，磁気テープ装置が3

台削減， 日本語ラインプ リンタ （NLP）が 1台

削減，カート リッジライブラ リ装置が1台増設，

Super-NMCの導入による IPネットワーク接続

の強化等が挙げられる。

従来のホストコ ンビュータのリプレースは，能

新機種 （CPU) 備 考

FMV-6200D7 プリ ンタも BJC420J(18 

(PentiumPro 200 MHz) 台）に交換。

FMV-6200D7 プリンタも BJC420J(28 

(PentiumPro 200 MHz) 台）に交換。

PC-9821 Ra 20/N 30 

(PentiumPro 200 MHz) 

PC350 

(Pentium 200 MHz) 

FMV-6200D7 プリンタも BJC420J(10 

(PentiumPro 200 MHz) 台）に交換。その他，DOS

IV用のス キャナや MO

ドライブも新たに設置。

表 パ ソコン室新旧機器比鮫
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力アップを目的として行われてきた。しかし今

回のリプレースに関しては能力アップが目的でな

く，機械室の狭障化の解消， 空調機も含めた消費

電力の節減を目的とし，ラ ンニングコストの削減

を目指したものである。因みに，ホストコンピュー

タのリプレースによって，設置面積及び消費電力

が約40%，発熱量が約35%節減される。

ただ，ホスト側でランニングコストの削減を実

施しでも，ネットワーク機器は今後も拡充されて

いくので，この分野では逆に設置スペース，消費

電力共に増加傾向にある。

三田のホストコンビュータの前回のリプレース

が1994年なので，その前年の1993年度と今回のリ

プレースの前年である1996年度の稼働実績を比較

してみると，

年度 処理件数 CPU時間

1993 191,926 256.5 

1996 153,842 103.0 

となり，処理件数が伸びず，能力アップした分

CPU時聞が減っている。このことからも，ホス

トコンビュータの能力は現状でも十分であること

が分かる。

これらの要因としては， 一つには情報処理教育

の実習環境がホストからパソコンへシフトしたこ

と，研究者の利用も同様にパソコンへシフ卜して

いる。それと， 三田のホストコンピュータの約半

分強が事務の業務システムで使われているが，事

務システム自体のホストでの新規開発がなくなっ

ていることなどが挙げられる。

現在，事務システムを除いてホストコンビュー

タでの処理は， 日経 NEEDS関係のデータ処理

が主であるが，最近話題になっている 2000年問

題とも絡み，これらのシステムとデータの稼働環

境の再検討が必要となっている。メディアセンター

として今後データベースサービスを強化していく

ためにも，計算機環境の決定には十分な検討が必

要である。

4. おわりに

以上，今回のリプレースについて述べたが，改

修工事関係は本学管財部工務課・施設課の，ホス

トコンピュータのリプレースに関してはメーカで

ある富士通の SE・CE・施設関係業者の協力で計

画通り進めることができた。

しかし，パソコンのリプレースに関してはかな

りの時間と労力が必要とされた。過去のパソコン

室のリプレースはメーカの提案をほとんどそのま

ま採用し，実際の作業も含めほとんどメーカ任せ

であった。今回は，計算室主導でシステムを検討

し，作業等も，特にシステム作業はメ ーカの手を

ほとんど借りず，なるべく計算室職員だけで行っ

たように， リプレースのあり方も変ってきている。

具体的には，先ず，機種選定から始まり導入ソフ

トの選定・購入方法の検討・動作確認・インストー

ル，そしてネットワ ーク環境設定，更に，障害時

のリカバリ 一対策の検討とシステムへの組み込み

等である。さらにパソ コン室のネッ トワークケー

プ、ルの撤去，新規配線までも行うこともある。

これらの工程はもちろんホストコンビュータに

もあるが，ホストコンビュ ータの場合はパソコン

ほど選択肢はなく，ある程度メーカに任せられる。

（と言うよりもホストにかかわる人材がいなくなっ

ている。）逆にネ ットワーク関係についてはマル

チベンダー化の流れが非常に顕著であり，専門的

知識を持った技術者の育成が急務となっている。

メディアネット本部の NTC(Network Technology 

Center) （仮称）や業務委託要員の協力もあるが，

計算室職員の技術向上も考え，作業に積極的に参

加するようにしている。

以上，これだけのリプレースを短期間に行うの

は珍しいことであり，かなりのオーバーワークと

なっている状況ではあるが，ユーザ．サービスの向

上を考えて，前向きに業務を遂行していることを

ご理解願いたい。
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日吉メディアセンターにおける

情報リテラシー教育について

はじめに

日吉メディアセンターでは今年4月に文 ・経 ・

法 ・商 ・医 ・理工の 6学部の新入生5,700名を対

象に，以下の 4つのプログラムから成る「情報リ

テラシ一作戦」を実施した。

(1）メディアセンターオ リエンテーション

(2)0PACセミナー

(3）コンピュータの使い方セミナー

(4）理工学概論情報リテラシ一入門

これらは，従来の用語で表現すると，段階的か

っ組織的な図書館と計算室の「利用指導」という

ことになるであろう。

1. 「日吉メディアセンターの中・長期ビジョン」

の策定

一般教育課程を担当する臼吉キャンパスの研究・

教育 ・学習支援施設である臼吉メディアセンター

の役割とは何かについて，平成8年10月に発表さ

れた「日吉メディアセンターの中 ・長期ビジョ

ン」 I)は次のように述べている。

「広範な学問の入口に立つ若い学生に対して，

最良の学習環境を提供し，彼らを育てる研究者に

対して，最良の研究 ・教育環境を提供するフロン

ティアたること。また， 学内外に学術情報を受 ・

発信することによって，情報関連機関および地域

社会との共存を図っていくこと，さらに，日吉キャ

ンパスにおける学術情報のセンターとして，常に

新たな試みに挑戦すること。」

一般教育課程の学生を利用対象に限定すると目

標設定に困難な面があるが，キャンパスの特性を

鑑み，固有の問題を追究することにより 「ビジョ

ン」 は作られたのである。

ひら お こう ぞう

平 尾行蔵

（日吉メディアセンタ一課長）

2.情報リテラシー

「ビジョン」には次のような具体的目標が掲げ

られている。

①情報リテラシーを全学生に浸透させること（情

報リテラ シーはさらに狭義の情報リテラシーと

コンビュータ リテラシーとに細分し，それぞれ

一定のレベルに区分しレベル毎に段階的に取り

組んでいく）

②カリキュラムと連動する学習センタ一機能を拡

充すること

③学術情報サービスを拡充すること（研究者向け

サービス，ディジタル情報サービス等）

さて「情報リテラシー」とは何か。

未だ明確な定義はないが，次の 6つの要素を考

慮すべきであるといわれている。2)

a.情報の発生，流通，収集，組織，利用のプロ

セスあるいはシステム

b.情報を探し出し，入手するためのシステムと

サービスの利用法

c.図書館を含む多様な情報チャネルと資源、の有

効性と信頼性を評価する方法

d. 自分の必要とする情報を収集し，加工し，保

管するための基礎的技能

e.成果発表の方法

f.広〈情報に関する諸問題（著作権，プライパ

シー，情報公開等）を理解できる知識

従って情報リテラ シーとは，情報をその発生 ・

流通 ・蓄積 ・利用という社会的文脈で促えつつ，

情報探索プロセスに閲する知識と技術を持って，

情報を批判的に分析 ・評価 ・表現することのでき

る能力ということになる。コンビュータの読み書

き能力を前提とした，社会的文脈における情報の

-33一



MediaNet No. 5 (1997.10) 

別表 情報リテラシープログラム （対象は環境情報，総合政策の 2学部を除く 6学部の新入生 5,712名）
（（）内は昨年）

プログラム 日 程 時間 回数 参加者数 対象者数 参加率

(1）オリエンテーション
4/4～7 

40分 10 ( 6）回 3,100 Cl ,350）名 5,712名 54% 
(4/4～9) 

(2) OPACセ ミナー
4/8～14 

35 61 (19) 819 ( 227) 4,539・1 18 
(4/8～5 /13) 

(3）コンピュー Aコース 4/8～11 （一） 90 20 （一） 1,049 （一） 5,712・2 18 

タの使い方

セミナー Bコース 4 /12～21 （一） 90 39 （一） 1,435 （一） 5,712・2 25 

(4）理工学概論
4 /30～6 /18 

90 8 （一） 510 （一） 573•3 89 
（一）

本 1.理工学部1年生を除いた数字。
キ2.既にキーボード操作 ・電子メールの送受信方法等を修得済みの学生は受講不要としたため対象学生数を確定する

ことは不可能。便宜的に5,712名を対象数とした。
*3.理工学部1年生の、ほぼ半数を対象とした春学期終了時点での数字。

読み書き能力のことであるともいえる。

情報リテラシー教育は，従来の用語でいう 「図

匪館利用教育」の上位概念、である。

3.情報リテラシーの全学生への浸透

目標①の実現のため日吉メディアセンタ ー内

のすべての剖漕から5名を選出して情報リテラシ一

実行委員会を設け，平成8年11月から検討を開始

しfこ。

「ビジョン」には「情報リテラシーの指導概要」

が付されている。 それをどのような形で実施する

かの検討結果が冒頭で述べた 4つのプログラムと

なった。内容は，一言でいうと，上の 6つの要素

の b.と d.に対応している。

実施結果は次の通りである。各プログラムの参

加者数等は別表を参照。

(1）メディアセンターオリエンテーション

参加者の拡大は従来からの課題であった。これ

までも行っていた入学手続後の「図書館のすすめ」

等の資料配布に加え， 今年度は入学式直後にも情

報リテラシ一関連資料を改めて配布し，新入生へ

の周知を図った。その結果参加者は約3,100名で，

54%という参加率に結ひ’ついた。講師は情報 リテ

ラシ一実行委員会のメンバー 5名。ビデオと OHP

を用い 300名または450名収容の大教室にて実施。

医学部の学生数 (100名）はちょうど AVホール

の収容人員に見合うところから，医学部日吉主任

の教員と協議し， （2）の OPACセミナーと同時開

催した。参加率100%。

(2)0PACセミナー

対象学部は文経法商医5学部 （理工学部は（4)

の別プログラム）。図書館内施設の AVホールを

使用し， OPAC端末を用いた講義形式のセミナー

を 1週間に計60回開催した（医学部のために別

にl回開催）。日吉メディアセ ンターの図書館系

職員16名が交替で講師を勤めた。一人平均3.8因。

医学部100名を含めて参加者数819名。教務部と

慎重に協議した上で開催時期を決定したが，授業

開始後に同時並行的に開催したことが低い参加率

の原因の一つであろうか。メディアセ ンター独自

企画の限界である。

(3）コンビュータの使い方セミナー

(2）と同じく授業開始後であったため，授業で

使われていない （複数の）パソコン室を使用し 2

週間にわたって59回開催。「A.コンビュータ利

用の初歩」 「B.ネットワーク利用の初歩」という

2コースを用意した。講師は外部に依頼し，計算

室系職員は準備等を担当。んと B.両方に参加し

た学生の統計はなし、。メディアセンター独自企画

であっても必要性の認識が学生側にあるセミナー
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にはそれなりの参加者があることがわかる。

(4）理工学概論情報リテラシ一入門

(1）～（3）の広報方法の改善と同時に， 6学部の

日吉主任の教員との協議を通じてカリキュラムと

の連携を模索した。その結果，理工学部の必修科

目「理工学概論」とのタイアップが実現し，「理

工学概論情報リテラ シー （OPAC）講義」と銘

打って（4）を実施することとなった（秋学期は

「理工学概論 情報リテラシ一入門」とする予定）。

「理工学文献の探し方」という資料を作成し配布

した。一学年1,200名弱を 60名ま たは 90名ずつ

に分け，春 ・秋学期各8回ず．つ計 16回，週 l回

(90分）のペースで行われている。内容は，理工

学文献の探し方， OPACセミナー， 二次情報デー

タベース（CD-ROM形態）の使い方の 3つから

成る。講師は，情報リテラシ一実行委員会のメン

ミーと情報メディアサービス担当職員。

春学期終了段階で出席者510名，履修者数に対

する出席率89%であった。参加率をみただけで

も，カリキュラムとの連携がいかに大きな力を発

揮するかがわかる。また， レポー ト・ 感想文を読

むと，私達の意図がどの程度学生に伝わったかに

ついても積極的評価を下してよいと思われる。

(5）その他

法学部法律学科2年生秋学期の選択科目に 「法

学情報処理」があり，法学部から委嘱を受け三田

と日吉のメディアセンター職員が1回ずつ出講し，

図書館の利用法について講義している。平成9年

度履修率72%。昭和61年から行われておりカリ

キュラムとの連携の先駆的例といえる。

個々の教員の依頼に応じ授業の枠内で「ステ ッ

プアップセミナー」も行っている。図書館利用法，

OPAC・CD-ROMの使い方等が主な内容。

その他以下のプログラムはメディアセンター独

自企画として毎年改訂を加えて実施されている。

図書館系（図書館活用セミナーとして実施）

CD-ROM検索セミナー， Fir叫 Searchセミナー，

レポートに役立つ資料の探し方， OPACクールー

プレッス ン，等

計算室系（利用説明会として実施）

Windows 95入門， UNIX入門，電子メール利

用法，電子ニュース利用法，ホームページの公
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開方法，等

これらの企画とカリキュラムとの連携について

は今後の課題である。

おわりに

慶慮義塾大学の図書館（当時は情報センター）

が図書館利用者教育を業務として自覚的に取り上

げる必要性を認識してから20年が経過した。3)

私たちの今回の試みを見る限り，新入生に対す

るガイダンスの域を出ない部分も大いに残されて

いる。全学生への浸透も未だ掛け声にすぎない。

次年度以降の主な課題は次の4つである。

・文経商の3学部および法学部政治学科のカリキュ

ラムとの連携について，検討を継続する0

・数十名が同時に端末を操作しながら実習形式で

行う OPACセミナーのための環境を作る。

• OPACセミナー，資料の探し方セミナーの内

容の質的向上を図る。その際「情報リテラシー」

の前記6つの要素のうち， c.の観点を導入する

ことに留意する。

・企画のネーミングを再検討する。例えば，入学

式翌日の新入生に対して，「OPAC」セミナー

とし、う言葉使いが適切かどうか等。

なお，この報告と並行して， 一般教育課程図書

館における情報リテラシー教育についてというテー

マで，共同執筆により，多少理論的裏付けのある

論文を作成中であることを付言しておく。

；主

1) 慶慮義塾大学日吉メディアセンター．日吉メディ

アセンターの中・長期ビジョン.1996.4p. 

2) 三浦逸雄． “生涯学習時代における情報リテラシー

教育”.21世紀に向けての生涯学習と図書館 生

涯学習と利用教育第9回21世紀への大学図書館

国際シンポジウム．京都外国語大学編．京都，同

大学， 1996,p. 19--28. 

3) 渋川雅俊．“ライブラリー ・インスト ラク ション

一一知識への一つの接近法”. KULIC. No. 11, 

p. 10-15 (1978) 
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日吉の学術情報サービス

一一新たな試み 一一

はじめに

日吉メディアセンターでは，平成9年4月より，

教員を主な対象とした 「学術情報サービス」を開

始した。それまでも教員向けのサービスは行って

いたが，どちらかといえば学生重視であった日吉

メディアセンターが，教員にスポットを当てたサー

ビス展開をしようという点で，新しい試みである

といえよう。

1.背 景

サービスを開始したのは今年度からであるが，

そのための準備は数年前にさかのぼることができ

る。平成7年に，それまで図書館情報サービス担

当課長が兼務をしていた情報メディ アサービス担

に専任の諜長が置かれ，平成8年には， 三田・

日吉合同での収書 ・目録業務の開始に伴い，目録

担当の人員を新しいサ」ビスのために充当するこ

とができた。また日吉メディアセンター内の業務

の見直しをおこない，雑誌業務を合理化すること

で，さらに人員を捻出した。こうした改革により，

従来2名であった情報メディアサービス担当のス

タッフが5名に増員され，新規サービスに取り組

むための足固めができたのである。

さらに平成8年11月には，教員を対象とした利

用者懇談会を開催し，研究者がどのよ うな情報を

欲しているかということを含め，メディアセンター

のサービスに関する意見を聴取したu

これらを背景として，平成8年10月に発表され

た「日吉メディアセンターの中 ・長期ビジョン」

かわ かみ きょ

川 上清子

（日吉メディアセンタ一課長）

き申 した かず ひこ

木下和彦
（日吉メディアセンター係主任）

（以下「ビジョン」）において，「学術情報サービ

スを拡充すること」を正式に目標として掲け．るに

至った。

2.学術情報サービス拡充計画

「ビジョン」を受け，情報メディアサービス担当

では，学術情報サービスの拡充という漠然とした

目標を，どのような形で実現していくかについて

検討した。

［学術情報サービスの拡充とは］

・メディアセンターで提供している資料 ・サービ

スのうち，研究活動に関するものの積極的な紹

介による利用の促進

・研究 ・教育活動に役立つと恩われる，新たな資

料 ・サービスの調査 ・導入 ・紹介

・従来のサービスの見直しによる利用の簡便化 ・

研究活動の内部 ・外部への紹介，およびそのた

めのデータの収集， 加工

・教員からの意見や要求を取り入れ，これをサー

ビスに反映させるルー 卜の確立

また，これらを実現していくためのステ ップを

短期，中期，長期の 3段階とし，平成9年度は短

期計画として以下のサービスを掲げた。

［短期計画］

(1) 図書館4階 ・研究者用フロアのパソコン環境

整備

(2) 研究者向け利用案内の作成

(3) コンテンツサービスの開始

(4) 新着図書情報サービスの開始

(5) 目次速報データベース（学術情報センター）

ρ
口



への参加

(6) 教員向け利用説明会の実施

(7) カウンターサービスの見直し

次の主きではこのうち (1）から（6）について簡単に

説明する。

3.学術情報サービスの展開

(1) 図書館4階 ・研究者用フロアのパソコン環境

整備

メディアセンターでは，FirstSearch などイン

ターネットで利用できるいくつかのデータベース

を導入している。しかし，日吉では，図書館内で

こうしたデータベースに自由にアクセスできる環

境が整備されていなかった。そこで，研究者用フ

ロアである図書館4階にパソコンを設置し利用

に供することを計画している。今夏に工事を行い，

秋からのサービス開始を目指している。

(2) 研究者向け利用案内の作成

従来から教員向けの利用案内も存在したが，そ

れはリーフレット程度の，非常に簡便なものであっ

た。教員からも，メディアセンターではどのよう

なサービスをしているのかよくわからない，とい

う声がよせられていた。こうしたことから，教員

にメディアセンターのサービスを把握して色らう

とともに，これを活用してもらうことを目的とし

て利用案内を作成した。これを日吉地区の専任教

員には全員に配布するとともに，図書館4階カウ

ンターで配布している。

(3) コンテンツサービスの開始

コンテンツサービスは，購読している雑誌の目

次のコピーをとることが一般的だが， OCLCの

ContentsAlertというサービスを手lj用することに

より，自館で所蔵していない雑誌の目次情報まで

も，利用者に提供することができる。また，この

情報は電子メールで送付されるため，迅速に情報

を入手できるというメリ ットもある。

今まで日吉ではコンテンツサービスを行ってい

なかったが， この Conten tsAlertを導入し，教

員が必要とする学術情報の提供を行っていく。こ

のサービスは今秋から開始予定である。

(4) 新着図書情報サービスの開始

図書館で新規に受け入れた図書にとのようなも
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のがあるかを知らせることは，図書館資料をもっ

と活用しても らうための効果的な方法のひとつで

あろう。教員の希望の分野について，新着図書の

情報を出力し，月一回送付している。このサービ

スは6月から開始し， 9月現在7名の教員に利用

されている。

(5) 目次速報データベースへの参加

学術情報センターが行っている目次速報データ

ベースは， 主に大学紀要のためのデータベースで

ある。このデータは，紀要の発行大学図書館が分

担して作成することになっている。すでに三田メ

ディアセンターではこのデータベースへ参加して

おり，日吉メディアセンターもこのたびこれに参

加した。「日吉紀要」「体育研究所紀要」など，日

吉で発行されている紀要類についてのデータを作

成していくことになるが，このことにより，日吉

地区の研究成果を広く学外に流布する効果がある。

(6) 教員向け利用説明会の実施

従来，学生向けの利用説明会は多く開催されて

きたが，教員に対してはあまり行われていなかっ

たのが現状である。日吉メディアセンターで行っ

ているサービスを広く教員にも広報していこうと

いう試みである。

平成9年度は， （a）新任教員向け利用説明会，

(b）データベース説明会，（c)OPAC説明会などを

計画し，実行している。

おわりに

日吉キャンパスでは，現在，新しい研究室練の

建築計画を契機として，日吉キャンパスのあり方，

研究 ・教育のあり方を検討するための委員会が発

足している（日吉キャンパス研究環境懇談会平成

8年9月～平成9年3月，日吉キャンパス研究環

境基本計画委員会平成9年9月～）。 こうした委

員会で検討される内容にも留意しつつ，今後とも

教員へのサービスに，なお一層の努力を続けてい

く必要があると感じている。
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γ一 一一一一一一＜スタ ッフルーム ：私のコレクション＞ …一一一一一一・1
香水瓶を買ってしまった。 I 
壁フランチェスコ教会がある聖地アッシジではう i 

‘ ねった迷路のような急斜面のあちこちで朽ちた墜に ; ！ 西洋陶磁器に魅せりれて 色鮮やかな絵皿が飾られている土産物屋が自を引く。 ！ 
隣町デルータで焼かれているものである。マジョリ I 

！ あら い けい こ カ陶器を模した安物ではあるが温もりがあっていか I 
i 新 井圭子 にも手作りという感じ。絵皿とにわとりの形が可愛 I 

い水差しを買った。 ミ

この手の土産物屋には吸い寄せられるように入っ ！ 
I 好きで集めているものと言えば，洋食器の類であ てしまうo ドイツではピアマグと絵皿を。パリで買っ I 
I る。学生の頃からと、こかで・西洋陶磁器展とかマイセ たリ モージュ焼きは19世紀ヨーロyパ貴族社会で流

I ン展などあれば足を運んでいたが，特に興味をもっ 行し，当時活躍したファベルジェのエッグアートを ． 
i て集めだしたのは結婚してからである。結婚を機に モチーフにしたものである。 宝石の名前がつけられ ． 
i お祝 い に お 肱 の食器製いただ山山始 ていて締麗なピンクの色合い即入っている。 ~ 

まる。洋食器といってもその世界は幅広く，白く硬 この5月にはイギリスに行きピーターラビットの ! 

i 質でなめらかな磁器，ぽてっと厚く温かみがあるが 故郷である湖水地方を訪れ，物語さながらに残され I 
! 壕れやすい陶器。それにガラス ・銀製品やカトラリー ている風景や作者の原画にふれて大いに触発されて I 
I も加わる。私が特に好きなものは陶磁器である。 また記念品と称して貿ってしま った。ロンドンでは 量

i マイセン，へキスト，セーブル と名前を聞い ヴィクトリア ・アルパート美術館の陶磁器 ・ガラス ； 
ただけでも甘美で魅惑的なこれらの窯は憧れの的で のコレクションが素晴らしい。以前，ウェ y ジウッ 軍

！ あるが，この辺のものはとても手が出ないので美術 ド没後200年特別展が開催された時はロシアのエヵ I 
I 館，本などで鑑賞するにとどめている。 テリーナ 2世のフロ y グサービス（雛宮がある蛙沼 I 
I 年とともに好みも変わってくるので同ーのシリー から緑の小さな鮭がトレードマーク）の記念プレー

i ズを揃えるというのではなく，その都度いいなと恩 トも手にいれた。 ； 
' うものを見つけるとつい買ってしまうという具合で 数年前超円高の時山ンドンの某デパートか ・

ある。おかげで安物からちょ っと高価なものまで色 らパーケ’ンセールの通販で・テ’イナーセット一式を衝 ！ 
' とりどりに雑然と身のまわりに置いてある。何かし 動貿いしてしまったこともある。 I 
I ら思い出と共に使いたいので旅先や記念日にかこつ 今はロココ機式と東洋的趣味の融合で他とは一味

i けて買うことが多い。洋食器なのでおのずと旅先も 途ったへレンド窯のものを集め始めたところだ。そ 量

i ョーロ yバが多くなる。 のうち欲しいものにはジノリ窯の薄浮き彫りが美し I 
イタリアではベネチアングラス。寒い1月にムラ い 「カボディモンテ」シリーズ（ナポリ王カルロ 4 ‘ 

I ／島へ行った時は他に殆ど観光客はいなかった。工 世が創設したカポ ・ディ ・モンテ黛の復刻シリーズ）

I 房に見学に入るとどこからともなく人がすり寄って がある。コーヒーカ y プひとつでいいから手にいれ

i 来て説明してくれるのだが，こちらの質問にはたい たいものだ。 ！ 
I して答えず，手っとり早く終わったところでショー 好きな食器にかこまれて暮らす。こんな小さな幸 ！ 

ルームに案内される。それも高価なものが陳列され せを大事にしたし、。

! ている部屋からだ。素晴らしい作品に見とれている （日吉メディアセンター係主任） I 
i とあれこれ勧めてくる。 「あまり気にいらない」と I 
I か 「ハネムーンで来たときに貨つむなどと言い訳 I 
i をしていたが結局，青と緑の縞模様の美しい花瓶と i 

。。
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慶店長義塾博物学コレクションについて

1.コレクション形成の経緯

1997年5月，多くの貴重書を含む慶臆義塾博物

学コレクションの整理が終了した。これは以前

「荒俣コレクション」と呼称されていたもので，

荒俣宏著『世界博物学大図鑑』（平凡社1987-1994

刊）の底本となる資料を多く含んでいる。博物

学資料としては第一級と評価されていた同氏の個

人コレクション約200タイトルを購入したのであ

る。

旧蔵者荒俣宏氏は， 1947年生まれの翻訳家 ・評

論家 ・小説家である。 1970年に本大学法学部を卒

業，9年間コンビュータプログラマーとして会社

勤務を経た後，フリ ーの翻訳家として独立し，紀

回順一郎氏らと雑誌『幻想と怪奇』を発行するか

たわら，評論活動を展開した。以後，『別世界通

信J，『大博物学時代』など博物学 ・神秘学をテー

マにした著作を発表する一方，ベストセラーとなっ

た小説『帝都物語』を執筆するという経歴の持ち

である。

コレクションは，博物学の発展 ・黄金期である

16世紀から19世紀にかけての重要な博物学資料

（博物学 ・博物図鑑 ・解剖学 ・旅行記 ・百科全書

等）を包括し，図版を含め保存状況は良好であっ

た。また，写真発明以前の画像情報として博物学

資料や風物誌資料は重要であること，蔵書構築の

新たな柱となることが確認され．購入が決定され

た。

2.博物学の展開

ところで博物学とは元来，主として天然に存在

する多様な動植物・鉱物などの種類 ・性質 ・分布

などの記載とその整理分類を行う総合的な学聞を

が りえ

古賀理恵子
（三田メディアセンター）

指した。

博物学の発達には探検旅行の成果を流布させる

図鑑・図譜の進展が並行しているが，古代博物学

の図譜に描かれていた細密画の転写に終始してい

た中世，図鑑としての機能は失われ，他方では未

知のものへの関心が怪物誌として流行するに至っ

た。探検旅行の復活と印刷術の発展が共に訪れた

ルネッサンス以降，特に彩色した精密図版の作成

を可能にする銅版画の技法的発展によ り，博物学

書は大きく進展した。実物標本の精写のみでなく，

生物の構造・生態を加味した精密画を描くことを

可能にし，多数の博物図鑑の制作，本格的な分類

学の成立の背景となったのである。

特に帝国主義が台頭した18世紀から19世紀には，

多くの探検旅行が組織され，博物学的知識が蓄積

された。やがて多様な自然物は歴史的に形成され

たものであるという認識が加えられ，以後，博物

学は記載 ・分類の学と，自然の多様性とその歴史

の研究という意味を持つようになった。

3.特記すべき資料

慶臆義塾博物学コレクションの中に見られる特

記すべき資料を紹介する。

コンラ ッド・ゲスナーは16世紀のチュー リッ ヒ

に活躍した学者で， 1544年には書誌学の基礎を築

いた『書誌総覧』を著したことで有名である。そ

の後， 1551年から 7年聞かけてまとめた動物につ

いての5冊の本は『動物誌』（ラテン語・初版）と

して知られている。

他の本から図を自由に引用していた当時として

は質の高いオリジナルの図が多いという『勤物誌』

だが，引用・模倣という点では，特にデューラー

のインドサイの模倣が有名である。デューラーは

n
E
 

q
d
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1515年，初めてヨーロ ッパに運び込まれた生きた

インドサイの図を描いたが，ゲスナーはそれを木

版両に起こしたため，原図とは向きが逆のコピー

が出来上がったとしづ。 一方で図中には，lつ前

の時代 ・中世の怪物学の名残も認められるという

ことだが，いずれも当時の技術が駆使されたもの

である。博物学コレクションにはドイツ語版「動

物誌』 (1598-1606年） が含まれているが，これも

ラテン語による初版と同じ図を用い，それに彩色

がされているという貴重な資料である。

また，本文は古典語名と各国語を併記している

が，これは本の成り立ちが実用だけでなくルネッ

サンスという時代を反映して自国語で書かれてい

た，という事情を浮き彫りにしている点でも興味

深い。

ゲスナーの活躍した時代の博物学では個別のグ

ループ内の記載と分類に力が注がれていたが，こ

の後彼は 『鉱物誌』 (1565年），『植物誌』（遺稿）

と筆を進め，形態学的な類縁関係を模索し始めて

L、fことし、う。

また， 1995年に博物学コレク ションを受入れた

当初，『動物誌』はドイツ語版のみを所蔵 してい

たが， 1996年12月にはラテン語版も購入した。

英仏の博物学は19世紀が黄金期である。フラン

スを代表するのがフランソワ ・ルパイヤンの『ア

フリカ産鳥類の自然誌』 (1797-1824年）で， 300

の彩色された銅版画から成る全6巻の図譜である。

一方イギリスを代表するのは PJ.セルビーの

『ハト類』（1835年），『オウム類』（1836年）であ

る。これらは，石版技法を図鑑に応用して成功を

収めたエドワー ド・リアが挿絵を担当している。

4.コレクションの公開

20世紀に入ると博物学は全般的に衰退し，専ら

古いものの模写や，写真版による図鑑制作に頼る

ようになる。この点でも，博物学コレクションの

網羅している資料の重要性が窺える。

コレクションは塾内に留まらず，日本橋丸善に

て行なわれた 「理性の夢一一図版と文字で読むフ

ランス18世紀一一」 (1995年1月），旧図書館及び

日本橋三越にて行なわれた 「HUM！プロジェク

ト」の展示を通して塾外にも公開されている。

さらにコレクションに含まれる貴重書は，現在

構築中の貴重書データベースに搭載される。注目

されるべき図版については画像として取り込まれ，

WWW上で公開される予定である。

なお，通称コレクションと呼んでいるが， 一般

の貴重曹・準貴重書と混架されている。しか し，

コレク ション・リス トがあり，一覧可能であると

いうことを付け足しておきたし、。
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医学メディアセンターにおける日曜開館

一一利用統計を中心に 一一

1 はじめに

医学メディアセンター （北里記念医学図書館，

以下：当センター）は昭和12年11月3日に開館し，

今年で開設60年を迎えるが，その開設当初から日

曜開館を行ってきた。ここでは当センターの特徴

のひとつでもある日曜開館の概要と統計からみた

利用状・況について紹介する。

2.日曜開館のはじまり

センターにおける日曜開館は昭和12年の開設

当初から行われてきた。途中，第二次大戦の影響

により中止を余儀なくされたが，昭和24年に再開

されて以来現在までそのサービスは継続されてい

る。当初の開館時間は午前8時から正午まで（ 4 

時間）と午前中の開館であった。翌々年の昭和14

年からは午後 l時から午後5時までと午後の開館

へと移行している。その当時の医科大学附属図百

館統計（現在の日本医学図書館協会加盟館統計）り

によれば12の加盟館のうち， 5つの加盟館で日曜

開館が実施されており，そのほとんどが正午まで

の開館であった。

3. 日曜開館の慨要

現在，日曜開館は正午から午後5時までを開館

時間としサーピスを行っている。日曜が祝日と重

なった場合には休館となり，振替休日となる翌日

に同様の開館時間で開館している。なお年末年始

および夏期休暇期間中の日曜日は一昔日休館となる。

表 lに過去5年間の年間開館日数と日曜開館日数

を示した。昨年度（平成8年度）は年間323日開

館し，そのうち日曜開館は42日であった。勤務体

制については，専任職員および学生嘱託，夜間臨

かどや ひさし

角家 永

（医学メディアセンター）

時職員（学生アルバイト）の中から，毎週専任職

員 l名以上を含む3名でローテーションを組み，

勤務スケジューノレを立てている。勤務時聞は午前

11時45分から午後5時15分までの計 5時間30分

であり，専任職員および学生嘱託に関しては休日

出勤扱いとなるため，出動の予定されている月の

土曜日に振替休暇をとるようになっている。利用

に関しては，休日開館であるということでの特別

な制限はなく ，閲覧，貸出，複写および CD-ROM

検索サービスについては，平日と変わりなくサー

ビスを行っている。ただし，参考調査を担当する

職員の出動しない時には高度なレファレンスには

応じられないなど，臨時職員のみで対応している

平日の夜間開館と同織のサービスが中心となる。

後にも述べるが，なかでも複写サービスの比重

が大きいといえる。現状では，開館することに

より利用者が必要とする資料および情報へのアク

セスを確保し保証することが最大の目的であり，

それを可能とする最低限のサービスを提供するに

とどまっている。また，第3土曜日の翌日の日

曜開館日には図書館システムである KOSMOS

がメンテナンスのため停止していることから，資

料の貸出はマニュアルで・の対応となっている。所

蔵確認を求める質問については，貸出中や製本中

など細かい資料状態を確認することはできないも

のの，学術情報センターへ登録された所蔵情報が

検索できる CD-ROMがありそれを利用し対応

に努めている。

4.統計からみた日曜開館

4. 1 入館者数と学外来館者

表2に，今年度（平成9年度） 4月から7月ま

での日曜開館における入館者数と学外来館者数を
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示した。日曜開館における入館者の平均は149人，

学外からの来館者の平均は8人となっている九

日によって利用者数に大きな違いはみられない。

4.2 貸出サービス

図1に示したのは，昨年度（平成8年度）の貸

出冊数を利用者別にみた割合である。日曜開館で

は， 32日幻で計3,502冊の貸出を行っている。利

用者別にみると教職員 3,063間（87.5%），学部

生 153冊（4.3%），大学院生286冊（8.2%）と，

教職員に対する貸出が9割近くを占め，学部生，

大学院生への貸出はわずかであることがわかる。

平日と比較すると，特に学部生への貸出が少ない

ことがわかる。また，貸出のほとんどを占める

教職員のうち，勤務先が鹿臆義塾大学病院以外で

ある，もしくは開業医であるなどの理由から平日

の利用が少ないのではないかと考えられる三四会

員叫への貸出については，平日と比べてきわめて

多いという結果は得られなかった。

4.3 復写サービス

医学分野において学術雑誌は最も重要な情報源

であり，当センターにおけるサービスのなかでも

掲載論文の入手を目的とする文献被写に対する需

要が非常に高い。当センターにおける複写サービ

スは利用者の申し込みに応じて職員が複写するオ

ペレータによる複写の形式をとっている。そのた

め出勤者が3人の日曜開館においては複写サービ

スの申し込みが多ければ多いほどそちらに労力が

割かれることになり，利用者にとっては所蔵臨乱

検索サービスの補助などその他のサービスの質に．

出勤者にとってはその日の業務の忙しさに影響を

及ぼす結果となる。図2は過去5年間の日曜開館

における櫨写枚数について月別の傾向を示したも

のである。櫨写枚数は，5月， 7月， 10月， 11月，

l月で多い傾向にあり， 4月， 6月， 12月は比較

的少ないことがわかる。表3に同じく過去5年間

の日曜開館における複写枚数の統計を示した。職

員の間で忙しさの目安とされる被写枚数が1,000

枚を超える臼が平成3年度には5日であったのが，

平成6年度には13日，昨年度（平成8年度）には

18日と年々増加している。こう した数字から年々

櫨写サービスはその忙しさを増していることがわ

かる。特に昨年度はそれまで3万枚前半であった

-42 

表 1 過去5年間における年間開館日数および日噂

開館回数

開館回数／年度 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年

年間（日） 325 323 315 319 323 

日曜（日／内数） 37 42 41 37 42 

表2 平成9年度日曜開館入館者数および学外入館

者数

月 日 入館者 学外者 月 日 入館者 学外者

4 6 118 4 6 I 152 8 

13 119 4 8 157 10 

20 169 12 15 
ー＝

8 

27 150 9 22 180 12 

29 151 9 

5 4 休館 休館 7 6 157 ＊ 

II 140 8 13 148 7 

18 148 6 21 154 10 

25 ＊ 10 27 142 ＊ 

~ 計 2,085 117 

平 絢 148. 9 8.4 

傘は記録漏れなどにより不明

表3 過去5年間の日曜開館における後写枚数

複写校数／年度 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年

合計（紋） 30,485 33,478 34,133 33,957 44,489 

平均（枚） 762.1 816.5 875.2 917.8 1,059.3 

I，脱却枚以上の日数 8日 9日 13日 13日 18日
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平成8年度利用者別貸出統計図1

複写枚数（単位。枚）
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年間複写枚数が4万枚， l日の平均複写枚数も

1,000枚を超え近年にない忙しさだったことがう

かがえる。ちなみに今年度（平成9年度） 4月か

ら7月の 4か月間における日曜開館（開館日数16

日）では，槙写枚数が1000枚を超えた日は 2日し

かなく， l日の平均複写枚数も 750枚と現在まで

のところ過去5年間と比べるとその数は非常に少

ない結果となっている。また，その4か月におけ

る利用者別の申し込み件数を調査したところ，半

数以上が三四会員を含む学内者であった。ただし，

学外来館者による申し込みは35%を占め， Bによっ

ては三四会員を含む学内者の申し込みを上回るこ

ともあった。学内者の申し込みに占める三四会員

の割合は平均して20%程であるが，日によってか

なり違いがみられた。

5.利用状況について

休日開館ということで，平日には来館が難しく

利用が少ないと思われる三回会員および学外来館

者による利用が多いのではないかと予想していた。

しかし，実際に貸出，複写サービスともその利用

の多くは普段から当センターの利用機会をもっ学

内者によるものであった。これは学内者に平日，

休日にかかわらず必要なときに図書館を利用した

いというニーズが存在し，開館時間など細かい点

は除いても当センターがそれに応えているという

ことを示している。先日，医学部の学生と話をす

る機会を得たが，来年医師国家試験を控えており

この秋からは図書館にこもる日が多くなると話し

ていた。資料があるだけでなく静かで集中して勉

強ができる場所としての図書館に対するニーズが

そこにはある。今回は行うことができなかったが，

実際に日曜開館にどういった利用者が，どういっ

た利点を感じ，どういった目的をもって利用して

いるのか，またどういった要望をもっているのか

アンケー卜調査を行うことにより，数字のうえか

らではわからない点も含め，今後のサービスを考

えるうえでより参考となるデータが得られるので

はないだろうか。

6.おわりに

利用者が図書館に対して常に求めるのは必要な

時に必要な情報をより容易に入手できる環境・サー

ビスである。これまでの時代は，可能な限り長時

間開館することにより図書館が所蔵する資料への

アクセスを保証することが重要なサービスであっ

た。当センターにおける日曜開館もそうした要求

にこたえるものである。今後， さらなる利用機

会の拡大として，既にいくつかの大学図書館な

どで行われている時間外の無人開館および24時

間開館S川 が考えられる。また，現在，既に利用

者側の環境さえ整えば図書館を訪れることなく

OPACで所蔵確認ができ，必要な情報を得るた

めに MEDLINEが検索できる時代においては，

一次文献入手の即時性がこれまで以上に強く要求

されるはずである。開館時間の延長による利用機

会の拡大だけでなく，そうした要求に応える，対

個人へのドキュメントデリパリーサービスや，オ

ンラインジャーナルなどネ ットワークを介して利

用できる情報へアクセスできる環境の早期実現が

望まれる。

注

1) 第11次医科大学附属図書館統計．医科大学附属図

？館協議会．昭和16年

2) 入館者数は無断持出防止装置であるブックディテ

クションシステムのカウン卜数，学外来館者数は

「学外来館者名簿」記入数による。そのため学外来

館者数については複写申し込み伝票などからも確

認できるように実際にはこの平均を上回っている。

3) 実際は， 42日開館しているが，メンテナンスのた

めKOSMOSが停止している第3土曜日の翌日

の日曜開館日については貸出統計がなく，統計上

数字のある32日を対象とした。

4) 当センターでは，勤務先が腹路義塾大学病院以外

であっても，医学部卒業生の同窓会である三四会

の会員に対しては，資料の貸出や相互貸借なども

含め，学内利用者と同等のサービスを行っている。

5) 平成7年度日本医学図書館協会加盟館統計 （臼

本医学図書館協会， 1996）によれば，国公私立を

含む加盟する96大学の医学園舎館のうち， 13館

(13.6%）で時間外の熊人開館， うち 5館（5.2%)

で24時間開館が実施されている。また過去にいく

つかの実施館の報告が 「医学図書館」誌上にて掲

載されている。

渡部洋二 “24時間開館” 医学図書館. Vol. 

40, No. 1, p. 367-368 (1993) 

佐々 木国明． “本医学分館の無人開館の現状と
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図轡館管理運営上の課題”．医学図轡館.Vol. 44, 

No. 2, p.173-177 (1997) 

など
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6) “24時間開館について”． きたさとニュース No.

203, p. 9 (1996) 

「一一一一一一 一 一 一 －（ 小展示h ース

く医学メディアセンター〉

1. 常設展示

（於 北里記念、医学図書館入口展示ケース）

平成8年

7月1日～9月30日

鹿膝義塾情報スーパーハイウェイ

一信濃町地区運用開始一

10月9日～10月31日

今夏 Berlin, Wiirzburg訪問時に収集

・日本医療の翠明期 （鎌倉時代）

5月6日～6月30日

日本医学史に登場する古医書第3部

－大陸医方受容の時代

第 1章中国医学の変遷（その 1)

7月1日～8月31日

日本医学史に登場する古医書第3部

・大陸医方受容の時代

した史料 －Rontgen記念室・Siebold 第2章 中国医学の変遷（その 2)

I 博物館（Wiirzburg),Robert Koch研

究所 (Berlin) 2. 特別展示

! 11月5日～12月29日 平成9年 1月6日新年祝賀会展示

｜ 日本医学史に登場する古医暫第 l部 （於新棟11階会議室前）

｜ ・日本医療の繋明期（平安時代まで） ・卒業記念写真帖 2回， 34回， 39回，

｜ 平成9年 66回一69回， 71回生の写真帖

i l月6日～ 1月31日 平成9年6月12日第66回北里記念式展示

I ANATOMIA～ダ ・ウ’インチから解剖図 （於北里講堂ロビー）

， 譜の歩み～ -preview ・「終始一貫」北里柴三郎l 2月10日～4月30日 ・「北里柴三郎記念室」ご案内 ！ 
日本医学史に登場する古医書第2部 （北里大学） i 

t一－一一 一一一一－一一一－一一一一 一
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湘南藤沢メディアセンターにおける

利用実態調査プロジェクト報告

1.はじめに

湘南藤沢メ ディアセンター（以下当館とする）

では1996年7月，利用実態調査プロジェク卜を立

ち上げた。これは，開設以来6年を経過したこと

を期して，蔵書内容と利用実態を調査することに

よって蔵書構成を見直し，その結果を今後の蔵書

構築に役立てようという 目的で行われたものであ

る。メンバーは閲覧担当2人，収書 ・目録 ・雑誌

の各担当，それにそれらの業務を統括する謀長の

6人で構成された。

分析対象は KOSMOSから抽出した 1995/1996

年度分の図書，雑誌（統計書を除く）の蔵書と貸

出データである。方法としてはまず日本十進分類

法に基づいて主題別に蔵書を把握し，次に利用実

態を主題，利用者の所属別に把握し，その上で蔵

ltと利用を関連づけて分析する，そして最後にこ

うした分析結果をもとに，今後どう対処するべき

かを検討するというものである。

紙面に隈りがあるため，ここでは1996年度分の

図書のデータの分析結果の概略を報告する。

2.蔵書分析

当館の蔵書数は1997年3月現在図書 171,976冊

製本雑誌41,061冊の計213,037聞である。 1996

年度の増加冊数は．図書と雑誌の合計で蔵替の約

Hf1J強の 23,000冊であった。

蔵書構成をみると，和図書45%，洋図書36%,

和雑誌11%，洋雑誌8%で図書が圧倒的に多く，

洋図書の割合は三田メディアセンターの次に多い。

当館では雑誌のパックナンバーが少ないために

雑誌の比率は少ないが，カレン卜タイト Jレ数は，

2,653タイトルある。

す吉 やま よし

杉 山 良 子
（湘南藤沢メディアセンター係主任）

一般書の主題別の蔵書構成が図 lである。割合

でみると社会科学が41%と録多で，中でも経済学

は全蔵書の16%を占める。次いで，歴史9%，総

記8%，政治，社会学，工学，文学が同率の 7%

となっている。社会科学の他には総記と工学に含

まれるコンビュータ関係の蔵書が多L、。これは湘

南藤沢キャンパスの2学部（総合政策学部，環境

情報学部）の傾向を顕著にあらわしている。また，

情報科学，通信工学，各国事情などのいくつかの

主題では，洋書が和書の蔵書数を上回っている。

題別の最後の文庫という項目は， 当館独自の

書架分類であり，新書 ・文庫を主題分類せず， 一

括配架するためにつけているものであり，全蔵書

の4% （和書の 7%） を占めている。

出版年別に蔵書の割合をみたものが図2である。

基本的には現在の出版流通で入手できるものを収

害対象としているため，1985年以降出版のものが

59%を占め， 1990年の開設以降出版のものは37%,

最近2年間に出版されたものは11%にも上る。

主題別に出版年ごとの比率を調べたものが図3

である。工学分野では1990年以降に出版された図

書が約半分を占めており，さ らにその中を網目で

調べると，都市工学 ・環境工学，建築，通信工学

などが特に多し、。これらの主題は授業と密接な関

係にあり，特に大学院のプロジェク卜科目と呼ば

れる共同研究の科目との関連が大きし、。また自然、

科学の内訳では，数学，医学が多く，数学は出版

点数が多い主題であること，医学は純粋医学では

なく，厚生行政やエイズ関係の図書が多いことに

よると思われる。
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3.貸出分析

当館の貸出の大半は和書であり，洋書の貸出は

極めて少なし、。蔵書の和洋の比率が56: 44であ

るのに対して，貸出の和洋の比率は92:8となっ

ている。貸出間数を主題別にみたものが図4であ

る。一般的には蔵書と類似の傾向にあり，社会科

学が44%と段多で，そのうち経済学が半分を占め

る。あとは工学が11%，総記9%，政治8%，社

会学，自然科学が7%と続く。しかし，歴史， 語

学，文学では蔵書の割合に比べ，貸出の割合が半

分くらいと少ない。

貸出された図書を出版年別にみたものが図5で

ある。最も多いものは1990-1994年で貸出の43%

を占め，1985年以降の過去12年間に出版されたも

のだけで全体の83%を占めており，新しいものの

利用が圧倒的多数であることがわかる。

さらに，主題別に出版年ごとの貸出比率を調べ

たものが図6である。主題別にみても， 1990年以

降の図書の貸出が半分を超えているものが多L、。

情報科学がその多くを占めている総記では80%を

越えている。工学は60%であるが，網目で調べて

みると，通信工学などは， 1990年以降の図書の貸

出は90%以上を占めていた。これは自然科学分野

だけでなく社会科学の分野においても同様の傾向

にあり，これも網目で調べてみると政治，経済な

どの主題において70%を越えていた。

利用者別に貸出をみたものが図7，図8である。

総合政策学部の学生の貸出数が断然多く，社会科

学，しかも，経済，政治，社会の3主題に集中し

ている。一方，環境情報学部の学生の貸出も社会

科学が一番多いが，貸出の主題は多岐にわたって

おり，総記，哲学，自然科学，工学，芸術の5主

題において，その貸出数は総合政策学部をわずか

ながら上回る。また，環境情報学部の学生と政策 ・

メディア研究科（大学院）の学生の貸出傾向が似

ていることも特徴的である。 一般に総合政策学部

の学生が社会科学を中心に図書をよく利用してお

り，環境情報学部の学生はあまり図書には依存し

ないが，様々な主題を平均的に利用していること

がうかがえる。

4.蔵書と貸出の相互分析

貸出数を蔵書数で割って利用率を計算したもの

（これを蔵書回転率とする）を尺度として蔵書と

貸出の相関関係をみたものが図9である。

貸出冊数が閉じ主題であっても，その蔵書数が

少なければ回転率は高く なり，多ければ低くなる。

図書全体の回転率の平均がo._45であるのに対し

て和警が0.74，洋書が0.08と洋書の回転率が極

めて低い傾向がある。また文庫の回転率は 0.69

と平均を上回っており，文庫の一括配架が利用し

やすいことを示している。回転率のトップは工学

で1.3，次が社会科学の0.94, 3番目が総記と産

業で0.92となる。産業が高いのはマーケティン

グ，貿易，運輸，通信産業等の主題の利用が多い

ことによる。また，芸術の回転率がその次に高い

ことも特徴的である。

網目で調べると， 和書の回転率が 1を越えるも

のが26主題もあり，その主題は多岐にわたってい

る。 トップの情報科学とイタリア語の回転率は2

を越え，都市工学 ・環境工学，南米史，通信工学，

心理学がそれに続いている。体育，音楽が lを越

える回転率である ことは， レポート作成との関係

が大きいと思われる。

次に回転率を出版年別に調べてみると， 出版年

が新しくなるにつれて利用率が高くな り，特に

1985年以降の利用率が激増することが図10でわか

る。また全体の59%を占めている1985年以降の蔵

書で貸出の83%をカバーしており，新しい図書に

利用が集中している状況が読み取れる。

貸出回数の多い図書の内容を個別に調べてみる

と，教員著作やコンピュータの入門書が圧倒的多

数であり，また授業やレポート作成とも密接な関

係がみられる。当館では授業シラパスに掲載され

た関連図書を蔵書と して購入しており，それらの

集中的利用を確認することができる。これらの中

で貸出回数が最高の図書は年間18回を数え，複本

購入のものは，年間57回にも上った。こうした状

況から当館が学習図書館と して効果的に利用され

ている側面を知ることができる。
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5.今後の展望

今回の利用実態調査ではじめて当館の蔵書と利

用についての現状が明らかにされた。これは，こ

の時期になってようやくその余裕ができたからで

あり，同時に，書庫スペースの余地が減少し，今

後の蔵書構築を考えるにあたって，早急に資料の

利用状況を分析する必要があったからである。こ

れまではふやす一方の蔵書構築であったが，これ

からはスペースを意識し利用実態に則した蔵書

構築を考えなければならなし、。

新刊蓄を基本とした従来の選書 ・収書体制につ

いては， 1985年以降の出版物で利用のかなりの部

分をカバーできていることがわかり，当館では今

後も過去10年から15年程度の新刊曹を中心とした

蔵書構築を維持することが重要であることが明ら

かになった。しかし一方で，個々の主題ごとに利

用率を調べたところ，利用率に極端な差があり，

主題によっては，蔵書を見直す必要があることも

わかった。また，利用率が極端に高い主題につい

ては，蔵書不足によるものか，または複本購入の

強化が必要なのかを調査し， 今後適切な対応をし

ていかなければならないであろう。

これまで学部学生は，他地区にある蔵書の現物

取り寄せができず直接行って貸出を受けていたが，

今年の夏からは図書の現物ILLが開始され， こ

れによって，学生が簡単に，手軽に所属する地区

以外の蔵曹をも利用する ことができるようになっ

た。これは本塾としては画期的なことである。こ

うした運用上の新たな展開をうけて，これからは，

限られた空間，限られた予算の有効利用のために，

各メディアセンターが個性ある蔵書構築をしてい

く必要があるだろう。そしてさらに将来的には，

各メディアセンターが相互に協力しあって蔵書の

分担収集，分担保存をも思慮に入れていくべきで

はないだろうか。

i一一一一一一一一一一 （小鹿示ニュース

！＜三田メディアセンター＞

i平成8年

I l即 日～聞 2月2日～5月20日

． イコノロジ一入門イコノロジーの先駆者 小泉信三展 一没後30周年記念－

平成9年

l チエザーいリーパい叫を中心 5月21日 月 9日

にして 江戸時代の名所絵図

I 10月21日～11月6日 6月10日～7月9日

｜ おもちゃ絵展： BonnCollectionより 平成8年度新収稀観書展

I 11月27日～12月24日 7月10日～23日

i NIPPONへのまなざしーシーボルト生誕 江戸時代の名所絵図

I 200年一 7月24日～9月30日

教科書に見る日本の古典

l一一一一一一一
-50-



MecliaNet No. 5 (1997. 10) 

γ一一一－一一一一一一”＜ティールーム〉町一一－一一一一一一..-.. , 

に描いており，とても「棚からぼた餅」を食べて喜 I 

んでいられるような心境にはなりません。ただ．悲 i 
！ 赤い蓄積ソースはチョコレート味？ 劇的な結末を含め．その語り口には独特の味わいが ！ 

あり，m昨日ントリオール映画祭でグランプリ I 

I 山本純 一 輪にご…のはキューヒメキシコ＝スベ ：

を獲得しました。I やま らと じ川いら

イン合作『議とチョコレート』 (19回年 トマス ・

グティエレス ・アレア監督）です。 これは原題 I 
I 赤い茜薮ソースといっても料理の話ではありませ “FRESA Y CHOCOLATE”をそのまま訳した I 
i ん。ラテンアメリカ映画の「味のある」題名にまつ ものです。この議とチョ コレートというのはアイス i 

わる話をしたいのです。 クリームのことで，惑のアイスを好む男性はホモセ ． 
I 最初は日本でも数年前に大ヒ y 卜したメキシコ映 クシャル，チョコレート昧を好む男はマ yチョであ

I 画『赤い茜議ソースの伝説』 (1992年 アルフォン るという含意があります。ハパナにある有名なアイ

ー ソ・アラウ監督）です。時代はメキシコ革命前後の スクリームの店で，惑のアイスが大好きな芸術家の i 

1 20世紀初頭、米国との国境近くに住む女系農国家族 中年男性とチョコーのアイスを注文した若い男 ： 
の歴史を描いています。女農園主の世話をするため 子学生が出会うことで物語が始まります。キューパ I 

I に結婚を許されなかった長女の得意とする料理が， という厳しい管理社会を背景に，最初はこの男色芸 ！ 
i 赤い輔の花びらを餅に使ったソースでした。ォー 術家に好奇心で近づいていった学生も，次第にその i 

i プンで焼いたyグミにかけるそのソースは官能的な 自由な思想に共札最後には圏外追放となる芸術 i 
味わいで，催淫効果があるとのことです。 家と「男」の友情を見いだすという筋立てです。

I この映画の原題は“COMOAGUA PARA 私はこの夏，学生諸君といっしょにメキシコ研修

I CHOCOLATE”といって，霞訳すると 「チョコ 旅行に行きますが，その帰りには一人でキューパに I 

' トト（ココア）用の水のように」という耕です。 寄ります。隅館通いの合間を見つけて，映画の舞 i 
AGUAは水ですが，ココア用の水とはココアを溶 台となったアイスク リーム店にも行ってみたいと考 I 

I かすための沸騰した熱いお湯のことです。そして えています。そのとき議にするか，チョコレートに I 
！ 「ココアに使う沸騰したお湯のように」とは，意訳 するかはまだ決めかねています。 I 
ー すると「てんやわんやの大騒動Jとなります。この

！ 原題のとおり，主人公は波測万丈の生涯をおくりま ！ 
！ す。ちなみにこの映画はフランスでは『情熱のスパ （追記） SFCメディアセンタ ーにも上記映画のピ I 
I イス』という題で上映されたようですが，この映画 デオがあります。興味を持たれた方はぜひラテンア I 
I を撮った監督の夫人で原作者でもあるラウラ ・エス メリカ映画の不思議な魅力を味わってください。 i 

キベルは，日本の題名がいちばん気に入ったとイン (1997年7月18日記） I 

I タビューで諮っています。 （環境情報学部助教授） I 
I 原題と邦題が異なるもう一つの例として， べ I 
I ルー＝スペイン合作の r豚と天国』（別9年フラン q i 

シスコ ・ロンパルディ監督）があげられます。確か ら

i にこの映画には，借金のかたにとった豚ゃ，大理石 ,f ~－任、 i 
＼＼.、 可・z，、よJ ， I づくりの立派な墓を建てて，天国に行けることを夢 、ふv -J.,...rJ i 

i見ている老夫婦が出てきます。ところがスペイ ン語 一山し 、
量（ ¥¥r-、、 i

のタイトルは，“CAIDOSDEL CIELOぺつまり _, ！轟.. JE, ーデ、E : 
i 「天から落ちてきた 」で，日本語に意訳すれば - ,J、副可~ I 
! 「棚からぼた餅」になります。しかし， このタイト ~ ~’ i 
iルとは裏腹に，映画は悲惨なペルーの現実を寓話風 ーも w 司 I 
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医学図書館の分担収集・分担保存と

医学メディアセンターの現状

1. はじめに

図書館が利用者の要求する情報を提供するため

には，あらゆる資料を所蔵してし、かなければなら

ない。しかし単一の図書館では，資料を購入する

予算や閲覧保存する場所に限界がある以上それは

理想にすぎない。近代図書館は，相互貸借，分担

目録作成等に代表される図書館協力活動によって

発達してきた。日本の医学図書館では，一次資料

の相互貸借システムの整備によ って資料利用にお

ける図書館協力は確立されているが，資料を収集・

保存するうえでの図書館協力は， うまく機能して

いない現状がある。

慶臆義塾大学医学メディアセンター（以下，医

学MC）では，日本医学図書館協会（以下，JMLA)

関東地区医学図書館協議会（以下，関東区会）に

加盟し，図書館協力活動を行ってきたが，分担収

集 ・分担保存に関してはその普及が今一歩進展を

みなし、。そこで，「JMLA関東区会マイナー逐刊

物分担保存」という活動を事例にあげ，医学 MC

の現状を報告するとともに，その原因 ・問題点に

ついて究明する。

また，館種やネッ卜ワークの分野 ・地域を限定

しない分担収集 ・分担保存の可能性や電子メディ

アによって変わる可能性があるかを考察し，今後

の課題について論じる。

2.分担収集 ・分担保存の実情と問題点

2. 1 JMLA関東区会マイナー逐刊物分担保存

について

JMLA関東区会では，昭和56年11月に 「マイ

ナー逐刊物分担保存検討委員会」（以下，委員会）

を設置した。。
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マイナー逐刊物とは，「医歯薬学関係の業界誌，

PR誌，新聞，あるいは一定期間経過後は多 くの

館が廃棄している，あるいは廃棄したいと考えて

いる逐刊物」に仮に与えられた呼称である。委員

会では，関東区会加盟館（以下，加盟館）が継続

受け入れしている国内逐次刊行物の中から対象誌

60誌をリストアップした。アンケートによって各

加盟館の保存状況を調査し，検討の結果，雑誌34

誌，新聞20誌計54誌を分担保存誌（以下，分担誌）

として決定し，昭和57年から「マイナー逐刊物分

担保存」を実施することにした（表 1）。委員会

は，今後の運営についての事務局を加盟館が持ち

回りで担当することを決めた。また，マイナー逐

刊物として分担保存の対象になる資料が新たに発

行された場合の対応を以下のように決めた。

－各加盟館は3年ごとに新規に対象となるマイナー

逐刊物を事務局に報告する。

・事務局は追加マイナー逐刊物を選定し，現状を

含め見直しを行い，各加盟館に分担誌を割り当

て通知する。

その後，数回の見直しを経て，平成8年度マイ

ナー逐刊物分担保存実情調査のアンケー卜が行わ

れた。平成8年度現在，加盟館は42館であり分担

誌は91誌である。調査の結果，ほとんどの加盟館

(96%）が割り当てられている分担誌の保存を継

続していることが判明した。また，自館の分担誌

に対して複写依頼があったかを問う質問に「依頼

なし」の答えが大半であった（図 1）。

2. 2 医学 MCで行った廃棄について

医学 MCでも，マイナー逐刊物は今ま でなん

となく製本し保存していた資料である。表 1の誌

名の中で医学 MCがこの当時 (1982年）受け入

れ・保存していた資料は6誌であった。しかし，
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表 1 関東区会マイナー逐刊物分担保存館リスト (1982年）

誌名（雑誌） 分担館 誌名 （新聞） 分担館

I Chemical Times. 北里昭和 1 病院新聞 自治医歯
2 Creata. 埼玉医師 2 The D凹 tor 東邦 霊7

3 Digest of Digestive Di田a日 ． 日医順天 3 ドラ y グトピックス 中外
4 7ジサワ塗鍾 帝京杏林 4 医学界新聞 東大杏林
s I癌治療 ー今日と明日 ｜中外 国がん 5 医海時報 千葉日大
6 Glaucoma Review. 日医東医 6 医療と臨床検査 独協 日医
7 Hoechst Anesthesia News 独協償浜 7 医薬特信 中外 山之内
8 Hoechst Circulation News. 独協倹浜 8 Japan International Medical Tribune. 東医労研
9 Hoechst Diabe回sNews. 独協繍浜 9 Japan lnlernat10nal Medical Tribune. 東医労研
10 Hoechst Immuno・Review. 独凶繍浜 (Hospita Ed.) 
11 lnternat旧nalMedical News. 自治医師 10 環繍公害新聞 自治東大

12 E塗告E量基準顎墜墾
北皇 帝京 11 Medicament News. 群馬 東歯

12 日医ニュース 医師逓信!! I長三二 度鹿 昭和 13 日刊薬業 中外
15 Lab. Friends. 中外城幽 14 日本病院会ニュース 慈恵逓信
16 Literature Index. 千葉日医 15 日本薬業新聞 中外 山之内
17 Medical News 昭和北医 16 サンヘルス 日医防医
18 Medical Pharmacy. 日大国医情 17 都医ニュース 順天日総歯
19 Medical View. 懇恵 国医情

18 蓋薬薬盤事事強墾
崎玉国医情

20 Medico. 慈恵 宣ll<' 11鹿鹿 筑波
21 [Neue Informa. ｜自治局玉

19 I薬事日報
20 ーユース 昭和 :It里

22 Practice in Gerontology. 筑波防医
23 Pure Chemicals “Daiichi” 東邦鶴歯
24 Roche Review. 日医日松飽
25 サクラ X レイ写真研究 埼玉東海
26 安天眼科ゼ ミナール 埼玉東 海 ｜医学 MCが19畔 に
27 サトウ 日大東館 受入 ・保存をしていたタイ トル

28 ScQ療:e. 群馬慈恵
I a康 E巨大29 I診議事帳

30 東薬事報 埼玉医歯
31 和漢薬 東大北里
32 平日光純薬時報 日歯東歯
33 薬局の友 東女山之内
34 薬事新報 東女 北医

図1 自館の分担保存誌へ他館から複写依頼がありましたか（平成7年度中）
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分担保存が開始されても分担誌以外の3誌を従来

どおり受け入れ，保存を続けたのである。この時，

廃棄できなかった理由は，自館の利用者に対する

利用調査をする手聞を惜しんだこと，現状での学

術的価値を考慮した蔵書構築を行ってこなかった

こと，蔵書量によって図書館が評価されることに

対する不安から保存と廃棄の基準を暖昧にしてき

たからである。保存を相互に依存するこ とに意味

がある分担保存は，他館の分担誌について廃棄す

ることを同時に考えなければ，有効に利用してい

るとはいえない。

医学 MCでは，年々迫る書庫の狭障に対して，

今まで所蔵していた資料を廃棄するという策を講

じることはなかったが， 平成8年度実情調査のア

ンケートがき っかけとなり，所蔵雑誌の中で他館

の分担誌である 6誌について廃棄することにした。

手順として，廃棄処理をする前に，その資料の

分担館の所蔵を NACSIS-CATで調査し， 医学

MCの所蔵と照合して未所蔵分について要 ・不要

を FAXで打診した。寄贈希望を臨忍した館には，

資料に除籍印を押して送付し，重複 ・不要の分に

関して廃棄した。

また， NACSIS-CATの所蔵を削除し，ローカ

ル所蔵データの除籍と今後の受け入れについて最

新号のみ所蔵する管理に切り替え，廃棄処理を完

了した。

2.3 分担収集・分担保存の問題点

医学 MCが行った廃棄処理によって，分担館

へパックナンバーや欠号を補充することができた

が，今後は最新の数冊が一時的に保存されるだけ

で，時間の経過とともに欠号を補充するという協

力は困難になる。また全加盟館が自館の分担誌以

外のマイナー逐刊物を一切保存しないことになれ

ば，分担館にとっては，さらに負担が重くなり不

安である。

しかし，分担館以外は潔く廃棄することを考え

なくては，分担収集 ・分担保存を行う意味がない。

今後，他館の分担誌については必ず分担館に要 ・

不要の確認をして廃棄していくように心がけ，分

担収集 ・分担保存制度を確立していかなければな

らない。

一方，分担保存をするということは，同時にそ

の資料が欠号のないように収集する義務が発生す

る。マイナー逐刊物は寄贈される資料が大半であ

る。しかし，何らかの理由で届かなかった場合は，

こち らは分担しているので責任があるという勝手

な言い分は伏せて，再度寄贈を依頼する厄介な仕

事が発生する。マイナー逐刊物の分担条件に，

「割り当て資料が有料のものは敢えて購入するこ

とはしなし、」という取り決めがあり分担館の負担

を軽減しているが，購入誌であればかえってクレー

ムが容易である。この場合，どの館にも寄贈され

ている資料ならば，分担館が欠けている号の補充

を非分担館に依頼する権利があり，依頼された館

はその依頼を受ける義務があるのではないだろう

か。こういった取り決めをすれば，補充を依頼さ

れた非分担館の所蔵は欠号が生じて，必然的に保

存する気が失せてくるだろう。

資料の利用頻度を調査する場合に， 容易な方法

として図 1のような相互貸借の申し込み件数調査

があげられる。しかし，自館に所蔵があればわざ

わざ他館に申し込むことはない。 現状でこの方法

を使って正確な利用頻度を調査するのであれば，

他館の分担誌については， 自館に所蔵があっても

分担館に申し込まなければならなし、。この無駄な

作業を回避するためにも，他館の分担誌を非分担

館が所蔵していてはならないのである。

また，他館の分担誌であっても所蔵しているこ

とを総合目録に報告すれば同様のことがいえる。

文献複写を依頼する側にと っては，どこに申し込

もうと文献さえ入手できればそれが分担館である

必要はない。医学 MCでは，保存しているすべて

の雑誌所蔵情報を NACSIS-CATに登録 している

ため，他館の分担誌である資料の文献複写を依頼

されている可能性がある。つまり，「依頼なし」

が一概に利用が無かったとは断言できないのであ

る。

3.関連他機関との連機

研究 ・教育を目的と した大学図書館には，時間

が経つにしたがって利用の頻度が減少する資料の

保存スペースとともに，利用頻度の高い新しい資

料を置くスペースも権保しなければな らなし、。利

用頻度の減少した資料については，共同利用ので

-54-



きる保存図書館で保存され，確実な利用が保証さ

れれば，利用上有効なスペースを確保することが

できる。しかも分担保存という責務を軽減するこ

とができるだろう。

しかし，共同利用のできる保存図書館がすぐさ

ま現実化する見通しはない。そこで，従来から各

専門分野別に大学図書館が中心となって行ってき

た図書館協力を，他の組織や関係学協会と連携し

て進めることはできないだろうか。たとえば，医

歯薬関係の業界誌，PR誌あるいは，学会誌や大

学紀要など著作権の所有が明らかな資料に関して

は，発行元が責任をもって保存し，研究者へ情報

を提供する。インターネットによる情報公聞が普

及しつつある今日では，ホームページで資料を公

開することも可能だろう。これによって比較的容

易に分担保存の肩代わりができるのではないか。

資料の効果的な収集と利用，流通の促進，そし

て永遠の保存が保証されるには，従来の同館種に

こだわったネットワークをもう一歩広げて，学術

情報を提供する機関のネットワークを拡大するこ

とが必要である。

4. 電子メディアによって解決できるか

段近では，電子メディアとして CD-ROMなど

を媒体とした資料やオ ンラインジャーナルが出版

されている。電子メディアの資料は紙メディアに

比べ，資料自体はコンパク トであり，保存上場所

をとらなし、。しかし，現段階では， CD-ROMの

寿命は10-15年という説的があり永続性の面で

問題がある。オンラインジャーナルも発信には力

を入れているが，保存維持管理に関しての公式な

保証は得られていない。また，利用者へ提供する

ためには様々な機器が必要となり，その場所の確

保も迫られる。このことから，スペースセービン

グの意味で電子メディアの資料が紙メ ディアの資

料にとってかわることは考えにくし、。

一方，医学の分野では電子メディアの資料に対

する利用者の要求は多く，新しい情報の提供法と

して積極的な導入が望まれている。「場所の制約

を受けずどこからでも利用可能」であり，「検索

や複製が容易」であること，「同ーの資料を復数

の人が同時に利用できる」などの歌い文句は，多
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忙な医師にとって魅力的である。また， 音， 映像

による資料が古くから出版されていたことを踏ま

えて， パソ コンでテキス卜と音や映像が同時に表

現できる点，そして何よりも外国出版物の情報が，

紙メディアの資料が図書館に到着するよ りも速く

入手できることが最大の利点である。このことか

ら利用頻度の高い資料については，電子メディア

の資料も所蔵してし、かなければならないだろう。

しかし，オンラインジャーナルの利用について

は，利用できるユーザー数を限った契約は存在す

るものの，誰でも利用できるようにするためには

著作権の問題をクリ アしなければならなし、。 そこ

で，学術情報を研究者に提供する目的で著作権者

が図書館と契約するオンラインジャーナルに関し

ては，国がその著作権者の利益を保証する制度を

設けてはどうだろうか。実現すれば，ユーザー数

を拡大した契約を図書館に安価で販売することも

可能だろう。これによってオンラインジャーナル

を自館の利用者以外でも利用できる体制が整えば，

ある雑誌のオンラインジャーナルを分担した館は，

その雑誌の最新情報の提供を分担することになり，

他館はその雑誌の紙メ ディアの資料を永久保存す

ることを分担する。これを相互に行えば，メディ

アの違いによる分担収集 ・分担保存も可能である。

医学図書館においては，紙メ ディアの利便性や保

存性と電子メディアの速報性や柔軟性を使い分け

ることによって分担収集 ・分担保存をとらえる考

え方も必要ではないだろうか。

5.おわりに

分担収集 ・分担保存は，各館の状況によって資

料の収集基準や収蔵量，他館との関わり方が違い

図書館協力のなかでも標準化が難しい。しかし，

自館に所蔵しなくてはという考えを捨て，増えつ

づける資料に対して，図書館界全体での積極的な

蔵書構築を考えていかなければならない。流動的

な情報としての資料，固定的な資産としての資料，

あらゆる媒体の資料を本気で分担収集 ・分担保存

することを実行に移す時がきたのである。インター

ネットによってあらゆる情報が容易に入手できる

時代だからこそ，資料の欠号補充，製本作業や百

庫移動に体力と時聞を奪われ，これからの図書館

-55-



MediaNet No. 5 (1997. 10) 

が何をすべきかを見失わないよう，まずは分担収

集 ・分担保存の実行である。

注

1) 山崎美智子．“関東地区会におけるマイナー逐刊

物分担保存について＼医学図書館 Vol. 29, 

No. 4, p. 433-435 (1982) 

2) 島村隆夫．“図書館サービスは今後どうなるか”．

びぶろす. Vol. 46, No. 2, p. 5-8 (1995) 

参考文献

1) 日本医学図書館協会中国四国部会． “中国四園地

区におけるバックナンバーの分担保存制度”．医

学図書館. Vol. 38, No. 1, p. 17-21 (1991) 

2) 牛崎進．“資料廃棄論一立教大学図書館の事例と

私立大学図書館協会の新規事業の意義一’＼情報

の科学と技術. Vol. 45, No. 2, p. 74-79 (1995) 

3) 布施芳一 “大学図書館における資料の廃棄と保

存一桐朋学園大学の場合一”．情報の科学と技術．

Vol. 45, No. 2, p. 85-88 (1995) 

｜く日吉メディアセンター＞

｜平成8年
｜附 1日～21日

， 資料にみる横浜～神奈川県 コーナー紹介～

i l山 日～30日 4月4日～30日

食文化探訪～メディアを通して～ 福津諭吉を味わう

I 12月2日～悶 5月6日～31日

｜ 「三国志」の世界 新聞のすすめ

｜平成9年 6月2日～30臼

I 1月 間～2月 四 色彩の世界

I 作家の手稿 7月1口～9月30日

l. ～「複製 ・近代文学手稿10岨～（第1期） 東と西の世界最初の印刷物 一

2月24日～3月31日

作家の手稿

～「複製 ・近代文学手稿100選」～（第2期）
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10回目を迎えた慶慮義塾図書館貴重書展示会

1.はじめに

慶臆義塾図書館主催の日本橋丸善における貴重

書の展示会は，平成9年1月開催の「ANATOMIA

～ダ ・ヴインチから解制図譜の歩み」で， 10回目

を迎えた。ここで，これまでの展示会のテーマや

内容を概観し，毎回作成しているダイレクトメー

ル用の絵はがきを写真で紹介することにした。

2.第 1回目の開催の経緯

初回の「キャクス卜ンとアーサー王伝説」展は

「マロリーの 『アーサーの死』出版 500年を記念

してJというサブタイトルのもとに，昭和60年7

月15日から23日まで開催された。展示目録の前書

等には，その年がサー ・トーマス ・マロリーの

「アーサーの死」がウィリアム ・キャクストンに

よって出版されて500年目にあたり，英米では関

係するシンポジウムや展示会が開催されているた

め，是非，慶臆義塾図書館でもこのテーマで・所蔵

資料を展示したいという関係者の熱意によって実

現したことが記されている。この展示会ではキャ

クス卜ンの印制物のオリジナル7点をはじめ，キャ

クストンの印刷物のフ ァクシマイ ル版，キャ クス

トンに関する研究書多数，さらに，マロリーの初

期の刊本のフ ァク シマイル版， 1634年以後のオリ

ジナル版，マロリーに関する研究書，その他アー

サー王文学関係の資料等合計175点が展示された。

また，会場ではこの展示会の企画 ・監修者であっ

た高宮利行文学部教授によるギャラリートークが

行われた。

3. 2回目以降のテーマと内容紹介

第2回目は平成元年11月に「書物に見る西欧哲

学 ・科学思想、の流れ」というテーマで行われた。

みや 吉

宮木さえみ
（三田メディアセンタ一課長）

展示資料はシュメールの粘土板文書のレプリカに

始まり，ユークリッド「幾何学原論」の1482年の

ヴェネティア版， ダーウ ィンの「種の起源」の初

版本まで，西欧の哲学，科学思想が著された約

120点であった。また，会期中には大江晃文学部

教授他による 3回の講演が行われ，以後，講演会

が定例となった。

第3回目は平成2年 1月の 「資料に見る日本食

文化と食養史」である。福津諭吉の食養に対する

関心の強さを示す 「西洋衣食住」をはじめ，鹿臆

義塾の食養への啓蒙活動を示す資料，また，昭和

54年に寄贈を受けた「魚菜文庫（旧称石泰文庫）」

等113点の展示であった。

平成2年4月には湘南藤沢キャンパスの開設を

記念して「広重 ・東海道錦絵 日本橋より藤沢 ・

箱根まで」展を開催した。これは第4回にあたり，

高橋誠一郎浮世絵コレクションを中心に広重の東

海道錦絵72点を展示したものである。

第5回は「驚ぺンから印刷機へ一一目で見る西

洋写本文化と印刷文化」展で，平成3年11月に開

催された。この時は例年の丸善の協力だけでなく．

ミズノ ・プリンティング ・ミュージアムの協力も

得，中世ヨーロ ッパにおける写本文化から印刷文

化への移行の諸相をたどることをコ ンセプトに約

110点を展示した。さらに，ワークショップとし

てカリグラフィーの実演も行われ，大好評であっ

fこ。

第6回の展示会は慶臆義塾図書館の開館80年を

記念して，「和漢書善本百選Jと題して平成4年

11月に行われた。この時は図書館だけではなく，

鹿臆義塾大学附属研究所斯道文庫の協力をあおぎ，

中国 ・朝鮮の旧刊本，日本の古写本，旧刊本等を

100点余り展示した。

第7回は平成5年11月に「高橋誠一郎 旧 蔵 古
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版西洋経済書展」と題して行われた。慶臆義塾大

学名誉教授であった故高橋誠一郎氏の旧蔵書が慶

謄義塾図書館に寄贈され，その整理が終了したた

め， トマス ・モアの「ユートピア」をはじめ，ア

ダム ・スミスの「国富論」など重商主義期の古版

西洋経済書約130点を展示した。

第8回は平成7年2月に「理性の夢～図版と文

字で読むフランス18世紀～」というテーマで行わ

れた。展示目録のカラー挿絵にも使われているク

ラーマーの「世界三地域珍蝶類」やゲスナーの

「動物誌」等図版を多く収めた貴重な古版本が約

130点展示された。

第9回の展示は「広重 『東海道五十三次』錦絵

展」で，平成 8年 2月に開催された。第 4回の

「広重 ・東海道錦絵 日本橋より藤沢 ・箱根まで」

の時の展示品であった保永堂版以外の比較的一般

には知られていない「行書東海道」や「隷書東海

道」「狂歌人東海道」などのシリーズから約 114

点が展示された。広重の錦絵の美しさと解説の酒

脱さの故か，この時の展示目録も人気が高く，会

期終了後も入手についての問い合わせが集中した。

記念すべき第10回目は冒頭に述べたように解剖

学をテーマに「ANATOMIA～ダ ・ヴインチから

解剖図譜の歩み」という題で平成9年2月に開催

された。この展示会はテーマがこれまでと違って

地味なものであったが，展示資料は和も洋もと多

岐にわたり，北里記念医学図書館（医学メディア

センター） の協力を得て，近世ヨーロ ッパから明

治前期までの解剖図譜，図像など，約80点を展示

した。

4.おわりに

このように第l回目の「キャクストンとアーサー

王伝説」展から順次，テーマや絵はがき，展示目

録を振り返ると，この展示会が徐々に形を整え，

発展してきたことがわかる。初回の展示目録は詳

しい解説と展示資料のリストで構成されており，

まだ展示資料の写真はない。開催日の年度も記さ

れておらず，そもそも 「第 l回…」 と銘打たれて

いないところに，このように毎年毎年行われるよ

うになるとは想像もしていなかったことがうがが

われる。 2回目以降は展示目録が上質紙になり，

展示資料の写真と詳しい解題が付くようになった。

また，会期中に講演会を催すようになったのも 2

回目からである。

この丸善における貴重書展示会の発展の陰には

貴重書担当の尽力は言う までもなく，監修者とし

てコンセプトの提案から展示資料の選定，解題の

作成などに貴重な時間を割いて協力してくださる

教員の方々と，毎回協賛という形で，会場の提供，

広報 ・宣伝を引き受けてくださっている丸善株式

会社の強力なノイックアップがあることを忘れるこ

とはできない。

今年度も第11回の展示会が「日本中世印刷史」

というテーマで 1月末に開催される予定で，すで

に準備に入っている。今回は展示目録の一部を

WWW上に公開することも検討されてお り， こ

の展示会が新たな発展の段階をとげようとしてい

ることを暗示しているようである。

重喜考文献

1) 丸善株式会社広報宣伝部一同．“慶慮義塾大学展

示会に際して”.KULIC. No. 25, p. 58 (1991) 

2) 小湾恒二．“三田における資料展示の流れ”.KU-

LIC. No. 26, p. 49-52 (1992) 

3) 白石克． “広重東海道五十三次錦絵を読む”.KU-

LIC. No. 24, p. 52-58 (1990) 

4) 白石克．“続・広重東海道五十三次錦絵を読む”．

KULIC. No. 25, p. 59-『67(1991) 

5) 山下光雄．“「資料にみる日本の食文化と食養史」

展にあたって” KULIC. No. 24, p. 49-51 

(1990) 
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γ一一一一一一叫＜スタッフルーム ：私のコレクション＞一 一 一“一一一－一寸

i 道

某デパートで「米寿記念東山魁夷展」が催された時 ！ 
のことである。 13年ぶりに唐招提寺の襖絵が一般公 i 

関されるということで，平日なのに会場はとても賑 i 
わっていた。

会場に足を踏み入れるとまもなしあの 「道」が i 
I むら た ゆみこ あった。もう何度も見たことのある作品だ。でもな ！ 
I 村 田 優美子 ぜだろう，その日はすぐにその絵の前を離れられな t 

かった。 他に何もない，ひとすじの道。その道を見 ; 

ているうちに，それまでの23年間と，これから続く き

I 初めて出会ったのは，たしか私が高校生のとき。 であろうそれ以上の長い年月に思いをはせた。突然 ！ 
I あまりにも有名なその作品は，国語の教科書の表紙 広くて何もない所にたった一人で、立っている気分に I 
I になっていた。東山魁夷の「道J。教科書には画伯 なった。これから先，私の前にはどんな道が開かれ I 
． の随筆も載っていて，「風景は心の鏡である」とい るのだろうか。どれくらい長い道なのだろうか。ど ． 
i うフレーズがあったのを記憶山る。 ん

その後’ g1Jの作品を見る機会があり，それまで見 か．．0 

！ たこともないような清々しい青色と， 「魁夷Jとい その時は就職してまだ4ヶ月目。 一人前になった

I ぅ，芸術家にしては少し厳しい響きの名前を覚えて つもりでうれしくて夢中で走っていた私は，その時

I いった。 立ち止まったのだ。 一人の大人としての自由と責任， I 

i 見たこともない風景なのに懐かしいようでもあり， それまで私を支えてくれた人への感謝の気持ちと孤 ； 
荘厳な雰囲気をたたえつつ暖かさがある。心がすーっ 独感，懐かしさと漠然とした未来への不安。そんな き

！ と軽し透明になっていくような気持ちになる。特 ことがいっぺんに浮かんできたら，思わず涙が出て I 
I に絵画鑑賞が趣味というわけではないし，日本画の きてしまった。こわくて嬉しくて淋しくて，涙が止

i こともよ く知らないが，シンプルな構成と微妙でや まらなかった。絵の前を離れたくなかったけれど， i 
i わらかな色合いの画伯の絵がとても好きになった。 さすがに恥ず‘かし くなってその場を離れ，その他の i 

た、からといって，私などが何万円もするリトグラ 作品を一通り見てまわった。襖絵も素晴らしかった

フや，まして本物の絵など集められるはずはない。 が，帰る前にもう一度 「道jの前に立ってみた。落 I 
I あるのはせいぜい画集や図録，カレンダヘ同じも ち着いた，静かな気持ちだった。これはしっとりと ！ 
！ ので、もつい買ってしまって増えてい く絵ハガキなと 潤った早朝の道。これから歩いていく道。今度は不 I 
I である。それだってコレクションといえるほどの量 思議とそんなふうに思えて前向きな気持ちになっfこo I 

i はないけれども。 私は大きく深呼吸して，その絵の前を離れた。 ： 
やはり本物を見たくなった時は，長野県の善光寺 「風景は心の鋭である」。 l枚の絵にその時の心が I 

I 近くにある信濃美術館東山魁夷館に行く。 静かで落 映し出され，その絵に救われた気持ちになる。それ I 
I ち着ける大好きな場所だ。画伯が住んでおられる千 まで，どんな絵もせいぜい 「きれいJとか 「おもし I 
I 葉県市川市の生涯学習センターには，東山魁夷アー ろいJというほどの感覚で見ていた私にと って，そ I 
i トギャラリーといって複製画などが展示されている れは初めてのことだった。今はその経験自体を，大 i 
i 場所がある し，また中央図書館には画集や著作物が 切なコレクショ ンのーっと呼んで、もいいかな，と思つ i 

まとま っているコーナーがある。こちらは家からわ ている。 （三田メディアセンター） I 

I りと近くて便利だ。デバートで展覧会が催されると I 
i きは，期間中に数回見に出かけている。 i 
i 展覧会といえば，こんなことがあった。95年夏，
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東アジア資料研究分科会

私立大学図書館協会東地区部会研究部では，各

研究分野において分科会という形で会員を募り研

究活動を行っている。今回紹介する東アジア資料

研究分科会（以下，分科会）は，平成6年度に発

足した非常に若い分科会である。漢籍 ・現代中国

語資料 ・現代韓国語資料に関する様々な問題を扱っ

ており，年度ごと ・月ごとにテーマを決めて活動

を行っている。現在，第l期（平成6年度から7

年度）が終了し，第2期目（平成8年度から 9年

度）に入っている。私は発足時より現在まで参加

の機会を頂いているため，これまでの活動につい

て簡単にまとめてみることにする。

1.分科会の活動

1. 1 概要

第1期初年度の会員は16名であった。自己紹介

を終えた後の第一印象は，中国語図書に造詣が深

い方からほとんどそれらを扱ったことのない方ま

で，会員の知識や経験の差が非常に大きいという

ことだった。それでも，ほとんどの方が何らかの

形で漢籍や中図書の目録業務に携わっており，話

し合い ・相談の場や知識習得の場を求めて，とい

うことを参加動機にあげる方が多かった。この期

には，慶臆からは赤尾氏（当時三田メディアセン

ター）と私（当時日吉メディアセンター）の 2名

が参加した。 和書 ・洋書の目録については半数以

上の会員館がオンライン目録に移行していたが，

中図書 ・韓国書についてはカード目録使用館がほ

とんどであった。

第2期は会員の入れ替えが多少あったものの，

総数15名，オブザーパ－ 2名と，人数的にはあま

り変わらない状況であった。いろいろ教えて下さっ

しんほ か

新保佳 子
（三田メディアセンター）

た方々の異動等による退会が非常に残念であった

が，会員全員で参加して進めていく形に，徐々に

ではあるがなりつつある状況である。

ハングルで書かれた資料については，詳しい会

員が皆無であることと，ハングル資料所蔵館が少

ないこともあり，議題となることはほとんどない。

1. 2 例会

分科会の主な研究活動として，毎月 l回午後に

聞かれる例会がある。その主な活動内容を年度ご

とに紹介する。

第 l期 l年日

中国の図書目録規則と日本の図書目録規則とを

比較 ・検討し，相似点 ・相違点等を見ていった。

このようにして中国の目録法を知ることで，日常

の中図書目録作成において出現する疑問点 ・問題

点解決の参考になることを期待しての作業であっ

た。使用した目録規則は，中国の 「中華人民共和

国国家標準普通図書著録規則（以下中国著録規則）」

（翻訳）と日本の「日本目録規則1987年版改訂版

（以下 NCR）」である。必要に応じて，中国古書

の目録「古籍著録規則j」も参照していった。目録

規則の見出しごとに一人一人担当箇所を割り振り，

比較表やレジメを作成して例会で発表する形で進

めた。責任者が僧尼の場合や，既婚夫人で夫の姓

を冠している場合の規定など，中国著録規則には

中国の文化事情な らではのものも見受けられた。

また，具体的な規定を設けている部分が NCRよ

り多いように思う。

第 l期2年目

1年目と同様の形式で，韓国の目録規則l「韓国

目録規則3.1版」（翻訳）と NCRとの比較を行っ

た。これら 2種類の比較結果は，全ての発表が終
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了した後に一つの報告書の形にまとめる予定であっ

たが，第 l期中にはできずに終わってしまった。

また，この作業は学術情報センター（以下，学情）

の CJK対応目録計画に目を向けつつ， CJK目録

の有り方を検討する目的をも含んでいたが，この

時期は比較することに終始してしまった感がある。

また新たに，基礎的知識を得る目的で輪読会を

行うことに決め，日本と中国の古書について書か

れた「古書のはなし」（長津規矩也著富山房 1994

新装第 1版）をテキストとして使用した。 11年で

全てを終了することができなかったため，次年度

も引き続き行った。

第2期1年目

分科会世話人である麗浮大学の若山氏が学情の

「中国語資料データベース化検討ワーキンクボク。ルー

プ」のメンバーとなったため，それに関連する若

山氏の報告と会員聞の意．見交換が不定期に行われ

fこ。

また，前年度から引き続き進めていた「古書の

はなし」の輪読が終了した。この本は少々読みに

くいものであったため，輪読形式で進めることが

出来て良かったと思う。馴染みのない言葉が本文

の多くの箇所に出現するため，用語の説明に終始

してしまう場合が多かったことが反省点である。

細かな箇所は省略し，大まかな流れを理解するよ

うな方向で進めていくと，より初心者に理解し易

いものになったと恩われる。しかし，この輪読に

よって自分の古書の見方が変わってきたことは大

きな収穫であった。

夏からはこれらに平行して「古書籍目録演習」

を行った。会場校の漢籍を数冊ほど見せて頂き，

データシートに必要事項を記述する。ここで，実

際に漢籍を手で触りじっくりと見る機会を得るこ

とになったため， この試みは会員に好評であった。

第2期2年目

分科会発足4年目に当たる今年度は，第 1期 1

年目に行なった中国著録規則と NCRとの比較

結果をまとめ，学情における中図書目録の規則制

定に際しての検討を加え， 一つの報告書の形にま

とめる計画である。 また， 前年度に引き続き若山

氏の報告を踏まえた会員の意見交換も行う。

「古書籍目録演習」は，より効果的に進めるた

めに手！｜国・方法の改善を行い，参考資料として京

都大学人文科学研究所発行「漢籍講習会資料Jを

使用することになった。今期は全体的に漢籍を扱

う機会が多くなっている。

1.3 合宿

毎年夏季に 2泊3日の日程で開催している。そ

の年度の研究テーマの集中発表 ・検討とともに，

自主的な個人研究発表等も行っている。私は平成

7年度，8年度に「ハングル辞書の引き方」とい

う題で，ハングル文字の構成と読み（音），辞

の引き方についての講義 ・演習を行った。

1.4 見学会

毎月の例会の後に各会場校の図書館見学を行っ

ている。ほとんどの会員館の漢籍 ・中国書 ・韓国

書（貴重資料を含め）の所蔵量はそれほど大きい

ものではなく，改めて鹿態の規模の大きさを感じ

た。一方で，設備や取り扱い方法の点で見習う点

が多かったことも事実である。また，図書館によ

り， 収集資料の質 ・量 ・取り扱い方針等が異なる

ことも実感した。面白いと思ったのは，文教大学

の古書資料室である。図書館入口横に位置するこ

の部屋には，普通の古書籍のみならず貴重資料も

収められている。学生はそれらを自由に手にとっ

て見ることができ，時には貸し出しも可能である。

長所短所はあるにせよ，古書を身近に感じさせる

という点では興味深い試みであると思った。その

他， 一般書架やその他の設備も同時に見学させて

頂いたため，色々な面で非常に参考になった。

不定期に外部機関の見学も行っており，今まで

見学に訪れた機関は以下の通りである。

－東京大学東洋文化研究所（平成7年5月10日）

講演と書庫見学

・斯道文庫（平成7年11月8日）

書庫見学

・東洋文庫（平成7年12月13日）

書庫見学

・東洋文庫（平成8年2月14日）

資料保存とその修復技術についての講演 ・実
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演 ・見学

この 2年ほどは諸諸の事情から見学会の機会が

少なかったため，今後はまた増やしていきたいと

思っている。予定では， 平成9年秋に静嘉堂文庫

を見学する計画である。

2.分科会に怠加して

私はもともと古書や中国書 ・韓国書にそれほど

興味があったわけではなく，業務において中国書

担当というわけでもなかった。外国の本に少々興

味があったことと，業務のーっとして中図書の目

録をとる機会もあったために何らかの役にたつの

ではと思い，ごく軽い気持ちで参加することになっ

たのである。そんな状態であった上に自分の知識

と経験の乏しさも手伝って，他の方の発表内容に

ついていけなかったり，分科会での活動内容が業

務に直接結ひeっく実感が持てなかったりしたこと

もあった。しかし，普段の業務ではなかなか出会

えない資料や情報に触れる機会が例会にはあり，

楽しみながら参加することができた。そして何よ

り，あま り興味があったとはいえないこれらの資

料類に対して，徐々に親しみが湧いてきている今

日の状況は自分にと っては驚くべきことである。

勉強以外でも会員聞の交流の中で発見や教わる

点が多々あった。他大学の現状の話や，その意見

を聞くことにより，非常に広い視野から考える機

会を得た。

昨年度より担当業務が整理 ・貴重書兼務となっ

たため，漢籍関係の知識を広げる場として残り半

年間の活動にも大いに期待しており，自らも貢献

していきたいと思う。最後に，このような機会を

与えてくださ った方々と，忙しい中活動を心よ く

許して下さ っている職場の皆様に心より感謝申し

上げる。

f一一一一一一一一一 （メディアネット研究会）一一一一一一一一一「
第5回 (1月31日） 於 三田メディアセンタ ー｜

平成8年度

第 3回（ 9月30日） 於 三回メディアセ ンター

（鹿肱義塾図書館新館）

テーマ テクニカル ・サービス部門のリエ

ンジニアリングについて

報告者 新倉利江子

第4回 (12月16日）

於 日吉メディアセンター（日吉図書館）

テーマ 海外図書館長期実務研修報告

報告者：落合啓一

テーマ 海外図書館中期研修報告

（慶路義塾図書館新館） ｜

テーマ：図書館にとっての 239.50

報告者上田修一 「239.50概論」

報告者 ・亀井温子「SiteSearch紹介」 i 
第 6回（ 3月17日） 於 理工学部厚生棟会議室 i

テーマ ：塾内他部署紹介目人事部 i 

報告者 ：原邦夫 I 
平成9年度

第 l回（ 7月10日） 於 三田メディアセンター ｜

（慶臆義塾図書館新館） ｜

報告者小津ゆかり テーマ：電子メディアと著作権 I 

L一一一一一一一一一一一一一－·－~三三士~－－－·一一一一」
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ウィリアム・モリスも訪ねて

一一 イギリスの図書館等見学記一一

1.研修先はイギリス

1996年の秋に海外研修の機会を得て 3か月間イ

ギリスに滞在した。一番の目的は，長年興味を持っ

ていたブリス分類表 （ Bliss Bibliographic 

Classification第 2版。以下 BC2°）を使用して

いる図A館を訪ね，分類番号の合成例を収集する

ことであった。残りの期間は多くの大学図書館等

を見て回ろうと考え，かなり多くの図書館へ見学

依頼の手紙を出したところ，ほとんどの図占館か

ら返事があった。また日頃からの習性で旅先で図

苫館（公共）を見かけると入ってしまったので，

段終的に見てまわった図苫館は40館近くになるだ

ろう。（1£式に訪問したのは20館）

いまだに誤解している人が多いのだが，ウィリ

アム ・モリス幻に関する見学等は，研修の E目的

ではなかったのである。とは言え，私のモリスフ

リークを知っている方々のご想像どおり，研修を

平成8年度に希

望したのはモリ

スの没後百年に

あたるから，秋

にしたのは命日

が10月3日だか

らで，めぼしい

モリス関連地は

大部分クリアし，

モリス関連の展

示もかなり多く

見に行ったのは

事実である。図

書館見学では，V&Aのウィリアム ・モリス展

お さわ

小 津ゆかり
（医学メディアセンタ ー係主任）

蔵J::の検索システムにも重点を置いたが，検索キー

はやはり“Morris, William ”，“Kelmscott”， 

“design’＼“archi tecturぜ＼“Victorian”となっ

てしまうのであった。ωまた，没後百年の展示や

出版が相次いでいたこともあってイギリ スでのモ

リスの知名度は高く，見学先での話の糸口として

も大変役に立った。

写真など紙面が楽しい資料も多いので，今回は

モリスをからめた形で，イギリスの図i書館等の状

況を報告することとしたし、。

2. 国立図書館 （NationalLibrary) 

5年間釘効な入館，t1Eが発行されたので， British

Library (BL）は，分館の BLISS(British Library 

Information Science Service）や新聞図書館も合

め何度も利用した。有名な円形閲覧室で待ってい

ると依頼した出納本が席に届けられるという優雅

なシチュエーションはなかなか実現が難しし、。本

館に所蔵されている資料はごく 一部なので，私の

ように占い SFなどしか思いつかない有は， 1 

2 11後に窓口で出納本を受け取ることになる。そ

れでもあの部匡での閲覧は感慨深いものがある。

当日出納が無用でも，OPACで何時間でも楽し

く過ごすことができる。検索もかなり快適な上に，

検家対象があの BLの蔵書なのである。。

モリス関連の資料は，NorthLibraryと呼ばれ

るfl重誓閲覧室で閲覧した。ケルムスコ ット ・プ

レスで出版された著書 ‘Gothicarchitecture’の

校正刷と，ケルムスコット ・プレスの出版広告な

どのシートものの束2種である。 Gothic－－ の方

はモリスによる訂正や各頁の SideCaptionが直

筆で書き込まれており，「百ウン年前にモリスが

F
hU
 

FO
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Gothic Architectureの刊本

これに触って吉き込みしたのね」とミーハーな感

慨にひたりつつ，厳粛な閲覧室の雰囲気の中で，

貴重書としては百年なんでかなり新しい方なのだ

と感じたのであった。

BLの新館は号｜っ越し開始直前で見学ができず

残念であったが， NationalLibraryとしては，

スコットランドとウエールズのものも l日閲覧者

として利川した。この 2館も小規模ではあるが

BLに劣らぬ質の高い展示を公開している。

National Library of Walesは，ウエールズの他

の機関と同じく ，ウエールズ語による表示，利用

案内 検家等が当然のように併用されており，ウエー

ルズの特徴を活かした資料収集も盛んである。展

示では，ウエ ールズ語で初めて印刷きれた聖書，

ウエールズ．語で初めて発行された新聞等のオンパ

レードであったし， OPACの検索では，あのモ

anona1 L1orarv 01 vv a, c 
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リスとは違う Morris,Williamとし寸人物のウエー

ルズ語の著作が多数あり，「そういえばモリスも

“あの変なウエールズ人”と大学仲間に言われて

た」ことを思い出したのであった。

3.公文書館 （PubI ic Record Off ice) 

研修出発時は三田メディアセンターのマイク ロ

資料担当だったので，外交文苫のマイクロフィル

ムなどで，PublicRecord Office (PRO）には馴

染みがあった。資料についているフ ァイル番号と

いうのが規則性に欠け曲者なのだが，現地に出向

いて謎がとけた。ジャンル分けして番号をふった

膨大な文書の， リス トを綴じたファイルの番号

そのものだったのだ。家系をたどる事などが盛ん

なため，入館証は簡単に入手できるが，いざ入場

すると，このファイルの山が待ち構えている。莫

大な資料の中から必要な文書を請求するのは難し

いので，様々なマニュアルが用意されている。目

的や資料の性質別に PROで作成されたマニュア

ルの他にも，研究者達の手で作られた 「昔の文書

に出てくる単位」，「昔の手書き文字の判読法」と

いった変わった手引き書なども売店で販売されて

いる。

建築物に関するファイルをあさっていた私は，

没後円年を記念するモリス展を大々的に開催した

ヴィク卜リア ・アルパート美術館（V&A）の，

外壁の彫像の一つがモリスであるのは何故か探る

べく， V&A関連の文書の箱を請求した。この日

Public Record Office 
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4.大都市の図書館

ぜーミンガムを始めとする大都市の公共図書館

も，それぞれ特徴があり興味深かった。マンチェ

スターの中央図占館は，イギリスで最も大きい公

共凶占館だったことがあると観光案内に古かれて

いる，クラシックな雰囲気の図S館で・ある。それ

でもビジネス情報， 地方研究， EC情報，中国語

コレクション等といった特殊なサービスも展開し

ており分館との協力体制も強く主彊していた。

グラスゴーでは，大学図書館を含むグラスゴー

パーミンガムの公共図占館

地区の学術図書館リス トが提供されていた。グラ

スゴ一公共図書館の一館として位置づけされるミッ

チェル図汗館は， レファレンス専門の伝統ある図

8Dt(であり．充実したコレクションを持つ。見学

したグラスゴ一大学やスターリング大学でも，

自館にない雑誌を SALSER(Scottish Academic 

Libraries Serials）で検索するとミッチェル図書

館が所蔵していることが多く，助かっていると言っ

ていた。

パーミンガムは BLCMP(Birmingham Librar-

ies Co-operative Mechanisation Project）とい

うOCLCのような図1占館サービスネットワーク

の地元であり，「パーミンガムの図i号館」という．

大学図t！｝館を含めたパンフレットが出米ているほ

ど協ノ］体制が出米上がっている。見学した Aston

大学は中心街から歩いていける場所にあり，小規

模ながらとてもセンスのあるサービス展開をして

いると共に，蔵3については地点に開放していた。

rf1＊公共闘占的はエスカレーターまである新しい

大規模なもので， ビジネス情報， AV資料 INPUT-

OUTPUTセンター（次節参照）など新しいサー

ピスにも積極的な他に，アジア，中東などーのマイ

-67-



MediaNet No. 5 (1997. 10) 

海外レポート

ナ一言語による利用案内が用意されているところ

に大都市独特の事情が感じられた。

パーミンガムとマンチェスターは，モ リスの巡

回展とケルムスコ ット ・プレス全出版物を所蔵す

るマンチェスター大学図書館の展示に合わせて訪

れたので，公共図書館でもモリスに関する展示を

同時開催していた。モリスに関してはビジュアル

で展示を企画しやすく ，多少歴史のある図書館な

らばなにかしら資料を所蔵している程度に歴史上

では新しい人物ということなのだろう。

5.「1」と図書館

多くの図書館等を見ようと英国内の数多くの町

を訪れたが，「i」印のインフォメ ーション紛には

随分とお世話になった。観光地の「iJは楽しい

売店もあり，観光案内所という感じだが，普通の

町にも「i」がありそこは文字通り「街の情報」

を提供するところだ。 地図，パスの路線，時刻表，

各施設の（きっと他にもいろいろな）情報を入手

できる。例えばモリス商会が手掛けた郊外の邸宅

スタンデンを訪れた時は， 「イーストグリンステッ

ド駅から南に 2マイル。車なら A22か82110号

線Jということしかわからずに駅に降り立ち，ま

ず街の中心に向かつて 「l」を探す。図書館の 1

階に併設された「i」の窓口で現地を通る路線パ

スが日曜は無いことがわかり，印をつけた地図を

もらって「30分歩けばちゃんと着く わよ」と送り

だされたのであった。

こういった郊外の町の「lJは，図書館と閉じ

建物に同居していたり，図書館が 「iJの機能を

合わせ持っていたりすることも多かったように思

う。電話帳等の街の情報と並んで，週末のレクリ

エーション向きの観光施設のパンフや街の行事の

お知らせが図書館内のスタンドに沢山たっていた

り，併設の場合は，日本の公民館と図書館が同居

しているスタイルを思い浮かべていただけばよい

だろう。

公共図書館の雰囲気は日本とあまり変わりはな

、。異なる点といえば例えばカセットやビデオの

貸出が有料なこと。このため企業が協賛という形

レッ ドノ、ウス

の CD-ROMの貸出もスムースに始ま っている。

また窓口で金銭を扱う体制があるのでチャ リティ

の為に除籍本や手作り品を展示し販売しているの

も何度か見かけた。また今回はケンブリッジとパー

ミンヵームでしか見かけなかったが， INPUT-

OUTPUTセンターとして，ノfソコンとソフトの

利用， データの入力，出力，イ ンターネッ卜等の

使用や指導を有料で行うサービスコーナーを併設

しているところもあった。

6. レッドハウスと郊外の住宅地

モリス関連で見学した中で唯一個人が所有して

いるレッドハウスは，夏期のみ，予約による内部

のツアーが行われる。この建物は，新婚のモリス

のためにモ リスと相談してフィリ ップ・ウェブが

設計したもので，この設計や内装に関わったこと

が，後にモリス商会としてデザインの道を進むきっ

かけをモリスに与えたと言われている。伝統にと

らわれず， 暮らしやすさを重視し，美しいと思う

ものを取り入れていくというコンセプトに基づい

ており，後のモリス商会が手掛けた商品見本のよ

うな濃厚な空間ではなく ，意外にシンプルで居心

地の良さそうな家であった。

レッ ドハウスは，ロンド ンから列車で 1時間程

の郊外の住宅地にあるのだが，見学日が日曜であっ

たため，なんと路線の一部が休みで振瞥のパスで

行った。今ではロンドン等の大都市のデパートや

商店は夜間や日曜も営業しているが，郊外では今

。。
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ケルムスコッ卜 ・マナー

でも夜6ll寺頃までには商店は閉店し，日曜日は常

業しないところがほとんどである。 BC2の調査

をしていたケンブリッジでも，遅くまで調べもの

をしていると中心街の店が次々閉まりあせること

が何度かあった。

7.モリスをめぐるツアー

モリスの著苫『ユートピア便り』の扉絵でお馴

染みのケルムスコットマナーは，田園風昂；の美し

いとても小さな集繕にある。車でないと行きにく

いので，モリスソサエティの主催する，没後百年

の命日のツアーの時に見学した。行事の内容は，

教会での百年記念、のセレモニー（講演，朗読，室

内楽演炎など） ，基参，マナーの見学であったが，

パスや市で現地に集合したらまずお茶の時間，セ

レモニーが終わったら簡単な昼食とデザー卜とお

モリスの命日に集まった人々

地下にあるモリスソサエティのgj討議

茶，見学が終わったら帰る前にお茶といった貝合

で，この障の行•jjでは，お茶と談笑は欠かせない

のであった。モリス関係のツアーは，モリス商会

の携わった教会のステンドグラスをめぐるプライ

トンでのツアーにも参加した。ここでも，まず最

初の教会でお茶とお柴fが用意されており，その

機会を利用して，解説ゲストとして招かれていた

『デザイナーとしてのモリス』の著者レイ ・ワト

キンソンにサインをもらうことができた。

8. モリスソサエティとハマースミス

前出の命日ツアーを主催したモリス ソサエティ

の本拠地は，モリスが録後に住み，ケルムスコッ

トプレスの仕事に情熱を燃やしていた，ロ ンドン

南西部のハマースミスにあるケルムスコ ットハウ

スにおかれている。ただし，地ド宅と隣の馬車小

区部分に11¥J借りしているだけで，鎧物は個人の所

省で，地上部分は全く公開されていなし、。モリス

ソサエティ主催の講演会をハマースミスで行う時

弘馬車小屋部分にピッシリと嫡子を並べていた。

この建物が昨年なんと売りに出されていた。モリ

スソサエティの会報にも記事が1取っていたので，

その後新しい展開があったことと思うが，地下室

等の使用は本線の所有者の好意にかかっているの

である。

ハマースミスには，モリスのケルムスコット事

業に大きな影響を与えたエマリー ・ウォーカーも

住んでいた。チェルトナムでのモリス展示は， 規

n
E
 

P
口
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ウィリアム ・モリス ・ギャラリー

模は小さかったが，このウォーカーのコレクショ

ンを所有しているため，活字のデザインや扉絵の

下絵，試し刷り，モ リスが花柄を書き込んだ本な

ど，珍しいものがたくさん展示されていた。

ロンドンには，北東部のウォルサムストウにも

う1箇所モリス関連のスポットがある。モリスが

子供時代に住んだ家を利用したモリスギャラリー

酬岨，＂＇
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へイ ・オン ・ワイの古本屋案内図
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古本屋の本棚

である。こちらでは地区をあげてモリスの没後百

年の催しを行っており，ギャラリ ーにおける数種

の展示の他にも，講演会や協賛行事がいくつも行

われたようである。またこれらの行事やモリスの

業績を紹介した美麗なパンフレットが，自治体に

よって作成されていた。

9.古本屋の町ヘイ・オン・ワイ

図書館見学のついではないが，どうし

ても泊まりがけで行きたかったところが，

古本屋の町へイ ・オン ・ワイである。有

名なロンドンのチャリングクロス街とは

違い，三十年程の歴史しかないが，何十

軒も古本屋があるとのこと。見学先の図

書館の人との話でも，「質を期待しては

ダメだが，かなり楽しめるはずJという

ので，占書というより「古本あさり」の

好きな私としては，はずせない訪問地で

あった。

鉄道の駅から車で3町子以団住れた，ウエー

ルズ盲東端の谷間の小さな町は，30数軒の

古本屋の他には最小限の店しか無く，文

字通り「古本屋だらけ」であった。確か

に，数軒を除いてはコンディションより

品揃え重視と いう感じで，隅の方の本棚

が挨っぽい店などもあったが，日本と同

じく，ペーパーパックの古本がまとまっ

てあることは珍しいのでs,SFやら小説
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Gems from William Morns 

を探している方には良さそうだ。私の場合は，美

術館の薄いパンフレッ卜などがパサパサ箱に入っ

ている中から，昔 V&Aで開催されたヴィク卜

リア朝 ・エドワ ー ド朝の装飾芸術展のカタログを

掘り出してご峨嫌であった。モリス関連としては，

コンディションは悪かったけれどモリスの没年に

発行された装丁のきれいな『地上の楽園』のコン

ノfクト版を見つけた位で終わりかと思ったら，閉

店まぎわに珍しいものを発見した。発行年がわか

らないが‘Gemsfrom William Morris’とい う，

GEM辞書サイズのモリスの詩集で，各頁には縁

取りがあり挿絵も何点か入っている，“モリスっ

ぽい”愛らしい一点であった。

こんな感じで，特定の本を探すにl立向かないが

つらつらと見ていくうちに面白い本が見つかって，

沢山買っても破綻しない（荷物は大変だけど）程

度の値段で，まわりの自然もきれいなので， 2. 

3日十分に楽しめそうなところであった。泊まっ

た B& B (Bed & Breakfast。イギリスに多い，民

宿のような安価の宿）のおばさまも，季節にかか

わらず利用者がいるので経営的にも条件が良いと

言っていた。

10.おわりに

正式に訪問した図書館のほとんどは大学図書館

で，メディアの変化への対応，コンビュータサー

ビスとの融合と いった問題で大きく変化しつつあ

る途上という点では，日本の大学図書館とほぼ同

MediaNet N。5(1997. 10) 

じ段階という感触だった。各大学それぞれの解決

策，細かい E夫などは大変参考になったのだが，

ここでは特に触れないこととする。ただ， H本と

目立って違う点として，多くの大学図害館で見ら

れる主題別のライ ブラリアンの存在とそれに対応

する蔵書構成という構造は，急激な体制の変化と

いう点ではマイナス面となりそうであったことと，

旧ポリテクニックから大学となった新しい大学の

方が活気や工夫があって見学するのには面白い可

能性が高いことだけはお知らせしておこう。

私はもともと公共図書館や学校図書館から興味

を覚えて図書館員という仕事を選択し，職場とし

ては大学図書館に入り卜年程を過ごしてきた。今

回 BLや PROを始めとして公共の施設にも大変

深く興味を感じたのは，大学図書館に慣れた目に

新鮮に映ったということかもしれなし、。この新し

い視点から日本の公共の施設を改めてじ っくり見

てみたいという気がしている。今後の大学図書館

で取り上げていくべき点が，イギリスの大学図書

館との比較だけでなく，さらに見つかるような気

がするのである。

（見学の記録等はホームページもご覧くださし、。

http://www.sfc.keio.ac.jp／～kari/index.html) 

注

1) NDCやDDC,LC分類など本表に大部分の番

号が提示されている列挙塑と違い，分野毎に合成

の為の要紫が提示され，複合主題や観点の違いな

ども表現して分類記号が合成できる事後結合型分

類法。主題の分析法から始め，分類法，記号付与，

｛牛名索引の作成などを定義し，理論的に明確で優

れていること，合成した記号の配列順にも矛盾が

生じない記号法，分類記号と件名索引が同時に発

生することなどから一部で注目されてL略。今骨三

日外アソシエーツから刊行された『資料分類法の

基礎理論』は， BC2の序論の部分訳である。

2) 19世紀 (1834-1896）のイギリスの芸術家。当時

は詩人や社会主義活動家として有名であった。 最

近では，モリス商会の事業などを通して直接的ま

た間接的に手掛けた装飾芸術が，近代デザイ ンの

Jm止として注目されている。

3) モリスは直接は建築には携わらなかったが，古建
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築保存運動に関与したこともあり，建築について

の文章も多い。図書館に大きく 関係あるのは，晩

年に手掛けた私家版印刷所ケルムスコ ット・プレ

スである。後のアール ・デコなどに影響を与えた

モリスではあるが，彼が実際に生きていたのはピ

クトリア朝時代である。

4) いよいよ1997年11月末に新館が開館するのにとも

ない，円形閲覧室は10月末に，NorthLibrary 

は1998年2月に閉室される。 BLISSは調べ物に

便利で BLの検索端末も利用できたが， 1997年
8月に閉室し早々に新館に移行する。

海外レポート

5) 日本ではあまり見かけないが， 「i」はインフォ

メーションポイン卜の共通のシンボルマークであ

る。ツーリスト ・インフォメーションにかぎらず

広く使われているようである。

6) 古本に限らずSF. ミステ リー，ロマンス小説の

ペーパーパックを探すには，ロ ンドンのチャリン

グク ロスにある“MurderOne”が断然おすす

めである。古本やパックナンバーも少しだがある。

新本のビジュアル本を探すなら，大手のチェーン

の中では，“dillons”がおすすめ。“Wa terstones” 

もよい。

f一一一一 一 一一一 （理工学メディアセンターニュースト 一一一一一一－－i

『学術雑誌目録 1997』の発行（理工学メディアセンター）

この目録は1997年 4月末現在で理工学メディ

アセンターが所蔵する全ての学術雑誌を収録し

ています。慶臆義塾の教職員の方には無料で配

布しています。 ご希望の方は，理工学メディア

センタ ー松下記念、理工学図書館カウンタ ーにお

担当（電話内線73-2302）へお問い合わせく

ださし、。

なお，学外の方で入手ご希望の方は，鹿態義

塾大学理工学メディアセンター総務担当（電話

045-563-1141 内線2302）へお問い合わせくだ

いでいただくか，理工学メディアセ ンタ ー総務 さいo

~·－·一－一一－－－一一ー・一－－－

「一一一一一一一一 （医学メディアセンターニュースJ－一一一一一一一－，

i 北里記念医学図書館は昭和昨に竣工，落成 作成いた しました。なお絵はがきを頒布希望 ｜

i してから今年で60年になります。医学メディア の方は医学メディアセンタ ー総務担当までお問 ｜

｜ センタ ーでは、図書館所蔵の貴重図書資料の い合わせください。 ！ 
展示会を開催するとともに、記念の絵はがきを （電話 03-3353-1211内線2751) i 

~ －一一－一一－一一一一－一一一一－一一－一一一一一一一一一一－一一－一一－一一－一一・ ・' 
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γ一一－一一一－一一一一”＜ティールーム＞・・・－・・－一一一一一一.._ .. , 

本にまつわる記憶

構法長桑宇

I 小さい頃はよく親に“本を読まないと偉くなれ

I ない”と言われ，親の買ってくれた本や，学校推

！ 薦の本を何冊か読んだ。今でも記憶に残っているの

i はがんくつ王（“モンテクリスト伯民”の子供用短

縮版）， シンドパッドの官険，アイヌの海（だった

か？）等。数枚の挿絵を見ながらドキドキして先へ

読み進んだのを思い出す。昆虫，動物図鑑，日本妖

i 怪図鑑も大好きだった。中高生の頃は推理小説が好

I きで．一口に一冊ぐ らいのペースで読むこともあっ

' た。生活は完全に夜型で， よく先生に“朝型に直

せ”と注意された。女の子だけで集まって，更衣

I 室でHな本を見てキャーキャ ー騒いでいたのもこ

I の頃である。私が貰って学校へ持って行った本を，

i ある男の子に貸した。彼は俊業中にそれを見ていて

先生にみつかった。“こんな本を持って来たのは誰

だ？” 一瞬シーンとして，彼が“ボクです”と言っ

て立ち上がった。あれから20年たった。

！ 大学生になりあまり読みたい本も見つからず，研

' 究室に入ってからは本を読む時間の都合も気持ちの

I 余裕もなくなった。この頃は研究のための文献を集

' めに， 学内中の図書館をか問 まわること山。

コピー機が一般化して10年もたっていない頃だろう

I か。ある研究室の学生はコピーをとることを許され

I ず，その場で読み，要旨をノートに曾き取るという

ことをコツコツと続けていた。“コピーをとって安

心するようではきちんと論文を読むことにならない”

耳の痛い話である。最後までこの姿勢をくずさず，

！ 学生に指導された先生は3年程前に亡くなった。北

！ 大の図轡室は中央，教養，学部，学科，とものすご

I い数がある。特に農学部は歴史が古いだけに蔵書の

i 数は膨大である。鍵を借りて天井の高い薄暗い部屋
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に入ると，壁に取り付けられた本棚に題名も消えか

けた本がそびえたつ。本を手にとって裏表紙を開く

と，本の貸し出しカードが入っている。私の前に誰

が何時借りたのかも中身と同様気にかかるところで

ある。先輩達もここで同様に勉強したというあたり

まえのことに気付く。化学の分野は“進歩”とい

うよりも“積み重ね”という表現の方が正しいの

ではと感じるのもこういう時である。

学位をとってからは自分の日本語が未熟なことや．

あまりに専門しか知らないことに気付き （親は

“専門しか知らない人を博士という”と定義してい

る）再び縦書きの文章を読むようになった。周聞の

人々が面白いと言う本や，曾店で気にいったものを

手あたり次第読んでみる。気に入った作家の作品は

全部読む。こうしているうちに本がとんどん増えて

いく。子供の頃には本を足で踏むと“本は大事に

しなさい”と叱られ，親は未だに子供たちの小学

校の教科書をしま ってある。これくらいだから地え

ていく本が捨てられない。小説の類に加えて専門

も洋曾，和書と次々に発売される。たいして読むわ

けでもない本を脅迫されるように買い込み，机に積

み上げ， 床．本棚へと移動させる。

最近は印象のない本が地えてきたような気がする。

研究の論文もまた然り。自分の響いた本をコ ピーし

て学生に読ませる。ごみ箱に捨てられているのを見

ると腹がたつ。曾いた人の気持ちも考えなさい！と

怒ってみても，自分は ？と考えれば，著者の自の前

で捨ててはいないというだけである。効率を優先し

たシステムがますます自分遠の首を締め，使手ljなよ

うでいて大切なものを失ってはいないか？私は物事

への対処の仕方がのろいせいか，どうもこれ以上の

速さにはついていけそうになL、。律速段階は自分の

頭での処理だから。 それにしてもずいぶんとたくさ

んの本やら論文を読んできたつもりだが，ちっとも

偉くなんかなれないのは親にだまされたのか，単に

読んでも偉くはなれないだけなのか。やはり能力の

問題か。 （理工学部応用化学科助手）



MediaNet No. 5 (1997.10) 

資料 I 

メディアネット・メディアセンターに関する書誌 1996.8～1997. 7 

“活字文化の原点，電子復刻：慶膝義塾常任理事高橋潤

二郎氏”．日本経済新聞.1996.9.12，朝刊， 40蘭

“歴史資料のデジタル化使う側の発想、次第 研究の場

で威力発簿”．毎日新聞.1996.11.29，夕刊， 20面

““仮想、博物館”で収蔵品公開 パソコン画面上，パー

チャル ・リアリティーを応用”．東京読売新聞.1997. 

1.3，朝刊， 25面

“学生生活ワンポイントアドパイス 学生生活に欠かせ

資料 II 

ない施設と制度の基礎知識：メディアセンター＼塾目

No.204, p.10-11 (1997.4) 

井上輝夫 “慶慮義塾大学湘南藤沢の革新と伝統：その

アイデンティティをめぐって”．大学時報.No.255, 

p.44-49 (1997.7) 

“閉鎖社会大学・SFCの実験5＂.朝日新聞 .1997.7. 

21，朝刊，8面

スタッフによる論文発表・研究発表・受賞 1996. 8～1997. 7 

〔論文発表〕 大賀裕．“日置慮義塾情報スーパーハイウェイの構築とそ

〔三 田〕 の運用”塾監局紀要.23号，p.14-19(1996) 

市古健次．“キルヒャー 「シナ図説』（秘蔵 （111））” 三 斎藤勉．“平成7年度「財務状況の概要」を解説する”

回評論.993号，p.80-81(1997.7) 大学時報 Vol.46,No.253, p.90-99 (1997.3) 

市古健次．中国参考図書ガイド：近現代史篇．東京，汲 酒井由紀子．“ジェンナーと種痘の歴史 種痘発明から

古普段， 1997.1, 112p. 200年”．医学図曾館 Vol.43, No.3, p.380-383 

加藤好郎．“蔵書構成 ・管理と図書選択’＼大学図書館研 (1996.9) 

究.No.50, p.49-55 (1996.10) 白石克．“正応五年刊 『表無表色章』（秘蔵 (106））” 三

加藤好郎．“新私立大学図書館改善要項を承認”．図書館 田評論.9朗号， p.104-105,(1997.2) 

雑誌.Vol.90, No.10, p.762 (1996.10) 白石克． 鹿路義塾図曾館所蔵江戸時代の寺社境内絵図

加藤好郎．“私立大学図書館の新しい歩みに向けて 私 （一枚席lj) ・補遺編．東京度目態義塾大学三回メディ

立大学図書館協会の今後の戦略計画” 図書館雑誌． アセンター， 1997.3，図版36枚， 14p.（文献シリーズ，

Vol.90, No.12, p.986-987 (1996.12) No.25) 

加藤好郎“大学教育と大学図書館の連携”平成8年度 白石克ほか．“広重東泌道五十三次保永堂版VJ摺集成”．

（第36回）大学図書館司書主務者研修会報告書， p.41一 東京，小学館， 1997.5,p.219 

63 (1997.2) 白石克．“地図の修正作業”．別｜冊歴史読本事典シリ ーズ．

加藤好郎．“新私立大学図書館改善要領 サービス”新 No.32, p.28-31 (1997.7) 

私立大学図曾館改善要項，p1-2, (1997.3) 白石克．“古地図コレク ション鹿勝義塾図書館”.}31］冊歴

村上篤太郎．“電子図書館時代の図書館業務と図書館員” 史読本事典シリーズ.No.32, p.396-397 (1997.7) 

薬学図書館.Vol.42, No.3, p.270-276 (1997.7) 梁瀬三千代．“IFLA-SALGeneral Session報告”．

新倉利江子，原田悟．“図書館の経営管理”．大学図番館 アート ・ドキュメンテーション研究.No.31, p.4 5 

研究.No.50, p目1421 (1996.10) (1996.10) 
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梁瀬三千代“ネ y トワ ーク情報資源の利用と課題” 平 加藤好郎．“大学図書館における組織の再構築について”．

成8年度図書館研究協議会集録.p.3-23 (1997.3) 私立大学図書館協会 ・東地区部会研究部パブリック ・

〔日吉〕

天野善雄．“大学教育と図書館の改革”．塾監局紀要.23 

号， p.2-6(1996) 

白石幸男．“日吉における情報処理教育について：これ

からのコンビュータ教育”．塾監局紀要. 23号， p.7-

13 (1996.10) 

〔矢上〕

森国繁．“散歩の産物” 三回評論.990号， p.106(1997.4) 

〔信濃町〕

長谷川博子．“「看護研究」のための文献検索について”．

度目態義塾看護短期大学紀要 Vol.7,p目15:t-157(1997.3) 

平吹佐世子．“研究業績データベースについて＂ .Keio 

医学部病院ニュース.No.171, p.21 (1997.6) 

市古みどり．“tlnifiedMedical Language System 

(UMLS）とその InternetGrateful Medへの応用”．

医学図容館 Vol.43,No.3, p.334-341 (1996.9) 

市古みどり． “ピッツパーグ大学フォーク医学図書館で

の3ヵ月”．整監局紀婆.23号， p.114-115(1996) 

岡野純子 “医学文献サーチガイド第2版（替評 ・新刊

紹介）”．情報の科学と技術. Vol.46, No.11, p.661 

(1996.11) 

〔藤沢〕

広固とし子，金子康樹，木下和彦，持田裕人，石原智子，

野善雄．“コンピュ ータを活用した利用案内 システ

ムの構築について（その 2）＂.整監局紀要. 23号， p.62

-66 (1996) 

風間茂彦 “図書館に於ける資料保存の枠組み”．神奈川

県内大学図書館相互協力協議会会報 No.17, p.2 

(1997.3) 

風間茂彦他編．利用のための資料保存 l.概説編，資料

の敵を知り，対策を練る， 2.実践編，計画を具体化

するー東京，紀伊国屋書店， 1996.10, VHSビデオ 2

巻

〔研究発表〕

〔三 回〕

加藤好郎．“シラパスと大学図轡館のかかわりについて”

平成8年度（第36回）大学図啓館司曾主務者研修会．

1996.9.4，金沢都ホテル

サービス研究分科会 1996.10.9，昭和女子大学

加藤好郎．“大学図書館の新しい歩みに向けて：そのサー

ピスの歴史と今後の展開” 平成8年度私立大学図

館協会東地区部会館長 ・事務長会議 1996.10.11，札

幌ガーデンパレス

宮木さえみ．“慶慮義塾大学湖南藤沢メディアセンター

と藤沢市図書館との相互協力”．第9回国立大学図

館協議会シンポジウム 1996.12.11，千葉大学

村上篤太郎．“電子図曾館時代の図脅館業務と図書館員”．

日本薬学会第 117年会薬学図書館協議会シンポジウム

特別講演.1997.3.27，町田市民ホール

梁瀬三千代．“レファレンスサービスの変貌と原点”．私

立大学図書館協会東地区部会研究部レファレンス研究

分科会.1997.7.8，度目復義塾大学北新館

〔日 吉〕

平尾行磁．“CD-ROMの管理と運用”．神奈川県内大学

図曾館相互協力協議会平成8年度第 l回実務担当者会

1996.7.29，慶慮義塾大学日吉メディアセンター（日

吉図瞥館）

木下和彦．“新しいメディアを知る：大学図書館での導

入例を通して” 神奈川県県立学校司容等研修講座第

2分科会 1996.10.21，かながわ県民センター

〔信浪町〕

長谷川時子．“「看護研究」のための文献検索について”

第3回医学図容館研究会.1996.11.14，東京大学医学

図舎舘

市古みどり“研究のための文献検索”．日本看護学教育

学会第5回ワークショップ.1996.8.5，東海大学健康

科学部

市古みどり“縁近のアメリカの医学図書館事情： パプ

リックサービスを中心に”．北海道地区大学図書館協

議会研究集会.1996.8.9，北海道医療大学

市古みどり“医学図書館のレファレンスサービス” 第

3回日本医学図書館協会継続教育コース.1996.11.15, 

東京大学医学図書館

市古みどり“UnifiedMedical Language System 

(UMLS）とその InternetGrateful Medへの応用”．

第68回日本医学図書館協会総会.1997.5.22，旭川グラ

ンドホテル

和田幸一 “選書基議とその実際”．第3回医学図書館員

基礎研修会.1996.8.8，自治医科大学
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〔藤沢〕 小川治之． “盗聴義塾大学湖南藤沢メディアセンタ ーに

腐固とし子．“大学図書館に於けるデジタルメディアの おける情報化の現状”．文部省大学図替館織員長期研

導入と問題点’＼私立大学図書館協会東地区部会研究 修会.1997.7.23, Ai勝義塾大学湖南藤沢

部平成9年度第l回研修会.1997.6.20，東洋大学

腐回とし子．“増えるデジタルメディアと苦悩するライ

プラリアン＼私立大学図書館協会東地区部会研究部

平成9年度第 l回研修会パネルディ スカ y ショ ン．

1997.6.20，東洋大学

風間茂彦，“図書館に於ける資料保存の枠組み”．神奈川

県内大学図書館相互協力協議会平成8年度第2回実務

担当者会.1996.11.15，慶路義塾大学日吉メディアセ

ンター（日吉図書館）

小川治之．“研究教育を支援するための新しい図曾舘シ

ステム” 東北大学図書館部l隊員研修会 1996.9.25,

東北大学

小川治之 “マルチメディアを活用した新しい情報サー

ビスの展開腹慮義塾大学湘南藤沢キャンパスの事

例”．鹿児島大学図書館部職員研修集会 1996.11.28, 

鹿児島大学

〔受 賞〕

〔信濃町〕

市古みどり．日本医学図讐館協会奨励賞．第27回 （平成

8年度）.1997. 4. （対象論文．“UnifiedMedical 

Language System (UMLS）とそのInternetGrate-

ful Medへの応用”．医学図書館. Vol.43, No.3, 

p. 334-341 (1996. 9)) 

〔藤 沢〕

風間茂彦他 日本産業映画 ・ビデオコンクール奨励賞

（日本産業映画協議会主催）．第35回， 1997.5. （対

象：利用のための資料保存 1.概説編，資料の敵を

知り，対策を練る．東京，紀伊闇屋書店， 1996.10. 

VHSビデオ）

f一一一一一一一一一一（脱会中昏 ）一一一一一一一一一寸

「日本中世印制史」展

平成10年 1月26臼（月）～ 311:J（土） 10 00- 19・00（最終日は 17・00まで）

丸善 日本橋店 4F ギャラリー

慶雁義塾図書館と同大学附属研究所斯道文庫 刊本のーっと いわれる泉涌寺版『仏制比丘六物

に所蔵する，平安時代から室町時代に至る古刊 図』，我が国最古の印刷目録たる建治3年 (1277)

本を展示いたします。 刊高野版『弘法大師御将来日録』，訓点や振り

平安時代後期刊 『成唯識論述記』，鎌倉時代 仮名も印刷した享禄2年 (1529）刊「御成敗式 l
刊春日版桝蓮華経』，我が国最古の挿絵入 目』など約70点。 .i 

-76 



MediaNet No. 5 (1997. 10) 

資料 m 

年 次統 計資料 ＜平成8年度＞

I. 図 書費 ＜平成8年度実綴及9年度予算＞

各＼メ＼デ＼ィ、、アセンタ ー内『＼＼訳＼ 

平成8年度実績＜単位円＞ 平成9年度予算＜単位千円＞

図書支出 図書資料費 計 図書支出 図書資料費 言十

三国メディアセンター 717,544,559 19 785 579 737 330 238 683 976 64 976 748 952 

図 書 館 351,628,318 19,785,579 371,413,897 328,093 64,976 393,069 

店弓主Lゐ 部事 365,916,341 365,916,341 355，邸3 355，朗3

（私大研究設備相当額） (27 ,817) 

日吉メディアセンター 177,009, 192 5 726 072 182 735 264 180 377 7,264 187 641 

図 書 館 67,762,989 3,465,061 71,228,050 伺，650 4,887 73,537 

指定寄附金 270,000 270,000 

学 部’ 108,976,203 2,261 011 111,237,214 111,727 2,377 114,104 

（私大研究設備相当額） (6,359,351) (7,289) 

医学メディアセンター 161 137 360 10,044,987 171, 182,347 177,260 10 480 187 740 

，， 161,137,360 10,044,987 171,182, 34 7 177 ,260 10,480 187,740 

理工学メディアセンター 176,309,826 4,251,475 180,561,301 202, 143 4,622 206,765 

II 176,309,826 4,251,475 180,561,301 202,143 4,622 206 765 

指定寄付金

（私大研究設備相当額）

湖南藤沢メディアセンター 180,010,541 25,379,704 205,390,245 180,000 26,450 206,450 

湘南藤沢メディアセンター 180,010,541 25,379, 704 205,390,245 180,000 26 450 206 450 

メ口泊、 言十 1,411, 741,578 65,187,817 1,477,199,395 1,423,756 113, 792 1,537 ,548 

注） ・特別図書費は含まず。

一 （ ）内は合計欄に加算せず。

私大研究設備相当額は私大研究設備助成金に相当するよう義塾が臨時に手当したもの。
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II -1 蔵書統計＜年間受入及び所蔵冊数＞

よゐ土1 単 rr 本 製 本 雑 誌 非図書
メ口弘、 計

和 洋 3十 和 洋 計 資 料

三回メディアセンター 14,902 18,062 32,964 7,762 7,235 14,997 10,615 58,576 

図 書 館 (10,279) (8,102) (18,381) (5,452) (2,558) (8,010) (1,910) (28,301) 

年
点す孟4与与 部 (4,623) (9,960) (14,583) (2,310) (4,677) (6,987) (8,705) (30,275) 

間
日吉メディアセンター 13,216 5,194 18,410 1,591 1,994 3,585 2,012 24,007 

受 図 警 館 (10,606) (808) (11,414) (1,245) (346) (1,591) (451) (13,456) 

学 部 (2,610) (4,386) (6,996) (346) (1,648) (1,994) Cl,561) (10,551) 
入

医学メディアセンター 1,912 1,195 3,107 2,900 6,292 9,192 574 12,873 
冊

数
理工学メディ7センター 2,290 871 3,161 1,836 5,589 7,425 324 10,910 

湘南藤沢 11,511 6,547 18,058 2,577 2,491 5,068 1,595 24, 721 メテ’ィアセンター

メEミコ 言十 43,831 31,869 75, 700 16,666 23,601 40,267 15,120 131,087 

三回メディアセンター 736,269 816,621 1,552,890 206,507 205,608 412,115 102,950 2,067,955 

図 警 館 (511,146) (463,651) (974, 797) (126,508) (75,304) (201,812) (55,474) (1,232,083) 

所
学 部 (225,123) (352,970) (578,093) (79,999) (130,304) (210,303) (47,476) (835,872) 

蔵
日吉メディアセンター 334,056 170,692 504,748 43,019 54,224 97,243 19,165 621,156 

冊 図 警 館 (249,271) (26,748) (276,019) (28,437) (2,385) (30,822) (6,311) (313,152) 

学 部 (84,785) (143,944) (228, 729) (14,582) (51,839) (66,421) (12,854) (308,004) 
数

医学メディアセンター 42,090 43,000 85,090 63,724 133,440 197,164 6,209 288,463 
累

計
理工学メディアセ ンター 61,652 35,0回 96, 735 44, 708 127,423 172,131 2,020 270，槌6

湘南藤沢 96,322 75,654 171,976 23,188 17,873 41,061 14,780 227,817 メディアセンター

fコ>.. 百十 1,270,389 1,141,050 2,411,439 381,146 538 568 919 714 145,124 3,476,277 

注） 三回メディアセンター・学部には図書館・情報学科の製本雑誌を含む。
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II 2 蔵 統 計 ＜逐次刊行物ータイト ル数＞

種別 カ レ ン ト ／ ンカ レン ト カレント ・
ノンカレント

各メディアセンター 和 洋 3十 和 洋 計 ぷD益、 計

三回メディアセンター 5,932 4，臼O 10,572 5,768 3 459 9,227 19,799 

図 容 館 (2,569) (1,100) (3,669) (3,519) Cl, 738) (5,257) (8,926) 

¥= 部 (3,363) (3,540) (6,903) (2,249) Cl, 721) (3,970) (10,873) 

日吉メディアセンター 1,100 920 2,020 781 1,126 1,907 3,927 

図 曾 館 (666) (90) (756) (349) (31) (380) (1,136) 
A十~』 部 (434) (830) Cl,264) (432) (1,095) Cl,527) (2, 791) 

医学メディアセンタ ー 1,698 2,009 3,707 1,105 l，臼3 2,748 6,455 

理工学メディアセンター 1,206 1,666 2,872 3,071 5,276 8,347 11,219 

湘南藤沢 1,170 1,483 2,653 427 309 736 3,389 
メディアセンター

メE弘3、 計 11,106 10, 718 21,824 11,152 11,813 22,965 44,789 

参考データ．非図書資料

各二二トー土 訳
種 .81] マイクロ資料

A-V資料 メEコ益、 計CD-ROM 

タイトル数 200 34 234 
三回メディアセ ンター

筒 数 10,355 260 10,615 

年 タイトル数 165 215 380 
日吉メディアセンター

笛 数 1,438 574 2,012 
悶

タイトル数 161 119 280 
医学メディアセンター

新
箇 数 168 406 574 

タイトル数 127 13 140 
理工学メディアセンター

規
箇 数 300 24 324 

タイトル数 122 314 436 
湖南藤沢メディアセンター

箇 数 1,007 588 1,595 

タイトル数 2,181 
三回メ ディア センタ ー

8,116 10,297 

笥 数 87,842 15,108 102,950 

累 タイトル数 910 3,565 4,475 
日吉メディアセンター

箇 数 10，朗2 8,2邸 19,165 

タイトル数 265 1,613 1,878 
医学メディアセンター

箇 数 2,157 4,052 6,209 

タイトル数 408 175 583 
理工学メ ディアセンター

計 箇 数 1,617 403 2,020 

タイトル数 657 2,041 2,698 
湘南藤沢メディアセンター

箇 数 11,309 3,471 14,780 
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ill 1利用統 計. ＜貸出及び閲覧冊数＞

よ二」1 館 外 貸 出 館内閲覧 前 年 度 比

教職員 学 生 その 他 3十 一般図書 貴重書 館外貸出（計）

三 回メ ディア センタ ー 17,956 168,339 10,207 196,502 ＊ 1,036 0.95 

日 吉メディアセ ンタ ー 9,697 146 070 6,738 162,505 ＊ 1.05 

医学メディアセンター 70,351 25,462 40 95,853 ＊ 1.11 

理工学メデ ィアセ ンター 2,559 56,324 11 58,894 割ド 1.05 

湘南藤沢メディアセンター 3,841 73,323 950 78,114 本 1.12 

メ口ミ 計 104,404 469,518 17,946 591,868 ＊ 1,036 1.03 

＊開架のため実数不明。

皿－2 利用統計 ＜相互貸借 （複写依頼を含む）＞

各二二子三1 依頼をうけた（貸） 依頼した（借）
メEコ当、 計

園内 圏外 言十 圏 内 国 外 言十

現物（鮒） 208 。 208 137 288 425 633 
三国メディアセンター

複写（件） 2,085 17 2,102 1,137 422 1,559 3,661 

現物 （冊） 15 1 16 17 1 18 34 
日吉メディアセンター

複写（件） 771 。 771 169 33 202 973 

現物（附） 53 。 53 55 。 55 108 
医学メディアセンター

複写（件） 23,290 278 23,568 3,044 105 3,149 26, 717 

現物（冊） 11 。 11 15 。 15 26 
理工学メディ7セント

複写（件） 22,387 。22,387 1,736 65 1,801 24,188 

現物（附） 21 。 21 90 。 90 111 
湖南藤沢メディ7セ'J?-

複写（件） 421 。 421 91 5 96 517 

現物（冊） 308 1 309 314 289 603 912 
f; 自十

複写（冊） 48,954 295 49,249 6,177 630 6,807 56,056 

参考データ・ 早慶 ILL

三田 MC 日吉 MC 医学 MC 理工学 MC 湘南藤沢 MC f; 計

現物 複写 現物 復 写 現物 後 写 現物 複写 現物 複 写 現物 後 写

貸 208 421 15 45 1 862 11 653 13 27 248 2,008 

借 102 287 17 36 。 4 14 447 6 12 139 786 

nu 
nD
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m-3 利用統計＜ 複写サービス＞

内訳 学 内 学 外 メE弘3、 計
種 jJIJ 

各メディアセンター 件 数 枚数 件数 枚 数 件 数 枚数

電（オ 子コピー
ベレーター付）

3,104 44,247 861 17,804 3,965 62,051 

簡 易 印 席lj 175 136,003 。 。 175 136,003 

三田メディアセンター OHP・スライド作創 7 8 。 。 7 8 

電子コピー
（セルフ式）

447,043 

マイクロフィ Jレム 1,346 223 1,569 73,762 

OHP・スライド作製 63 。 。 63 

日吉メディアセンター 電子コピー
（セルフ式）

1,580,098 

マイクロフィ lレム 51 1,032 

電（オ 子コピー 58,610 377,784 90,245 521,416 148,855 槌9,200
医学メディアセンター ベレーター付）

OHP・スライド作製 111 561 。 。 111 561 

電（オ 子コピー 864 18,207 21,853 193,487 22, 717 211,694 
ベレーター付）。 H p 

理工学メディアセンター
電子コピー 1,019,181 516 12,974 * 516 1,032,155 

（セルフ式）

マイクロフィ Jレム 62 1, 774 18 226 80 2,000 

電（オ 子コピー 237 1,861 365 3,275 602 5,136 
ベレーター付）

簡 易 印 席I] 1,528 l，倒6,230 13 230, 718 1,541 2,076,948 

湘南藤沢
OHP・スライド作製 28 2,665 。 。 28 2,665 メディアセンター

電子コピー 791 524 
（セルフ式）

マイクロフィ Jレム 2 297 

＊は学外のみの件数
参考データ・電子コピー枚数

各二コ~訳 オベレーター付 セルフ式 メE当3、 3十

三 回メディアセンター 62,051 447,043 509,094 

日吉メディアセンター 1,580,098 1,580,098 

医学メディアセンター 899,200 899,200 

理工学メディアセンター 211,694 1,032,155 1,243,849 

湖南藤沢メディアセンター 5,136 791,524 796,660 

ぷcコ... 計 1,178,081 3,850,820 5,028,901 
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m-4 利 用 統計 ＜ レファレンス ・サービス＞

利用 者 別

よみ~
学 内 者

教職員 学 生

三 回メディアセンター 2,095 20,334 

日吉メデ ィアセンター 2,225 7,484 

医学メディアセンター 1,985 211 

理工学メディアセンター 1,308 4,716 

湘南藤沢メディアセンター 477 3,490 

メEミコ 言十 8,090 36,245 

業 務内容別

よ~ 文献所在調査 事 項調査

三 回メディア セ ンター 10,647 991 

日吉メディアセンター 1,936 619 

医学メディアセンター 1 997 1,039 

理工学メディアセンター 5,568 215 

湘南藤沢メディアセンター 451 68 

メE泊コ、 3十 20,599 2,932 

-82一

店弓主ゐ'- 外 者 ~ 計

3,285 25,724 

419 10,128 

2,018 4,214 

2,593 8,617 

147 4,114 

8,462 52, 797 

利用指導 そ の 他 メE当3、 計

13,991 95 25,724 

7,554 19 10,128 

1178 。 4,214 

2,726 108 8,617 

3,589 6 4,114 

29,038 228 52,797 



＜情報システムサービス＞町一1 計算機利用統計

(1）利用課 題 数

F向。ι白2220・日（回申2・5）

M-1700/10 ワークステーション系 M-1600/8 ワークステーション系 ワークステーション系 CNS・ヮ－17,テーショY系
メEミコ 計

区 分 （三 田） （三田〉 （日吉） （日吉） （矢上） (SFC) 

教職員 学 生 教職員 学生 教職員 学生 教職員 学生 教職員 学 生 教職員 学生 教職員 学生

文 学 部 3 95 12 737 14 240 10 13 39 1,085 

経 済 ~孟4与' 部 10 332 19 821 3 2 28 938 1 5 41 65 2,135 

法 学 部 10 79 14 757 4 18 695 2 8 15 55 1,548 

商 $ 部 25 317 19 688 2 2 19 383 2 2 6 67 1,398 

医 学 部 1 2 5 13 8 35 12 34 38 74 

理 工 学 部 3 12 2 57 27 6 22 690 6 lll 4 25 64 901 

総合政策学部 13 4 30 11 2 98 2,101 102 2,157 

環境情報学部 4 5 41 7 121 1,901 126 1,954 

文 学 ・社会学研究科 12 回 2 5 107 

政策 ・メディア研究科 15 2 371 389 

経営管理研究科 7 7 

諸 研 ;'?: 所 10 25 66 18 4 58 66 

設 置 講 座 4 4 

諸 平叫 校 1 1 5 4 3 3 9 29 1 63 82 37 

業 務 493 146 329 30 84 1 082 

情報システムサービス 110 23 82 30 5 250 

外 部 8 6 2 10 783 16 793 

そ の 他 13 9 17 8 6 2 75 3 7 43 98 

ぷc＇コ' 3十 679 朗7 299 3 310 472 21 208 3,107 14 119 422 5,302 2,094 12,746 

－

g
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(2) JOB件数

月
M-1700/10 M-1600/8 

（三国） （日吉）

4 14,163 l，槌3

5 14 300 3,892 

6 14,894 5 431 

7 11,910 2 991 

8 5 180 639 

9 10,595 982 

10 19,835 2,628 

11 14,680 2,248 

12 18,011 3,052 

l 10,773 920 

2 9,381 915 

3 10,120 1 358 

計 153,842 26 939 

※M-1700/10・M-1600/8はパッチと TSSの合計

(3) CPU時間

月
M-1700/10 M-1600/8 

（三田） （日吉）

4 10.9 15.5 

5 10.8 13.6 

6 7.0 24.5 

7 8.3 12.7 

8 3.5 1.7 

9 10.3 1.7 

1日 12.1 7.8 

11 9.6 10.1 

12 11.0 17.9 

7.4 2.6 

2 5.9 2.1 

3 6.2 2.0 

言十 103.0 112.2 
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N-2 計算機利用説明会 ＜情報システムサービス＞

課 題 期 日 h局 所 参加人数

TSS （入門編） 5/16 国 28名

日経 NEEDS検索システム 5/21・10/22 国 39名

MS-EXCEL 5/17・10/16 国 40名

MS-WORD 5/23・10/17 回 42名

SPSS/PC+ 5/22 田 15名

電子メール（入門編） 5/15・5/24・5/27 回 65名

CNNニュース検索 5/20 ( 3回） 国 60名

TSS （初級編） 10/21 回 11名

電子メール（中級編） 10/15・10/23 問 50名

UNIX （初級編） 10/24 回 26名

パソ コン利用セミナー 4/24・5/9 日 a 15名

Winsows入門 5/10 日 τa 16名

UNIX入門 5/13・10/15 日 1= コ 22名

メールとニュース（mnews) 5/14・6/6・10/18・10/29 日 τcl= コ 58名

UNIXエディタ使用法（Mule) 5/15・10/17 日 τcl= コ 15名

メール（mh-e) 5/16・6/4・10/22・10/31 日 τ.！＝ ヨ 57名

篭話回線からの利用法 5/17・6/5・10/30 日 でa 45名

ワープロ入門 1(MS-Word) 5/21 日 士t 14名Eコ

ワープロ入門2(MS-Word) 5/22 日 -± 12名Eコ

表計算とグラフ（MSExcel) 5/23 日 1= ヨ 14名

計算室利用案内 10/8・10/9 日 1= コ 7名

パソコン環境と操作方法 10/16 日 1= コ 2名

UNIXエディタ使用法（vi,jvim) 10/16 日 1= コ 8名

インターネットでの情報検索 10/23 日 -± 25名Eヨ

O
D
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編集後記

今回の特集は「メディアセンターの位置付け一

大学内での融合性を求めてー」というテーマを設

け，メディアネット事務長をはじめ，各地区事務

長へ原稿を依頼致しました。特集を組んだ主旨

は，ここ数年で著しく変わった図書館やパソコン

室，研究室におけるネ ット ワーク環境整備とそれ

に伴う利用者へのサービス形態の変化を強く感じ

ていたことに端を発します。

今まで図書館でしか利用できなかった目録検索

や文献収集は，時間や空聞を超えて可能になって

きました。また，各地区個別に展開していたサー

ビスが，インタ ーネットを介することにより，画

一化したサービスができるようにな ってき まし

た。 FirstSearchの導入はその一例だと思います。

平成8年 4月に設置された業務改革推進室は，

3年後のパソコンひとり一台設置を目指すととも

に，事務のネットワーク・コンビューティ ングの

インフラ構築に取り組んでいます。大学が21世紀

構想、を掲げる中で，メディアセンターは大学の方

向性にどのように関わっていくのでしょうか。そ

ういった疑問を抱いた時，特集の企画が生まれま

した。各メディアセンターが，どのような姿勢を

打ち出そうとしているのかを提示することも必要

なのではないかと思った訳です。特集を読んで，

各地区の姿勢を少しでも読み取ることができれば

幸いだと思っています。

第 5号では若い方にも原稿を書いて頂きまし

た。 MediaNetレポートやスタッフルーム，慶臆

義塾博物学コ レクシ ョンがそうです。

雑誌の装丁は，今年表紙を変えてみま した。カ

ラーページでの印刷も初めての試みです。多くの

人々に読んで頂き，“今”のメディアセンターの

動きを皆さんへ伝えることができれば嬉しい限り

です。 （梁瀬三千代）

※「MediaNet」のパックナンバー（No.1～No. 4）をご希望の方は，希望の号数と冊数

を明記し，切手（ 1冊￥270, 2冊￥390 普通郵便）を同封の上，下記の発行元 慶

臆義塾大学メディアネット本部宛てにお送り下さい。

なお， 3冊以上ご希望の方，または MediaNetの送付についてご不明な点は，発行

元の内線2506本閉までお問い合わせ下さい。

Media Net第5号 1997年10月31日発行

編 集 MediaNet編集会議

発行者斎藤勉

発行慶慮義塾大学メディアネット本部

〒108東京都港区三田215-45 

電話 03-3453-4511（内線2502)

印制岡梅沢印刷所

MediaNet編集会議

編集長梁瀬三千代

編集員藤井康子竹内健祐木下和彦大塚加奈恵

五十嵐由美子長島敏樹吉沢亜季子

E-mail : medianet-edit@mita.cc.keio.ac.jp 

m
∞
 



Mita Media Center 

Hiyoshi Media Center 

Medical Information and Media Center 

Information and Media Center for Science/Technology 

Shonan Fujisawa Media Center 


